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暫
時
甲
板
上
ニ
待
タ
リ
。
漸
ク
給
事﹇

仕
﹈来

ル
。
余
ハ
一
号
室
ノ
一
ナ

リ
。
一
室
六
人
ヲ
容
ル
ヽ
割
ナ
リ
。

朝
来
微
雨
降
ル
。
気
候
ハ
思
ノ
外
冷
気
ナ
リ
。

船
ニ
テ
留
主
宅
及
文
雄
ヘ
宛
端
書
ヲ
出
ス
。

神
戸
ノ
大
阪
商
船
支
店
ノ
船
客
掛
ニ
大
津
久
之
介
ト
云
フ
人
ア
リ
。

東
北
学
院
出
身
ノ
由
ニ
テ
自
ラ
紹
介
シ
タ
リ
。

瀬
戸
内
海
ハ
曇
天
雲
霧
ノ
為
ニ
景
色
モ
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
シ
。
只

大
小
群
島
ノ
頭
ガ
彼
処
此
処
ニ
幽
カ
ニ
見
ユ
ル
ノ
ミ
。

午
後
九
時
、
入
浴
シ
テ
後
寝
ニ
就
ク
。
海
上
ハ
至
極
静
褞﹇

穏
﹈ナ

リ
。

M
ay 7

th, Saturday

昨
夜
ハ
濃
霧
ノ
為
船
ノ
進
行
遅
々
タ
リ
。
屡
々
汽
笛
ヲ
鳴
シ
タ
リ
。

門
司
ヘ
ハ
七
時
比
着
ノ
筈
ノ
処
、
濃
霧
ノ
為
八
時
過
ニ
到
着
シ
タ

リ
。
着
港
ノ
上
、
留
主
宅
ヘ
書
状
ヲ
出
ス
。
武
洋
丸
ハ
如
何
ト
尋

ネ
タ
ル
処
、
昨
日
播
摩
灘
ニ
テ
行
違
ヒ
タ
リ
ト
云
フ
。
間
モ
ナ
ク

文
雄
ヨ
リ
書
状
達
ス
。
果
シ
テ
五
日
朝
門
司
ヲ
出
帆
ス
ル
ガ
故
ニ
、

多
分
播
摩
灘
辺
ニ
テ
逢
ハ
ン
ト
云
ヘ
リ
。

船
中
ノ
待
遇
ハ
格
別
申
分
ナ
シ
。
二
等
ニ
テ
モ
差
支
ナ
シ
、
一
等

ハ
其
割
ニ
善
カ
ラ
ズ
ト
ノ
事
ナ
リ
。
但
室
内
ハ
中
々
究
屈
ナ
リ
。

今
日
ハ
終
日
雨
天
ニ
テ
欝
陶
敷
カ
リ
シ
。

夕
食
ニ
ハ
事
務
長
ノ
案
内
ニ
テ
特
ニ
余
ト
永
井
氏
ト
ニ
洋
食
ヲ
饗

M
ay 5, 1910

5
th, Th

ursday
家
族
一
同
並
ニ
送
別
ノ
為
来
レ
ル
荒
川
千
代
、
和
田
仙
太
郎
、
沼

澤
龍
雄
、
津
田
榮
、
熊
野
雄
七
氏
等
ト
共
ニ
讃
美
歌
ヲ
謳
ヒ
、
詩

篇
百
二
十
ヲ
朗
読
シ
、
祈
祷
ヲ
捧
ゲ
テ
後
一
同
ト
共
ニ
出
発
ス
。

品
川
停
車
場
前
ニ
学
院
ノ
教
員
、
生
徒
一
同
斉
列
シ
テ
余
等
ノ
至

ル
ヲ
待
ツ
。
生
徒
ニ
対
シ
テ
一
言
別
ヲ
告
テ
去
ラ
シ
ム
。
停
車
場

ニ
ハ
外
国
教
師
、
神
学
部
教
授
、
生
徒
、
教
役
者
等
百
名
以
上
見

送
ノ
為
待
合
シ
タ
リ
。

発
車
ニ
臨
ミ
一
同
万
歳
ヲ
唱
フ
。
自
ラ
ハ
帽
ヲ
振
テ
之
ニ
答
フ
。

二
等
車
ニ
ハ
今
回
大
連
基
督
教
青
年
会
主
事
ト
シ
テ
赴
任
ス
ル
守

瀬
氏
及
ビ
妻
子
ア
リ
。
二
等
ハ
矢
張
満
員
ノ
様
子
ナ
リ
。
一
等
ハ

七
八
人
ナ
リ
シ
カ
ド
モ
、
左
右
ニ
喫
煙
ス
ル
人
ア
リ
テ
少
シ
ク
閉

口
シ
タ
リ
。

車
内
ニ
横
臥
ス
ル
ノ
余
地
ハ
十
分
ア
リ
タ
レ
ト
モ
、
矢
張
究
屈
ニ

テ
安
眠
ハ
出
来
ザ
リ
キ
。

M
ay 6

th, Friday

午
前
七
時
半
三
宮
駅
ニ
到
着
。
直
チ
ニ
人
車
ヲ
傭
ヒ
テ
海
岸
ニ
赴

ク
。
大
黒
屋
廻
漕
店
員
ノ
世
話
ニ
テ
守
瀬
氏
一
行
ト
共
ニ
開
城
丸

ニ
乗
込
ム
。
然
ル
ニ
船
ニ
ハ
未
タ
乗
客
ヲ
迎
フ
ル
ノ
用
意
ナ
ク
、



612

某
ハ
曰
ク
、
船
ノ
島
ニ
最
モ
接
近
シ
タ
リ
シ
時
ニ
モ
尚
三
百
間
ノ

間
隔
ア
リ
キ
ト
。
然
レ
ト
モ
乗
客
ハ
之
ヲ
信
セ
ズ
。

海
上
ハ
極
メ
テ
静
穏
ナ
リ
。
午
後
ニ
ハ
日
脚
モ
見
ヘ
タ
リ
。

夜
ハ
又
々
事
務
長
ノ
厚
意
ニ
テ
洋
食
ノ
饗
応
ア
リ
。
又
三
等
ノ
客

室
ニ
テ
船
員
等
ノ
娯
楽
ア
リ
ト
ノ
案
内
ア
リ
。
一
寸
様
子
ヲ
見
ニ

往
キ
タ
レ
ト
モ
、
ソ
ノ
話
陋
劣
ニ
シ
テ
聴
ク
ニ
堪
へ
ズ
、
半
途
ニ

シ
テ
帰
リ
寝
ニ
就
ク
。

M
ay 9

th, M
onday

海
上
平
穏
、
昨
日
ノ
如
シ
。
但
時
々
濃
霧
来
ル
。
汽
笛
ヲ
鳴
ラ
シ

ツ
ヽ
進
行
ス
。
無
聊
ニ
堪
へ
ズ
、
輪
投
ヲ
シ
テ
遊
ブ
。
昨
日
正
午

ヨ
リ
本
日
正
午
マ
デ
二
百
八
十
二
里﹇

哩
﹈ヲ
駛
ル
。
大
連
マ
デ
余
ス
所

尚
百﹇

マ
マ
﹈〇
二
哩
ア
リ
。

普
通
午
後
四
時
大
連
着
ノ
筈
ノ
所
、
五
時
間
延
着
シ
テ
正
九
時
ニ

投
錨
ス
。
途
中
西
方
ニ
当
リ
テ
大
孤
山
及
ビ
円
島
ヲ
見
ル
。

夕
食
ニ
ハ
小
豆
飯
ノ
馳
走
ア
リ
。
無
事
着
港
ヲ
祝
ス
ル
ノ
意
カ
。

乗
客
中
ニ
満
州
日
々
新
聞
記
者
伊
原
幸
之
助
ナ
ル
人
ア
リ
、
能
ク

談
論
ス
。
談
宗
教
ノ
事
ニ
及
ビ
、
キ
リ
ス
ト
教
ハ
国
家
ヲ
無
視
ス

ト
云
ヒ
、
又
猥
リ
ニ
万
国
青
年
会
ト
称
シ
テ
不
都
合
ナ
リ
ト
テ
、

得
々
然
ト
シ
テ
論
談
ス
。
又
乗
客
中
ニ
吉
田
嘉
一
郎
ナ
ル
人
ア
リ
。

其
甚
タ
無
根
ナ
ル
ヲ
弁
明
ス
。
余
モ
聞
ク
ニ
堪
へ
ズ
一
言
ヲ
加
へ

セ
ラ
ル
。

門
司
ヨ
リ
数
人
ノ
乗
客
ア
リ
。
二
等
室
ハ
殆
ン
ド
満
員
ト
ナ
レ
リ
。

M
ay 8

th, Sunday

昨
夜
モ
海
上
至
テ
静
穏
ナ
リ
キ
。
午
前
三
時
半
目
覚
メ
タ
レ
バ

「
ハ
ー
レ
ー
」
彗
星
ヲ
見
ン
ト
欲
シ
テ
甲
板
上
ニ
出
テ
ヽ
見
タ
レ

ト
モ
、
雨
天
ニ
テ
何
モ
見
エ
ズ
。

朝
飯
後
、
食
堂
ニ
於
テ
満
州
又
ハ
台
湾
生
蛮
ノ
事
抔
談
話
シ
タ
リ

シ
ニ
、
俄
然
船
ノ
進
行
息
ミ
タ
ル
ガ
故
ニ
何
事
カ
ト
思
ヒ
寝
室
ノ

丸
窓
ヨ
リ
外
ヲ
見
タ
ル
ニ
、
僅
カ
ニ
五
六
間
ヲ
隔
テ
ヽ
岩
石
ノ
几

然
ト
シ
テ
聳
ユ
ル
ヲ
見
ル
。
且
頂
上
ニ
テ
頻
リ
ニ
空
鑵
ヲ
タ
ヽ
キ
、

「
ア
ブ
ナ
イ
、
ア
ブ
ナ
イ
」
ト
連
呼
ス
ル
声
ヲ
聞
タ
リ
。
実
ニ
危

機
一
髪
ト
ハ
此
事
ナ
ラ
ン
カ
。
船
長
ガ
今
一
分
間
気
付
ザ
リ
セ
バ
、

船
ハ
岩
石
ニ
衝
突
セ
シ
ナ
ラ
ン
ガ
、
幸
ニ
其
厄
難
ヲ
免
レ
タ
リ
。

朝
鮮
多
島
海
ノ
濃
霧
ハ
実
ニ
危
険
ナ
リ
。
船
ハ
暫
時
進
行
ヲ
止
メ
、

「
ガ
ス
」
ノ
晴
ル
ヽ
ヲ
待
ツ
中
ニ
、
島
ヨ
リ
一
隻
ノ
小
舟
ノ
来
ル

ヲ
見
ル
。
即
チ
燈
台
ノ
役
人
ガ
信
号
汽
笛
破
損
シ
テ
用
ヲ
ナ
サ
ヾ

ル
ガ
故
ニ
大
連
ヨ
リ
仁
川
ヘ
電
信
ヲ
打
呉
レ
ヨ
ト
ノ
依
頼
ノ
為
ニ

来
レ
ル
ナ
リ
。

停
船
約
二
時
間
ニ
シ
テ
復
ビ
進
行
ヲ
始
ム
。
後
ニ
テ
聞
ケ
バ
此
島

ハ
港
門
島
ト
称
ス
ル
島
ニ
テ
、
其
岬
ニ
燈
台
ア
リ
。
又
船
長
太
田
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ニ
ヨ
リ
、
社
内
ヲ
巡
視
シ
テ
後
、
食
堂
ニ
於
テ
昼
食
ノ
饗
応
ヲ
受

ク
。
食
後
、
総
裁
及
副
総
裁
ニ
面
会
シ
テ
、
青
年
ク
ラ
ブ
ノ
図
案

及
ヒ
彼
等
ガ
大
塚
氏
ト
共
ニ
全﹇

前
﹈線

ヲ
慰
問
シ
タ
ル
時
ノ
写
真
等
ヲ

見
ル
。

別
ヲ
告
ゲ
テ
教
会
ニ
来
リ
、
信
徒
修
養
会
ニ
於
テ
一
場
ノ
勧
ヲ
為

ス
。
多
少
ノ
感
動
ヲ
与
ヘ
タ
ル
ガ
如
シ
。

ソ
レ
ヨ
リ
、
ヒ
バ
ー
ト
氏
ニ
招
カ
レ
テ
大
和
ホ
テ
ル
ニ
赴
ク
。
基

督
教
青
年
会
及
同
主
事
守
瀬
氏
披
露
ノ
為
、
満
鉄
ノ
重
役
連
及
ビ

三
井
物
産
、
正
金
銀
行
等
ノ
人
々
ヲ
招
待
シ
タ
ル
ナ
リ
。
卓
上
ニ

於
テ
基
督
教
青
年
会
ノ
目
的
及
性
質
ヲ
説
明
シ
テ
、
彼
等
ノ
賛
助

ヲ
求
ム
。

夕
食
後
、
再
ビ
北
公
園
ク
ラ
ブ
ニ
赴
キ
、
見
習
生
百
名
許
ニ
講
話

ヲ
為
ス
。
国
澤
氏
及
数
名
ノ
職
員
モ
列
席
シ
タ
リ
。

大
連
ニ
於
ケ
ル
満
鉄
ニ
対
ス
ル
任
務
ハ
先
ツ
之
ニ
テ
結
了
。

M
ay 11

th, W
ednesday

大
塚
氏
ノ
案
内
ニ
テ
、
ウ
ヰ
ン
氏
同
道
、
電
気
公
園
ヲ
見
物
シ

﹇
テ
﹈
ヨ
リ
中
央
試
験
所
ヲ
視
察
ス
。
所
長
某
ハ
渡
欧
中
ニ
テ
不

在
ナ
レ
ト
モ
、
明
治
学
院
ノ
出
身
者
土
畠
氏
ア
リ
、
叮
嚀
ニ
説
明

シ
タ
リ
。

蚱？

蚕
ヲ
以
テ
製
シ
タ
ル
絹
糸
縮
緬
、
豆
油
、
高
梁
紙
等
ノ
見
本
ヲ

テ
、
伊
原
氏
ノ
議
論
ノ
事
実
相
違
ナ
ル
コ
ト
ヲ
弁
ジ
テ
止
ム
。

吉
田
氏
ハ
台
湾
及
ビ
満
州
ニ
於
テ
多
年
警
視
又
ハ
民
政
署
長
等
ヲ

奉
職
シ
タ
ル
人
ニ
テ
、
ク
リ
ス
チ
ア
ン
ノ
由
ナ
リ
。
先
方
ニ
テ
ハ

余
ノ
名
ヲ
聞
キ
テ
驚
キ
タ
リ
。「
ソ
レ
デ
ハ
有
名
ノ
井
深
サ
ン
デ

ス
カ
」
ト
。
又
伊
原
氏
ハ
彦
三
郎
ヲ
能
ク
知
レ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
又

乗
客
中
ニ
ハ
正
金
銀
行
ノ
人
二
人
ア
リ
、
孰
レ
モ
彦
三
郎
及
ビ
和

田
俊
夫
ヲ
知
ル
ト
云
ヘ
リ
。

今
夜
ハ
大
連
ニ
於
テ
集
会
ア
ル
筈
ナ
リ
シ
ガ
、
嘸
失
望
セ
シ

﹇
マ
マ
﹈コ
ト

ナ
ラ
ン
ト
推
察
セ
ラ
ル
。

明
朝
ハ
午
前
七
時
上
陸
ト
ノ
事
ナ
リ
。
先
ツ
〳
〵
海
上
無
事
着
港

シ
タ
ル
ハ
感
謝
ノ
至
ナ
リ
。

M
ay 10

th, Tuesday

船
客
一
同
、
午
前
五
時
前
ヨ
リ
起
床
、
検
疫
官
ノ
来
ル
ヲ
待
ツ
。

検
疫
結
了
後
、
朝
飯
ヲ
喫
シ
、
各
自
荷
物
ノ
用
意
ヲ
為
シ
テ
、
船

ノ
桟
橋
ニ
着
ク
ヲ
待
ツ
。
漸
ク
ニ
シ
テ
二
隻
ノ
曳
船
来
リ
テ
船
ヲ

桟
橋
ニ
近
カ
寄
ラ
シ
ム
。
橋
上
ニ
ハ
数
十
名
ノ
信
徒
出
迎
フ
。

導
カ
レ
テ
ウ
ヰ
ン
氏
ノ
宅
ニ
投
ズ
。
貴
山
氏
ア
リ
。
旅
順
ヨ
リ
ハ

嶋
村
氏
来
リ
、
安
東
県
ヨ
リ
ハ
竹
内
氏
来
ル
。

暫
時
休
息
ノ
後
、
大
塚
素
氏
ニ
導
カ
レ
テ
北
公
園
ノ
倶
楽
部
ニ
往

キ
、
満
鉄
会
社
練
習
生
四
十
名
許
ニ
講
話
ヲ
為
ス
。
了
リ
テ
本
社
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等
出
迎
フ
。

手
荷
物
ヲ
西
尾
生
ニ
托
シ
、
貴
山
、
嶋
村
、
竹
内
ノ
三
人
ト
共
ニ

白
玉
山
ニ
登
リ
、
表
忠
碑
ヲ
見
、
紀
念
ノ
為
、
絵
葉
﹇
書
﹈
並
ニ

閉
塞
船
ノ
木
材
ヲ
以
テ
作
リ
タ
ル
硯
箱
壱
個
ヲ
求
ム
。
表
忠
碑
ニ

昇
ル
ノ
許
可
ヲ
得
タ
レ
ト
モ
、
烈
風
ノ
為
ニ
見
合
セ
タ
リ
。

貴
山
氏
ト
共
ニ
馬
車
ヲ
駆
リ
テ
、
新
市
街
ノ
杉
森
此
馬
氏
ノ
宅
ニ

赴
ク
。
同
氏
方
ニ
テ
午
餐
ノ
饗
応
ヲ
受
ケ
、
入
浴
休
息
シ
テ
四
時

半
ヨ
リ
月
見
倶
楽
部
ニ
於
テ
中
学
校
ノ
生
徒
百
数
十
名
ト
工
科
学

堂
ノ
生
徒
数
名
及
ビ
教
員
、
官
吏
数
十
名
ノ
為
ニ
一
場
ノ
講
話
ヲ

為
ス
。
元
来
工
科
学
堂
ノ
生
徒
ノ
為
ニ
ス
ル
筈
ナ
リ
シ
ニ
、
彼
等

実
地
演
習
ノ
為
ニ
差
支
ア
リ
テ
来
ラ
ザ
リ
シ
ハ
遺
憾
ナ
リ
キ
。
工

学
士
草
刈
氏
司
会
ヲ
ナ
ス
。
同
氏
ハ
青
年
会
々
長
ナ
リ
。
杉
森
氏
、

余
ヲ
紹
介
シ
タ
リ
。

杉
森
氏
方
ニ
於
テ
夕
飯
ヲ
喫
シ
、
旧
市
街
青
葉
町
ノ
教
会
堂
ニ
赴

ク
。
貴
山
氏
先
ヅ
演
説
シ
、
余
モ
亦
大
連
ニ
於
ケ
ル
ト
同
一
ノ
題

ヲ
以
テ
一
時
間
演
説
シ
タ
リ
。
聴
衆
満
堂
静
聴
シ
タ
リ
。

演
説
ヲ
終
リ
、
乃
木
町
ナ
ル
西
川
玉
之
助
氏
方
ニ
招
カ
レ
テ
宿
泊

ス
ル
コ
ト
ト
ナ
レ
リ
。
但
同
氏
ハ
旅
行
中
ニ
テ
不
在
ナ
リ
。

旅
順
ノ
町
ハ
、
三
十
九
年
ニ
来
リ
シ
時
ト
外
観
ニ
於
テ
サ
シ
タ
ル

変
動
ナ
シ
。
但
市
街
ノ
幾
分
カ
秩
序
立
チ
且
清
潔
ニ
ナ
レ
ル
ヲ
見

見
ル
。
中
々
面
白
シ
。
又
ヤ
マ
マ
ヒ
絹
ノ
工
場
ヲ
一
見
ス
。

右
ヲ
辞
シ
テ
基
督
教
慈
恵
病
院
ヲ
慰
問
シ
、
ソ
レ
ヨ
リ
大
連
公
学

堂
ヲ
参
観
ス
。
生
徒
二
十
才
前
後
ヨ
リ
六
七
才
ノ
者
約
百
人
、
唱

歌
体
操
等
ヲ
為
シ
テ
我
等
ニ
観
セ
シ
ム
。
彼
等
ガ
「
浦
島
」
ノ
歌

ヲ
唱
ヒ
タ
ル
ハ
中
々
奇
ナ
リ
キ
。
校
長
ハ
浅
井
某
ナ
リ
。

ウ
ヰ
ン
氏
方
ニ
於
テ
午
餐
ヲ
喫
シ
テ
後
、
教
会
ニ
婦
人
大
会
ア
リ
。

「
初
代
教
会
ニ
於
ケ
ル
女
信
徒
」
ト
題
シ
テ
一
場
ノ
講
話
ヲ
為
ス
。

会
集
五
十
人
許
ア
リ
、
中
々
盛
会
ナ
リ
。

夕
ニ
ハ
電
気
公
園
ニ
於
テ
歓
迎
会
ア
リ
。
洋
食
ノ
饗
応
ア
リ
。
来

会
者
約
五
十
人
、
中
々
盛
会
ナ
リ
。
数
名
ノ
未
信
者
モ
加
レ
リ
。

夜
、
教
会
ニ
於
テ
演
説
会
ア
リ
。
貴
山
氏
先
ヅ
演
説
シ
テ
後
、
余

ハ
キ
リ
ス
ト
教
ノ
使
命
ト
題
シ
テ
約
四
十
五
分
間
演
説
ヲ
為
シ
タ

リ
。
第
一
、
活
神
、
第
二
、
人
格
、
第
三
、
奉
事
ノ
精
神
ヲ
宣
伝

セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
説
ク
。
聴
衆
三
百
名
以
上
。
中
村
総
裁
、

国
澤
副
総
裁
等
モ
出
席
シ
タ
リ
。
但
貴
山
氏
ノ
演
説
例
ノ
如
ク
長

ク
、
司
会
者
ノ
不
熟
練
ナ
ル
ハ
残
念
ナ
リ
キ
。

M
ay 12

th, Th
ursday

午
前
八
時
、
ウ
ヰ
ン
氏
方
ヲ
辞
シ
停
車
場
ニ
赴
ク
。
杉
本
氏
、
大

塚
氏
等
送
来
ル
。
貴
山
氏
モ
来
リ
、
同
氏
ト
共
ニ
旅
順
ニ
来
ル
。

旅
順
ノ
停
車
場
ニ
ハ
嶋
村
、
竹
内
ノ
二
人
、
西
川
夫
人
、
西
尾
生
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M
ay 14

th, Saturday

午
前
八
時
、
宮
城
ト
云
フ
写
真
店
ニ
於
テ
教
会
員
十
数
名
ト
共
ニ

紀
念
ノ
撮
影
ヲ
ナ
ス
。
天
気
ハ
快
晴
ナ
リ
。
東
京
ノ
友
人
ニ
宛
絵

葉
書
両
枚
ヲ
出
ス
。

午
前
十
一
時
、
西
川
夫
人
、
嶋
村
、
草
苅
氏
等
ニ
送
ラ
レ
テ
旅
順

ヲ
去
ル
。

午
後
零
時
二
十
五
分
、
大
連
ニ
着
ス
。
ウ
ヰ
ン
氏
及
杉
本
氏
出
迎

フ
。
再
ビ
ウ
ヰ
ン
氏
ノ
家
ニ
投
ス
。
午
餐
後
、
ウ
ヰ
ン
氏
ト
共
ニ

ヒ
ツ
バ
ー
ド
氏
ヲ
訪
問
ス
。
守
瀬
氏
モ
住
宅
ヲ
見
付
テ
落
付
タ
ル

由
ナ
リ
。
京
城
ノ
丹
羽
氏
ヨ
リ
伝
言
ア
リ
、
漸
々
好
都
合
ノ
由
ナ

リ
。

貴
山
、
秋
山
、
杉
本
ノ
諸
氏
来
訪
ス
。
杉
本
氏
ニ
旅
順
ニ
於
テ
求

メ
タ
ル
紀
念
ノ
硯
箱
ト
大
連
ノ
絵
葉
書
ヲ
托
ス
。
ク
レ
メ
ン
ト
氏

ハ
昨
日
当
地
ニ
来
リ
、
今
朝
旅
順
ニ
往
キ
、
明
夕
帰
リ
、
火
曜
ノ

急
行
車
ニ
テ
北
行
ノ
赴
伝
言
ア
リ
。
奉
天
ニ
於
テ
待
合
ス
ル
筈
ナ

リ
。

旅
順
ヨ
リ
モ
大
連
ノ
方
余
程
熱
キ
様
ナ
リ
。
曇
天
ナ
レ
ト
モ
雨
降

ラ
ズ
。

M
ay 15

th, Sunday

昨
日
午
後
七
時
、
ウ
ヰ
ン
氏
方
ヲ
辞
シ
、
同
氏
、
杉
本
、
貴
山
其

ル
ノ
ミ
。
新
市
街
ハ
依
然
ト
シ
テ
寂
莫
タ
リ
。
工
科
学
堂
ノ
生
徒

中
ニ
ハ
寂
莫
ニ
堪
ヘ
ズ
シ
テ
逃
ケ
帰
レ
ル
モ
ノ
ア
リ
ト
云
フ
。

M
ay 13

th, Friday

朝
食
後
、
当
地
ノ
弁
護
士
鎌
田
某
来
リ
テ
宗
教
上
ノ
質
問
ヲ
為
ス
。

同
人
ハ
安
重
根
ノ
最
後
ヲ
目
撃
シ
テ
大
ニ
感
ズ
ル
所
ア
リ
、
今
ヤ

宗
教
ニ
心
ヲ
傾
ケ
ツ
ヽ
ア
リ
ト
云
フ
。
約
一
時
間
質
問
ニ
応
ジ
テ

談
話
ヲ
試
ミ
タ
リ
。

嶋
村
氏
ト
散
歩
シ
テ
元
ノ
礼
拝
堂
ヲ
見
ル
。
貴
山
、
竹
内
等
ト
共

ニ
満
州
伝
道
ノ
事
ニ
付
協
議
シ
、
満
州
伝
道
協
議
会
ナ
ル
モ
ノ
ヲ

設
立
ス
ル
コ
ト
ニ
定
ム
。
又
紀
念
ノ
撮
影
ヲ
為
ス
。

午
後
、
教
会
ニ
於
テ
婦
人
会
ア
リ
。
竹
内
氏
ト
共
ニ
一
場
ノ
講
話

ヲ
為
ス
。
西
川
夫
人
司
会
ヲ
為
ス
。

夜
八
時
ヨ
リ
教
会
ニ
於
テ
再
ビ
演
説
。
竹
内
虎
也
氏
先
ヅ
演
シ
、

然
シ
テ
後
余
モ
不
朽
ノ
生
命
ト
題
シ
テ
約
一
時
間
演
説
ス
。
聴
衆

ハ
前
夜
ト
同
ジ
ク
静
聴
セ
リ
。

西
川
夫
人
ノ
話
ニ
ヨ
レ
バ
、
午
後
婦
人
会
ノ
話
ニ
ハ
大
分
的
中
セ

ル
所
ア
リ
シ
由
、
固
ヨ
リ
自
分
ハ
何
ヲ
知
ラ
ズ
、
単
ニ
一
般
ノ
事

ヲ
述
ベ
タ
ル
ニ
過
ギ
ズ
。
殊
ニ
当
地
屈
指
ノ
財
産
家
ノ
夫
人
ノ
如

キ
ハ
、
正
シ
ク
自
家
ノ
場
合
ニ
当
ル
ト
云
ヘ
リ
ト
ノ
事
ナ
リ
。
新

開
ノ
地
、
道
徳
的
制
裁
ノ
薄
弱
ナ
ル
所
、
此
々
皆
然
リ
ト
云
フ
。
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今
朝
ハ
ユ
ツ
ク
リ
休
息
シ
タ
リ
。
身
体
ハ
思
ヒ
シ
ヨ
リ
モ
疲
レ
タ

リ
。
夜
行
列
車
中
睡
眠
不
足
ノ
為
ナ
ラ
ン
。

入
浴
喫
飯
ノ
後
、
彦
三
郎
同
道
、
小
池
総
領
事
ヲ
訪
問
ス
。
実
業

家
ヲ
案
内
シ
テ
北
陵
ニ
往
キ
タ
リ
ト
ノ
事
。
ソ
レ
ヨ
リ
居
留
民
会

事
務
所
ニ
往
キ
、
ク
ラ
ブ
及
ビ
病
院
ヲ
見
ル
。
院
長
某
ノ
案
内
ニ

テ
院
内
ノ
様
子
ヲ
見
ル
。
未
タ
整
頓
セ
ズ
。
経
費
不
足
ノ
為
ナ
リ
。

帰
途
、
城
壁
ノ
上
ニ
登
リ
テ
四
方
ヲ
眺
望
ス
。
天
気
晴
朗
、
神
気

愉
快
ヲ
感
ズ
。

午
後
、
居
留
民
団
書
記
某
ノ
案
内
ニ
ヨ
リ
宮
殿
及
其
宝
物
ヲ
観
ル
。

兎
モ
角
モ
一
通
リ
ハ
修
繕
モ
出
来
シ
。
卅
九
年
ニ
観
シ
時
ト
ハ
全

ク
面
目
ヲ
改
メ
タ
リ
。
宝
物
モ
昔
日
ト
異
ナ
ル
ナ
シ
。
乾
隆
帝
ノ

兜
、
羽
織
、
印
鑑
等
ナ
リ
。

宮
殿
ヲ
去
ツ
テ
市
街
ヲ
散
歩
ス
。
市
街
ノ
光
景
ハ
前
年
ト
ハ
大
ニ

面
目
ヲ
改
メ
タ
リ
。
見
世
ノ
様
子
モ
奇
麗
ニ
ナ
リ
、
道
路
モ
善
ク
、

且
人
口
モ
数
倍
シ
タ
ル
ガ
如
シ
。
且
店
頭
ニ
日
本
製
品
ノ
多
キ
コ

ト
著
明
ナ
リ
。

夕
食
ハ
彦
三
郎
ノ
案
内
ニ
テ
小
西
洋
料
理
店
ニ
於
テ
喫
ス
。
風
味

佳
ナ
リ
。
軍
医
杉
山
氏
モ
共
ニ
招
カ
ル
。

今
日
一
日
休
養
シ
テ
元
気
大
ニ
回
復
シ
タ
ル
ヲ
覚
ユ
。

M
ay 17

th, Tuesday

他
ノ
人
々
ニ
送
ラ
レ
テ
大
連
ヲ
出
発
ス
。
大
塚
氏
ハ
見
習
生
ヲ
卒

ヘ
テ
同
車
中
ニ
ア
リ
。
又
同
車
中
ニ
（
四
谷
？
）
氏
ア
リ
。
橋
頭

タ
ン
ネ
ル
工
事
及
ビ
教
会
設
立
ノ
事
ヲ
語
ル
。

午
前
七
時
三
十
分
、
奉
天
ニ
着
車
ス
。
彦
三
郎
並
教
会
員
数
名
出

迎
フ
。
彦
三
郎
ノ
案
内
ニ
テ
馬
車
ニ
テ
同
人
ノ
家
ニ
至
ル
。
日
本

ノ
実
業
団
来
奉
中
ニ
テ
日
本
人
ハ
混
雑
ノ
際
ナ
リ
。
彦
ノ
住
宅
ハ

境
内
六
百
坪
、
建
物
ハ
応
接
ノ
間
、
書
斎
、
食
堂
、
寝
室
等
各
々

十
畳
敷
位
ノ
支
那
家
ニ
テ
手
広
キ
住
宅
ナ
リ
。

入
浴
ノ
後
朝
飯
ヲ
喫
シ
、
中
江
氏
ノ
案
内
ニ
テ
新
市
街
ナ
ル
教
会

堂
ニ
至
リ
説
教
シ
、
山
下
英
雄
ナ
ル
人
ニ
授
洗
シ
、
且
一
同
聖
晩

餐
ヲ
執
行
ス
。
信
者
ノ
数
約
二
十
名
ナ
リ
。
平
素
出
席
ス
ル
モ
ノ

ハ
十
四
名
ナ
リ
ト
ノ
事
ナ
リ
。

礼
拝
後
、
東
洋
ホ
テ
ル
ニ
招
カ
レ
テ
午
餐
ヲ
喫
ス
。
但
二
時
比
ナ

リ
キ
。
教
会
ノ
有
志
者
六
七
名
参
列
ス
。
食
後
入
浴
シ
テ
休
息
ス
。

夜
食
ヲ
喫
セ
ズ
、
午
後
八
時
ヨ
リ
教
会
ニ
於
テ
再
ビ
説
教
ス
。
午

後
ヨ
リ
雨
模
様
ト
ナ
リ
、
且
不
便
ノ
場
処
ナ
ル
ガ
故
カ
、
聴
衆
ハ

極
メ
テ
少
数
ナ
リ
キ
。

再
ビ
中
江
ノ
嚮
導
ニ
テ
彦
三
郎
ノ
家
ニ
帰
ル
。
時
ニ
十
一
時
前
ナ

リ
キ
。

M
ay 16

th, M
onday
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名
許
ナ
リ
。

午
前
十
一
時
五
十
分　

長
春
ヲ
発
ス
。
是
ヨ
リ
ハ
愈
露
国
ノ
鉄
道

ナ
リ
。

午
後
八
時
半
、
ハ
ル
ピ
ン
ニ
着
ス
。
は
が
き
ヲ
出
シ
、
停
車
場
外

ニ
散
歩
ス
。

十
一
時
ニ
浦
塩
ヨ
リ
ノ
列
車
来
ル
。
之
ヲ
乗
換
フ
。
其
際
頗
ル
混

雑
シ
タ
リ
。
偶
然
、
岡
本
敏
行
氏
ニ
逢
フ
。
真
野
氏
ハ
既
ニ
寝
ニ

就
ケ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
ス
タ
ー
ル
教
授
ト
同
室
ニ
入
ル
。
同
氏
及
従

僕
ゴ
ン
サ
レ
ス
、
並
ニ
ク
レ
メ
ン
ト
氏
ト
余
ト
凡
テ
一
室
四
人
ナ

リ
。
手
荷
物
多
ク
中
々
究
屈
ナ
リ
。

M
ay 19

th, Th
ursday

早
朝
起
床
、
冷
水
ニ
テ
身
体
ヲ
拭
取
ル
。

茫
々
タ
ル
原
野
ヲ
西
ニ
向
ヒ
テ
奔
ル
ノ
ミ
。

午
後
八
時
、
マ
ン
ジ
ユ
リ
ー
駅
ニ
達
ス
。
此
ニ
テ
旅
券
及
ビ
手
荷

物
ノ
検
査
ア
リ
。
但
関
税
ヲ
課
セ
ラ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ア
ル
ヤ
否
ヤ
ト

口
上
ニ
テ
聞
タ
ル
ノ
ミ
。
意
外
ニ
寛
大
ナ
リ
キ
。
但
其
前
ニ
車
掌

ニ
一
人
一
Ｒ
宛
心
付
ヲ
シ
タ
リ
。

M
ay 20

th, Friday
平
原
ヲ
通
過
シ
テ
、
左
右
ニ
山
河
ヲ
見
ル
。

午
前
八
時
、
チ
タ
府
ニ
達
ス
。
日
中
ハ
暑
ニ
堪
ヘ
兼
ル
程
ナ
ル
ニ
、

午
前
二
時
半
、
彦
ト
共
ニ
起
テ
「
ハ
ー
レ
ー
」
彗
星
ヲ
見
ル
。
ソ

ノ
核
ヲ
見
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
リ
シ
ハ
残
念
ナ
リ
キ
。
然
レ
ド
モ
ソ
ノ

尾
ハ
東
ノ
地
平
附
近
ヨ
リ
銀
河
ニ
達
セ
ン
ト
ス
。
実
ニ
壮
観
ナ
リ

キ
。
且
満
州
ノ
地
、
空
気
透
明
ニ
シ
テ
、
列
星
ノ
光
燦
爛
、
内
国

ノ
秋
天
ノ
如
シ
。
三
時
ニ
再
ビ
起
テ
之
ヲ
見
タ
レ
ト
モ
、
ソ
ノ
時

ハ
既
ニ
夜
明
ニ
近
ク
光
ハ
幾
分
カ
薄
ク
ナ
リ
タ
リ
。

今
日
ハ
小
池
総
領
事
ヨ
リ
彦
三
郎
ト
共
ニ
午
餐
ニ
招
カ
レ
、
午
後

二
時
ニ
ハ
新
市
街
ノ
小
学
校
ニ
於
テ
話
ヲ
為
シ
、
ソ
レ
ヨ
リ
日
本

人
倶
楽
部
ニ
於
テ
講
話
ヲ
試
ミ
、
其
後
又
会
食
ニ
招
カ
レ
タ
リ
。

金
六
亭
ニ
於
テ
日
本
食
ノ
饗
応
ア
リ
。
来
会
者
ハ
奉
天
ク
ラ
ブ
ノ

評
議
員
十
数
名
ナ
リ
。
八
時
半
、
同
所
ヲ
辞
シ
、
彦
三
郎
ノ
住
宅

ニ
帰
リ
、
旅
装
ヲ
整
ヘ
テ
、
彦
三
郎
ト
共
ニ
三
井
ノ
馬
車
ニ
テ
停

車
場
ニ
向
フ
。

奉
天
停
車
場
長
名
川
某
ハ
、
昔
日
木
挽
町
ニ
テ
近
所
ニ
住
居
シ
タ

ル
人
ナ
リ
。
ク
レ
メ
ン
ト
氏
ハ
大
連
ヨ
リ
来
ル
。
午
後
十
時
四
十

分
出
発
ス
。

M
ay 18

th, W
ednesday

午
前
六
時
、
長
春
ニ
着
。
和
田
俊
雄
、
停
車
場
ニ
出
迎
フ
。
直
チ

ニ
大
和
ホ
テ
ル
ニ
往
キ
テ
朝
食
ヲ
喫
シ
、
自
分
ハ
長
春
小
学
校
長

ノ
依
頼
ニ
ヨ
リ
同
校
ニ
赴
キ
テ
一
場
ノ
話
ヲ
為
ス
。
生
徒
百
五
十
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M
ay 24

th, Tuesday

原
野
茫
々
タ
リ
。

午
前
六
時
、
オ
ム
ス
ク
ニ
着
。
大
雨
ト
ナ
ル
。
暫
時
ニ
シ
テ
休
ム
。

終
日
冷
気
ヲ
覚
ユ
。

夕
刻
、
ク
ル
ガ
ン
ヲ
過
ク
。
沃
野
千
里
ノ
眺
望
ア
リ
。

ウ
ラ
ル
山
ノ
名
物
タ
ル
宝
石
ノ
売
物
ア
リ
。

M
ay 25

th, W
ednesday

昨
夜
来
、
ウ
ー
ラ
ル
ノ
山
中
ニ
入
ル
。
但
峻
坂
ニ
非
ズ
。

午
前
六
時
前
、
欧
亜
ノ
国
境
ヲ
過
ク
。
即
チ
ウ
ー
ラ
ル
ノ
分
水
嶺

ナ
リ
。

ス
ト
ウ
ス
ト
駅
ニ
於
テ
紀
念
ノ
為
宝
石
数
個
ヲ
求
ム
。

冷
気
ヲ
覚
ユ
。

M
ay 26

th, Th
ursday

午
前
六
時
三
十
分
、
ヴ
オ
ル
ガ
ヲ
渡
ル
。
河
モ
盛
ナ
リ
、
橋
モ
盛

ナ
リ
。
殆
ン
ド
揚
子
江
ノ
如
シ
。
橋
ノ
長
サ
一
千
三
百
六
十
二
メ

イ
ト
ル
ナ
リ
ト
云
ヘ
リ
。
此
ノ
辺
ノ
光
景
ハ
大
陸
ニ
シ
テ
始
メ
テ

見
ル
ヲ
得
ベ
シ
。

M
ay 27

th, Friday
午
前
七
時
五
分
、
予
定
ノ
如
ク
モ
ス
カ
ウ
ニ
到
着
シ
タ
リ
。

此
ニ
於
テ
ス
タ
ー
ル
氏
ニ
別
ヲ
告
ゲ
、
真
野
、
丸
山
、
岡
本
、
ク

尚
地
上
ニ
ハ
残
雪
ア
リ
。
此
暑
気
ハ
或
ハ
ハ
ー
レ
ー
彗
星
ノ
尾
ニ

接
触
シ
タ
ル
為
ニ
ハ
非
ル
カ
杯
ト
戯
レ
タ
リ
。

M
ay 21

st, Saturday

午
前
四
時
起
床
。
汽
車
ハ
未
明
ヨ
リ
バ
イ
カ
ル
湖
畔
ヲ
沿
フ
テ
走

リ
ツ
ヽ
ア
リ
。
湖
水
ハ
尚
堅
氷
ヲ
以
テ
蔽
ハ
レ
ツ
ヽ
ア
リ
。

九
時
半
、
バ
イ
カ
ル
停
車
場
ニ
着
。
ア
ン
ガ
ラ
河
ニ
沿
フ
テ
走
ル
。

実
ニ
盛
ナ
ル
大
河
ナ
リ
。

午
前
十
一
時
、
イ
ル
ク
ツ
ク
ニ
着
ス
。
同
府
ハ
シ
ベ
リ
ヤ
第
一
ノ

都
会
ナ
リ
ト
云
フ
。

M
ay 22

nd, Sunday

両
三
日
来
、
移
民
ヲ
満
載
シ
タ
ル
列
車
ニ
逢
フ
コ
ト
頻
繁
ナ
リ
。

日
中
暑
気
甚
シ
。
且
沙
風
ノ
襲
来
ア
リ
。
ヤ
ガ
テ
雨
降
ル
。

日
没
、
エ
ネ
セ
河
ヲ
渡
ル
。
ク
ラ
ス
ノ
イ
ア
ル
ス
ク
市
ヲ
過
ク
。

M
ay 23

rd, M
onday

朝
ハ
冷
気
ニ
テ
心
地
好
シ
。
但
日
中
ニ
ハ
暑
気
烈
シ
ク
、
八
十
度

以
上
ニ
昇
ル
。
然
カ
モ
尚
地
上
ニ
ハ
処
々
残
雪
ヲ
見
ル
。
実
ニ
奇

観
ナ
リ
ト
ス
。

夕
刻
、
オ
ビ
河
ヲ
渡
ル
。

此
日
過
キ
タ
ル
処
ハ
牧
場
幾
百
里
、
深
林
又
幾
百
里
、
且
金
坑
多

シ
ト
云
フ
。
実
ニ
広
大

8

8

ナ
ル
国
ナ
リ
。
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キ
タ
リ
。
但
入
浴
料
ハ
一
人
二
「
ル
ウ
ブ
ル
」
ナ
リ
キ
。

本
日
ハ
対
馬
海
峡
戦
争
ノ
紀
念
日
ナ
ル
コ
ソ
実
ニ
奇
妙
ナ
リ
。

M
ay 28

th, Saturday

午
前
十
時
、
朴
ヲ
シ
テ
荷
物
ヲ
停
車
場
ニ
預
ケ
シ
メ
、
ホ
テ
ル
ノ

仕
払
ヲ
為
シ
、
十
一
時
ヨ
リ
同
人
ノ
案
内
ニ
テ
、
ク
レ
メ
ン
ト
、

モ
ヘ
ツ
ト
、
岡
本
等
ト
共
ニ
ク
レ
ム
リ
ン
宮
殿
ニ
往
キ
、
ソ
ノ
諸

部
ヲ
見
ル
。
宮
殿
ノ
中
心
ニ
小
会
堂
ア
リ
、
之
ヲ
ク
レ
ム
リ
ン
ノ

起
源
ト
為
ス
ト
云
ヘ
リ
。
又
ナ
ポ
レ
オ
ン
第
一
世
ガ
三
泊
シ
タ
リ

ト
云
フ
寝
台
等
ア
リ
。
当
時
ノ
宮
殿
ハ
実
ニ
質
朴
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

只
戴
冠
式
ノ
行
ハ
レ
タ
ル
正
殿
ハ
中
々
荘
大
ナ
リ
。

ク
レ
ム
リ
ン
宮
殿
ヲ
見
テ
後
ニ
、
絵
画
館
ヲ
見
ル
。
就
中
最
モ
見

ル
ベ
キ
ハ
ウ
エ
レ
ス
チ
ヤ
ー
ジ
ン
ノ
作
ナ
リ
。
露
土
戦
、
露
仏
戦

争
、
髑
髏
ノ
山
ノ
如
キ
最
モ
傑
作
ナ
リ
。
同
画
伯
ガ
旅
順
港
外
ニ

歿
シ
タ
ル
ハ
実
ニ
遺
憾
ナ
リ
キ
。

終
ニ
「
ア
ル
ケ
ー
ド
」
ヲ
一
見
シ
タ
リ
。
中
々
盛
大
ナ
ル
組
織
ナ

リ
。
ブ
ラ
ス
セ
ル
ス
ノ
夫
レ
ニ
酷
似
ス
。

午
後
六
時
半
ヨ
リ
真
野
、
丸
山
、
岡
本
氏
等
ト
共
ニ
日
本
副
領
事

花
岡
氏
方
ニ
招
カ
ル
。
土
曜
会
員
五
六
名
ト
共
ニ
日
本
料
理
ノ
饗

応
ヲ
受
ク
。
自
ラ
本
国
ヨ
リ
携
ヘ
タ
ル
干
海
苔
、
カ
キ
餅
、
ビ
ス

ケ
ツ
ト
等
ヲ
寄
附
シ
タ
ル
ニ
一
同
大
喜
ナ
リ
キ
。
料
理
人
ハ
小
西

レ
メ
ン
ト
、
マ
フ
ヘ
ツ
ト
、
余
ノ
六
人
ニ
テ
ホ
テ
ル
ベ
ル
リ
ン
ニ

投
ス
。

朝
鮮
人
朴
道
錫
ナ
ル
モ
ノ
案
内
者
ト
シ
テ
停
車
場
ニ
出
迎
フ
。
ホ

テ
ル
ニ
於
テ
各
室
ヲ
定
ム
。
ク
氏
ト
余
ハ
同
室
ニ
テ
、
一
人
前
室

料
三
ル
ウ
ブ
ル
ナ
リ
。

ソ
レ
ヨ
リ
、
朴
ノ
案
内
ニ
テ
雀
ガ
岡
及
救
世
主
ノ
大
会
堂
ヲ
見
ル
。

雀
ガ
岡
ト
称
ス
ル
ハ
、
モ
ス
カ
ウ
河
ノ
彼
岸
ニ
テ
、
モ
ス
カ
ウ
全

都
ヲ
一
目
ノ
下
ニ
見
ル
ベ
キ
所
ナ
リ
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
第
一
世
ガ
陣

取
タ
ル
所
ナ
リ
。
今
ハ
水
道
ノ
蓄
水
所
ナ
リ
。

岡
ノ
上
ニ
二
三
ノ
茶
屋
ア
リ
。
少
女
等
踝
足
ニ
テ
客
ヲ
引
ク
様
ハ

日
本
ノ
田
舎
ニ
モ
見
ザ
ル
所
ナ
リ
。

モ
ス
カ
ウ
河
ヲ
小
蒸
気
船
ニ
テ
上
下
ス
。
絶
景
ナ
リ
。
病
院
ノ
広

大
ナ
ル
驚
ク
ニ
堪
ヘ
タ﹇

マ
マ
﹈リ

。

救
世
主
ノ
大
会
堂
ハ
、
露
仏
戦
争
紀
元﹇

念
﹈ノ

為
ニ
建
築
セ
ラ
レ
タ
ル

モ
ノ
、
其
経
﹇
費
﹈
一
千
二
百
万
円
ト
云
フ
。
実
ニ
荘
大
美
麗
ナ

リ
。

本
日
ハ
露
帝
戴
冠
祭
日
ニ
テ
、
ク
レ
ム
レ
ン
始
メ
博
物
館
等
皆
見

ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
依
テ
午
後
ハ
宿
ニ
テ
書
簡
ヲ
認
メ
、
且
小
西
氏

ノ
案
内
ニ
テ
真
野
氏
ト
共
ニ
露
国
式
風
呂
ヲ
試
ミ
タ
リ
。
久
振
ノ

入
浴
ニ
テ
実
愉
快
ニ
感
ジ
タ
リ
。
且
ソ
ノ
仕
掛
ノ
広
大
ナ
ル
ニ
驚
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右
ヲ
瞥
見
否
通
過
シ
テ
後
ニ
、
夏
公
園
及
ビ
ペ
テ
ル
大
帝
ノ
御
殿

ナ
ル
モ
ノ
ヲ
見
ル
。
此
ニ
ハ
大
帝
自
製
ノ
細
工
物
等
ア
リ
。
中
々

面
白
シ
。
但
極
メ
テ
質
素
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。

此
ヲ
去
リ
テ
、
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル
エ
フ
ス
キ
ー
修
道
院
ノ
讃
美
歌

ヲ
聞
ク
。
其
声
ヤ
実
ニ
美
ナ
レ
ト
モ
、
只
同
一
ノ
事
ヲ
幾
図﹇

度
﹈ト
ナ

ク
反
覆
ス
ル
ノ
ミ
ニ
テ
、
何
等
ノ
意
味
ア
ル
ヤ
ヲ
知
ラ
ズ
。
且
ソ

ノ
大
会
堂
ノ
如
キ
モ
、
ロ
マ
教
ノ
ソ
レ
ト
大
同
小
異
ニ
テ
、
殆
ン

ト
偶
像
教
ノ
観
ア
ル
ヲ
免
レ
ズ
。
日
本
人
ガ
之
ヲ
「
御
寺
」
ト
呼

ブ
ハ
無
理
ナ
ラ
ズ
。

帰
途
、
バ
ロ
ン
ニ
コ
ラ
イ
氏
ノ
宅
ヲ
訪
問
ス
。
不
在
ナ
リ
。
名
刺

ヲ
残
シ
テ
帰
ル
。
夜
ニ
入
リ
同
氏
来
訪
ス
。
同
氏
ノ
招
ニ
ヨ
リ
再

ビ
同
氏
方
ニ
赴
キ
、
学
生
十
数
名
ニ
会
見
シ
テ
一
場
ノ
談
話
ヲ
為

ス
。

M
ay 30

th, M
onday

バ
ロ
ン
ニ
コ
ラ
イ
氏
ノ
デ
イ
氏
ヲ
同
伴
シ
来
訪
ス
。
デ
イ
氏
ハ
露

国
学
生
ノ
為
ニ
労
働
ス
ル
ノ
目
的
ヲ
以
テ
、
米
国
青
年
会
ヨ
リ
派

遣
セ
ラ
レ
タ
ル
人
ナ
リ
。
同
氏
ノ
案
内
ニ
テ
「
マ
ヤ
ル
カ
」（
燈

台
ノ
意
義
）
即
チ
露
国
特
種
ノ
青
年
会
館
ヲ
見
ル
。

主
任
ゲ
ー
ロ
ル
ド
氏
ハ
エ
デ
ン
ボ
ロ
ー
ニ
往
キ
不
在
。
体
操
教
師

某
、
館
内
ヲ
案
内
ス
。
他
ノ
点
ニ
於
テ
ハ
普
通
ノ
Ｙ.

Ｍ.

Ｃ.

Ａ.

ト
異

増
太
郎
氏
ナ
リ
。

午
後
、
余
ト
岡
本
氏
ト
ハ
同
所
ヲ
辞
シ
、
一
旦
ホ
テ
ル
ニ
帰
リ
、

ク
レ
メ
ン
ト
氏
ト
共
ニ
朴
ヲ
伴
ヒ
テ
ニ
コ
ラ
ス
停
車
場
ニ
至
ル
。

待
ツ
コ
ト
約
壱
時
間
ニ
シ
テ
発
車
ス
。
露
国
式
二
等
寝
台
車
ハ
至

極
便
利
ニ
テ
、
日
本
ノ
一
等
寝
台
ニ
勝
レ
リ
。

M
ay 29

th, Sunday

昨
夜
来
降
雨
ニ
テ
寒
気
ヲ
覚
ユ
。
午
前
九
時
十
五
分
、
ペ
テ
ル
ス

ベ
ル
グ
府
ニ
着
車
ス
。
三
人
相
携
ヘ
テ
ホ
テ
ル
デ
ア
ン
グ
リ
テ
ー

ル
（
英
国
ホ
テ
ル
）
ニ
投
ス
。

見
物
ハ
明
﹇
日
﹈
ニ
譲
ル
予
定
ナ
リ
シ
ガ
、
月
曜
日
ハ
大
抵
ノ
所

ハ
見
ル
能
ハ
ズ
ト
ノ
事
故
、
不
得
止
案
内
ヲ
雇
ヒ
、
先
ヅ
セ
ン
ト

ア
イ
ザ
ツ
ク
ノ
大
会
堂
ニ
往
キ
、
暫
時
讃
美
歌
ヲ
聞
キ
、
ソ
レ
ヨ

リ
ヘ
ル
ミ
タ
ー
ヂ
ノ
博
物
館
ヲ
見
ル
。
絵
画
中
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
多

シ
ト
雖
、
最
モ
注
目
ス
ベ
キ
ミ
ウ
レ
ル
ロ
ー
ノ
大
作
共
ナ
リ
ト
思

ヘ
リ
。
ラ
フ
ア
エ
ル
ノ
モ
ノ
ハ
傑
作
ト
思
ハ
レ
ズ
。
其
他
フ
レ
ミ

ン
、
オ
ラ
ン
ダ
、
エ
ギ
リ
ス
、
ゼ
ル
マ
ン
派
等
見
ル
ベ
キ
モ
ノ
少

カ
ラ
ズ
。
但
時
間
ノ
迫
レ
ル
ガ
故
ニ
、
只
之
ヲ
瞥
見
セ
シ
ノ
ミ
。

実
ニ
遺
憾
ナ
リ
キ
。

ホ
テ
ル
ニ
帰
リ
午
餐
ヲ
喫
シ
タ
ル
後
、
各
宮
殿
ヲ
見
ル
。
是
レ
実

ニ
荘
大
華
麗
ヲ
極
メ
タ
ル
モ
ノ
、
筆
紙
ノ
能
ク
尽
ス
所
ニ
非
ズ
。
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午
後
十
時
十
五
分
、
ベ
ル
リ
ン
ニ
向
テ
出
発
ノ
筈
ナ
リ
。
デ
イ
氏

ハ
同
車
ニ
テ
ワ
ル
ソ
ウ
停
車
場
迄
余
等
ヲ
見
送
ル
。
露
国
ノ
一
学

生
モ
亦
来
ル
。
コ
ン
ダ
ク
ト
ル
ハ
行
李
ノ
一
ハ
大
ニ
シ
テ
室
内
ニ

入
ル
ベ
カ
ラ
ズ
ト
云
フ
。
且
切
符
ハ
二
枚
以
上
ハ
出
サ
ズ
ト
云
フ
。

依
ツ
テ
或
ハ
彼
ガ
為
ニ
三
ル
ウ
ブ
ル
ハ
全
ク
セ
シ
メ
ラ
レ
タ
ル
ニ

ハ
非
ズ
ヤ
ト
ノ
疑
ヲ
起
シ
タ
リ
。
然
ト
モ
不
思
議
ニ
モ
余
等
二
人

ノ
室
ニ
ハ
何
人
モ
他
ニ
入
来
ラ
ズ
。
終
夜
一
室
ヲ
占
領
シ
テ
安
眠

ス
ル
ヲ
得
タ
リ
。

察
ス
ル
ニ
、
停
車
場
ノ
出
札
掛
ト
相
謀
リ
テ
、
余
等
ヨ
リ
二
人
分

ノ
代
金
ヲ
受
取
リ
、
切
符
ハ
握
潰
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
。
是
レ
即

チ
露
国
式
ノ
一
ナ
ラ
ン
カ
。

M
ay 31

st, Tuesday

午
後
四
時
半
、
露
国
々
境
ウ
ヰ
ル
バ
レ
ン
ニ
着
ス
。
此
ニ
於
テ
旅

券
ノ
検
査
ヲ
受
ク
。
此
ニ
テ
ル
ウ
ブ
ル
ヲ
マ
ー
ク
ニ
交
換
ス
。
待

ツ
コ
ト
一
時
間
余
ニ
シ
テ
僅
ニ
数
丁
ヲ
隔
テ
タ
ル
ア
イ
ト
ク
ウ
ネ

ン
ニ
着
ス
。
此
ヨ
リ
独
逸
領
ナ
リ
。

此
ニ
於
テ
荷
物
ノ
検
査
ヲ
受
ク
。
但
頗
ル
寛
大
ニ
テ
殆
ン
ド
形
式

ニ
過
ギ
ズ
。
ク
レ
メ
ン
ト
氏
ハ
出
札
所
ニ
往
キ
テ
電
報
ノ
受
取
ヲ

示
シ
、
寝
台
ノ
事
ヲ
掛
合
シ
モ
更
ニ
取
合
ハ
ズ
ト
テ
空
ク
帰
リ
来

ル
。
且
又
余
及
ク
氏
ノ
行
李
ヲ
ベ
ル
リ
ン
迄
預
ケ
タ
ル
ニ
、
十8

マ

ナ
ル
所
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
露
国
皇
帝
及
皇
后
ノ
肖
像
ヲ
広
間
ノ
正
面

ニ
掲
ゲ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
各
室
ニ
「
ア
イ
コ
ン
」
ヲ
掲
ゲ
タ
ル
、

実
ニ
奇
妙
ニ
感
ジ
タ
リ
。
畢
竟
ス
ル
ニ
、
露
国
々
教
会
ノ
歓
心
ヲ

買
ハ
ン
ト
ス
ル
ガ
為
ニ
招
キ
タ
ル
必
要
ナ
リ
。

ニ
コ
ラ
イ
氏
ノ
周
旋
ニ
ヨ
リ
、
休
日
ニ
モ
不
拘
ア
レ
キ
サ
ン
ド
ル

三
世
博
物
館
ヲ
見
ル
。
本
館
長
某
、
殊
更
ニ
出
来
リ
テ
自
ラ
説
明

ノ
労
ヲ
取
タ
ル
ハ
多
ト
ス
ベ
シ
。
本
館
ノ
作
ハ
凡
テ
露
国
人
ノ
作

ナ
リ
ト
云
フ
。
就
中
ウ
エ
レ
ス
チ
ア
ー
ギ
ン
ノ
作
多
々
ア
レ
ト
モ
、

傑
作
ハ
モ
ス
カ
ウ
ニ
ア
リ
。
只
同
人
ガ
日
本
ノ
建
物
人
物
等
ヲ
写

シ
タ
ル
モ
ノ
数
品
ア
ル
ハ
珍
シ
。
其
他
種
々
ノ
大7

作
ハ
ア
レ
ト
モ
、

妙
品
ト
見
ル
ハ
稀
レ
ナ
リ
。

午
後
、
岡
本
氏
ハ
尚
一
日
滞
在
ス
ル
コ
ト
ヽ
ナ
リ
、
ク
レ
メ
ン
ト

氏
及
余
ハ
今
夜
出
発
ト
定
ム
。

午
前
中
ニ
案
内
ヲ
シ
テ
寝
台
ヲ
買
ハ
シ
メ
ン
ト
シ
タ
レ
ト
モ
、
既

ニ
売
切
レ
テ
ナ
シ
ト
ノ
事
ナ
リ
。
依
ツ
テ
翌
日
ノ
寝
台
ヲ
ナ
イ
ト

ク
ウ
ネ
ン
ニ
電
報
ヲ
以
テ
申
込
シ
メ
タ
リ
。
ホ
テ
ル
ノ
コ
ン
ダ
ク

ト
ル
曰
ク
、
若
シ
モ
六
ル
ウ
ブ
ル
ヲ
出
サ
バ
、
余
等
二
人
ノ
為
ニ

一
室
ヲ
買
切
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
。
依
テ
彼
ニ
六
ル
ウ
ブ
ル
ヲ
托
ス
。

彼
又
曰
ク
、
然
ル
ト
モ﹇

キ
﹈ハ
手
荷
物
モ
悉
ク
室
内
ニ
持
入
ル
コ
ト
ヲ

得
ベ
シ
ト
。
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ベ
ル
リ
ン
ハ
、
ペ
テ
ル
ス
ボ
ル
グ
ヨ
リ
来
テ
見
レ
バ
、
ソ
ノ
繁
栄

進
歩
驚
ク
バ
カ
リ
ナ
リ
。
去
卅
八
年
ニ
来
リ
タ
ル
時
ニ
比
ス
レ
バ
、

ソ
ノ
繁
栄
数
倍
シ
タ
ル
如
ク
ニ
感
セ
ラ
ル
。
殊
ニ
目
立
ツ
ハ
自
動

車
ノ
往
来
偑﹇

飄
﹈ル

ガ
如
キ
コ
ト
ナ
リ
。
又
地
下
鉄
道
ノ
如
キ
モ
其
後

ノ
事
ト
信
ズ
。
実
ニ
独
逸
ノ
進
歩
ノ
甚
早
ナ
ル
ニ
ハ
驚
ク
ノ
外
ナ

シ
。
本
日
春
期
大
観
兵
式
ノ
祭
日
ト
テ
、
市
中
殊
ニ
賑
ハ
シ
。

ポ
ン
シ
ヨ
ン
ニ
帰
リ
、
内
ヘ
ノ
書
信
ヲ
認
ム
。
十
四
日
発
ノ
家
信

ニ
接
ス
。
一
同
無
事
ノ
赴
ナ
リ
。

June 2
nd, Th

ursday

午
前
八
時
半
、
荒
川
文
六
来
ル
。

ポ
ン
シ
ヨ
ン
ノ
会
計
ヲ
セ
シ
ニ
、
九
マ
ル
ク
ナ
リ
ト
云
フ
。
最
初

荒
川
ノ
約
束
シ
タ
ル
時
ニ
ハ
、
朝
夕
ノ
食
事
ヲ
込
メ
テ
一
日
六
マ

ル
ク
ノ
筈
ナ
リ
シ
ニ
、
今
ト
ナ
リ
テ
九
マ
ル
ク
ナ
リ
ト
云
フ
。
面

悪
キ
仕
打
ナ
レ
ト
モ
喧
嘩
ニ
モ
ナ
ラ
ズ
、
九
マ
ル
ク
ヲ
払
ヒ
テ
去

ル
。
独
逸
ノ
下
宿
屋
ハ
油
断
ナ
ラ
ズ
ト
ノ
咄
ナ
ル
ガ
、
是
レ
亦
其

一
例
ナ
ラ
ン
。

荒
川
ト
相
携
ヘ
テ
ホ
テ
ル
ニ
帰
リ
、
ク
レ
メ
ン
ト
氏
同
道
、
ウ
ン

テ
ル
デ
ン
リ
ン
テ
ン
、
ド
ー
ム
、
旧
新
博
物
館
ヲ
観
ル
。
王
宮
ハ

昨
日
ノ
宴
会
ノ
為
ニ
縦
覧
ヲ
許
サ
レ
ズ
。
リ
ン
デ
ン
レ
ス
ト
ウ
レ

ン
ト
ニ
於
テ
昼
餐
ヲ
喫
シ
、
近
衛
兵
ノ
交
代
ヲ
見
ミ﹇

衍
﹈、
且
絵
画
館

ル
ク
ヲ
要
求
セ
ラ
ル
。
是
ニ
ハ
少
ク
驚
キ
タ
リ
。

夜
中
ハ
寝
台
ニ
非
ル
ガ
為
ニ
安
眠
ス
ル
ヲ
得
ズ
。
頗
ル
困
難
シ
タ

リ
。

June 1
st, W

ednesday

午
前
六
時
二
十
分
、
伯
林
フ
レ
デ
リ
ヒ
ス
ト
ラ
セ
停
車
場
ニ
到
着

ス
。
荒
川
文
六
出
迎
呉
ル
。

ペ
テ
ル
ス
ベ
ル
グ
ヨ
リ
ウ
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
ス
ト
ラ
セ
ノ
青
年
会
ホ
ス

ピ
ス
ニ
電
報
ヲ
打
置
キ
タ
レ
バ
、
先
ツ
同
所
ニ
往
キ
タ
レ
ト
モ
、

既
ニ
満
員
ニ
テ
余
室
ナ
シ
ト
ノ﹇

テ
﹈隣

家
ノ
ホ
テ
ル
ニ
案
内
シ
タ
リ
。

依
ツ
テ
不
得
止
ク
レ
メ
ン
ト
氏
ハ
此
ニ
一
室
ヲ
借
ル
コ
ト
ト
ナ
シ
、

余
ノ
荷
物
モ
此
ニ
置
キ
、
余
ハ
文
六
ノ
予
メ
頼
置
キ
タ
ル
ポ
ン
シ

ヨ
ン
ニ
一
泊
ス
ル
コ
ト
ニ
定
ム
。
朝
夕
ノ
食
事
ヲ
包
ミ
テ
一
日
六

マ
ル
ク
ノ
由
ナ
レ
ト
モ
、
室
ハ
二
十
畳
以
上
、
寝
台
モ
二
個
ア
リ
、

中
々
立
派
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
ホ
テ
ル
ニ
テ
ハ
部
屋
ノ
ミ
ニ
テ
モ
八

マ
ル
ク
以
上
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。

ポ
ン
シ
ヨ
ン
ニ
着
キ
、
先
ヅ
第
一
ニ
風
呂
ヲ
命
ジ
テ
、
数
日
来
ノ

汗
ト
労
ト
ヲ
洗
落
シ
、
文
六
ト
相
携
ヘ
テ
市
街
ニ
出
テ
午
餐
ヲ
共

ニ
シ
、
夫
レ
ヨ
リ
動
物
園
内
ヲ
散
歩
シ
、
然
シ
テ
当
地
第
一
ノ
デ

パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
ヲ
一
見
シ
、
紀
念
ノ
為
絵
葉
書
ア
ル
バ
ム

一
冊
ヲ
求
ム
。
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June 4
th, Saturday

午
前
四
時
比
呼
起
サ
ル
。
然
レ
ト
モ
船
ハ
六
時
過
迄
着
港
セ
ザ
リ

キ
。
上
陸
、
税
関
ニ
於
テ
荷
物
ノ
検
査
ヲ
受
ク
。
至
極
寛
大
ナ
リ
。

但
不
思
議
ニ
モ
ク
氏
ハ
再
ビ
荷
物
ヲ
開
カ
セ
ラ
レ
タ
リ
。
何
故
カ

自
分
ハ
再
度
共
ニ
開
ク
ヲ
要
セ
ザ
リ
キ
。

待
ツ
コ
ト
暫
時
ニ
シ
テ
発
車
シ
、
八
時
過
ホ
ル
ボ
ル
ン
停
車
場
ニ

着
ス
。
此
ニ
テ
ク
氏
ト
別
ル
。
同
氏
ハ
停
車
場
ニ
暫
時
留
リ
、
余

ハ
直
チ
ニ
馬
車
ヲ
雇
ヒ
テ
、
ベ
ツ
ド
フ
オ
ル
ド
ホ
テ
ル
ニ
投
ス
。

最
初
ハ
満
員
ノ
由
ニ
テ
謝
絶
セ
ラ
レ
シ
カ
、
漸
ク
ニ
シ
テ
一
室
ヲ

得
タ
リ
。
料
ハ
一
日
五
ミ
ル
半
ナ
リ
。
但
朝
食
ト
入
浴
料
ヲ
含
ム
。

朝
食
ヲ
喫
シ
テ
後
、
ジ
オ
ル
ジ
ウ
ヰ
ル
リ
ア
ム
ス
ハ
ウ
ス
ヲ
訪
問

ス
。
ハ
ウ
（
フ
ー
）
氏
ニ
面
会
ス
。
先
方
ニ
於
テ
余
ヲ
記
憶
シ
タ

レ
ト
モ
、
余
ハ
記
憶
セ
ズ
。
ジ
オ
ル
ジ
ウ
ヰ
ル
リ
ア
﹇
ム
﹈
ス
ノ

伝
ヲ
贈
ラ
ル
。
紀
念
ト
シ
テ
之
ヲ
受
領
ス
。

ソ
レ
ヨ
リ
自
働
車
ヲ
雇
ヒ
テ
、
ロ
ー
ル
ド
キ
ナ
ー
ル
ド
ヲ
訪
問
ス
。

明
日
同
氏
方
ノ
午
餐
ニ
招
カ
ル
。
ハ
ウ
ア
ル
ト
ウ
ヰ
ル
リ
ア
ム
ス

氏
ノ
事
務
所
ヲ
問
フ
。
氏
自
ラ
戸
外
ニ
出
テ
其
道
ヲ
示
ス
。
ソ
ノ

敏
活
深
切
共
ニ
称

﹇
マ
マ
﹈ス

ベ
キ
ナ
リ
。

ペ
ー
ト
ル
ー
ス
ト
ル
ロ
ー
迄
歩
行
シ
テ
、
ウ
ヰ
ル
リ
ア
ム
ス
ヲ
訪

問
ス
。
不
在
ナ
リ
。

ヲ
見
ル
。
古
画
ハ
ナ
ケ
レ
ト
モ
、
新
画
中
ニ
傑
作
ト
思
ハ
ル
ヽ
モ

ノ
不
少
。

之
ヲ
辞
シ
、
リ
ン
グ
鉄
道
ニ
テ
伯
林
ノ
郊
外
ノ
景
況
ヲ
見
、
シ

ヤ
ー
レ
ツ
ホ
ン
ボ
ル
ク
ニ
下
車
シ
、
チ
ア
ル
ガ
ル
テ
ン
ヲ
通
過
シ
、

夕
食
ヲ
喫
シ
テ
ホ
テ
ル
ニ
帰
ル
。
一
日
ノ
見
物
ニ
テ
中
々
疲
労
ヲ

覚
ヘ
タ
リ
。
ク
レ
メ
ン
ト
氏
ノ
如
キ
ハ
大
弱
ニ
弱
ハ
レ
タ
リ
。

夜
ニ
入
リ
石
橋
友﹇

智
﹈信

氏
来
訪
、
米
国
遊
学
ノ
事
ニ
付
依
頼
ア
リ
。

荒
川
ハ
二
週
間
前
風
邪
発
熱
セ
シ
赴
ニ
テ
、
大
ニ
衰
弱
ノ
様
子
ナ

リ
。
呉
々
モ
衛
生
ニ
注
意
ス
ル
ヤ
ウ
ニ
忠
告
ヲ
与
ヘ
置
タ
リ
。

June 3
rd, Friday

午
前
十
時
、
ウ
ヰ
ル
ヘ
ル
ム
、
ス
ト
ラ
セ
ノ
旅
館
ヲ
出
立
シ
、
十

一
時
四
十
五
分
、
フ
レ
デ
リ
ヒ
ス
ト
ラ
セ
ノ
停
車
場
ヲ
出
発
ス
。

荒
川
、
石
橋
ノ
二
人
停
車
場
迄
見
送
ル
。

ハ
ニ
、
ド
ル
ト
マ
ン
ド
、
エ
ス
セ
ン
等
ノ
製
造
地
方
ヲ
経
過
シ
、

夕
刻
ラ
イ
ン
河
ヲ
渡
リ
、
ホ
ツ
ク
ス
テ
ー
ル
ニ
於
テ
税
関
ノ
検
査

ヲ
受
ク
。
極
メ
テ
寛
大
ナ
リ
。

午
後
十
二
時
比
、
フ
ラ
ツ
シ
ン
グ
ニ
着
、
汽
船
ニ
乗
移
ル
。
荷
物

其
他
ニ
付
テ
ク
氏
ノ
心
配
一
方
ナ
ラ
ズ
、
傍
観
ス
ル
モ
気
ノ
毒
ナ

ル
ホ
ド
ナ
リ
。
実
ニ
小
心
翼
々
タ
ル
ノ
人
ナ
リ
。
乗
船
シ
テ
暫
時

寝
ニ
就
ク
。
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ハ
至
極
妙
案
ト
思
フ
。
之
ニ
由
リ
テ
西
京
ノ
デ
ビ
ス
氏
夫
婦
ノ
ア

ル
コ
ト
ヲ
知
レ
リ
。
然
ト
モ
ソ
ノ
貌
ヲ
見
ザ
リ
キ
。
会
衆
中
ニ
一

人
ノ
日
本
人
ト
思
ハ
ル
ノ

﹇
マ
マ
﹈人

ア
リ
タ
レ
ト
モ
、
之
ト
語
ヲ
交
ユ
ル

ノ
機
会
ヲ
得
ザ
リ
キ
。

教
会
ヲ
辞
シ
テ
、
ロ
ー
ル
ド
キ
ナ
ア
ル
ド
ノ
宅
ニ
赴
ク
。
午
餐
ニ

招
カ
レ
タ
レ
バ
ナ
リ
。
キ
ナ
ア
ル
ド
夫
人
及
ビ
令
息
二
人
及
ビ
氏

ノ
妹
モ
共
ニ
食
卓
ニ
ア
リ
。
令
息
ノ
一
人
ハ
四
年
前
日
本
ニ
漫
遊

シ
タ
リ
ト
ノ
話
ア
リ
。
食
後
雑
話
ノ
後
辞
シ
テ
帰
ル
。
貴
族
院
傍

聴
券
ヲ
申
受
タ
リ
。

午
後
七
時
、
シ
テ
ー
テ
ン
プ
ル
ニ
往
キ
、
カ
ム
ベ
ル
氏
ノ
説
教
ヲ

聴
ク
。
聴
衆
ハ
堂
ニ
満
チ
タ
リ
。
但
説
教
ニ
ハ
特
別
ノ
事
ナ
シ
。

題
ハ
、
神
ガ
イ
ス
ラ
エ
ル
人
ニ
語
ラ
ン
ト
セ
シ
カ
ド
モ
、
彼
等
ハ

ヱ
ジ
プ
ト
ノ
奴
隷
ト
成
果
テ
ヽ
、
ソ
ノ
声
ヲ
聴
ク
コ
ト
能
ザ
リ
キ

ト
ノ
事
実
ヨ
リ
、
今
日
ノ
物
質
的
傾
向
ニ
及
ビ
テ
、
霊
ノ
為
ニ
生

活
ス
ベ
キ
事
ヲ
勧
メ
タ
リ
。

コ
ワ
ヤ
ノ
唱
歌
ハ
実
ニ
美
事
ナ
リ
キ
。
男
女
各
三
十
名
許
ア
リ
。

女
ハ
大
学
生
ノ
如
キ
帽
ヲ
戴
キ
、
且
ガ
ウ
ン
ノ
如
キ
モ
ノ
ヲ
着
セ

リ
。
彼
等
ハ
説
教
者
ノ
真
上
ノ
ガ
ラ
リ
ー
ニ
在
リ
テ
、
聴
衆
ニ
面

セ
リ
。

又
礼
拝
式
、
数
名
ノ
役
員
ハ
壇
上
ニ
座
セ
リ
。
会
衆
ハ
千
人
位
ト

フ
オ
ブ
ス
ト
云
フ
店
員
出
テ
ヽ
面
会
ス
。
同
人
ノ
世
話
ニ
テ
ロ
ン

ド
ン
案
内
ト
帽
子
ヲ
求
ム
。

倫
敦
ニ
来
リ
テ
未
ダ
日
本
人
ニ
面
会
セ
ズ
。
何
ト
ナ
ク
寂
寥
ヲ
感

ズ
。

June 5
th, Sunday

午
前
、
バ
ツ
キ
ン
グ
ハ
ム
ブ
リ
ツ
ヂ
フ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア
ン
教
会
ニ

往
テ
礼
拝
ス
。
牧
師
ハ
有
名
ナ
ル
カ
ム
ベ
ル
モ
ル
ガ
ン
氏
ナ
リ
。

ア
ス
シ
ヤ
ル
ノ
厚
意
ニ
ヨ
リ
、
頗
ル
好
地
位
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
タ
リ
。

モ
ル
ガ
ン
氏
ハ
年
齢
六
十
以
上
ト
見
受
ケ
タ
リ
。
頭
髪
ハ
既

﹇
ニ
﹈
斑
白
以
上
ナ
リ
。
長
身
ニ
シ
テ
痩
ギ
ス
ノ
人
、
音
声
ハ

朗
々
ト
﹇
シ
﹈
テ
発
音
最
モ
精
確
明
瞭
ナ
リ
。
ゼ
ス
チ
ユ
ル
ハ
多

ク
用
ユ
ル
方
ナ
リ
。
説
教
題
ハ
行
伝
廿
ノ
廿
八
、
神
ノ
教
会
ト
云

フ
コ
ト
ニ
テ
、
其
意
義
ヲ
説
明
シ
、
神
ノ
国
ト
ノ
区
別
ヲ
明
ニ
シ
、

キ
リ
ス
ト
信
者
ハ
只
聖
霊
ノ
バ
プ
テ
ス
マ
ヲ
受
ケ
、
神
ノ
権
能
ノ

下
ニ
生
活
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ヲ
弁
明
シ
タ
リ
。
ソ
ノ
思
想
ニ
於

テ
ハ
別
斬
新
ナ
ル
モ
ノ
ナ
カ
リ
キ
。
但
ソ
ノ
弁
明
ノ
明
瞭
ニ
シ
テ

老
練
ナ
ル
ニ
ハ
敬
服
セ
ザ
ル
ヲ
得
ザ
リ
キ
。
聴
衆
ハ
約
千
人
ト
見

受
ケ
タ
リ
。

礼
拝
後
、
聖
晩
餐
式
ア
リ
。
極
メ
テ
簡
単
ナ
リ
。
只
他
教
会
員
ノ

姓
名
ト
所
属
教
会
ト
ヲ
札
ニ
記
サ
シ
メ
テ
、
之
ヲ
読
ミ
上
ケ
タ
ル
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June 7
th, Tuesday

昨
夜
来
、
雷
鳴
降
雨
ア
リ
。
本
日
ハ
雨
天
ニ
モ
拘
ラ
ズ
、
ク
レ
メ

ン
ト
氏
ト
共
ニ
日
英
博
覧
会
ヲ
見
ン
為
ニ
往
キ
、
開
場
迄
ニ
尚
半

時
間
ア
ル
ガ
故
ニ
、
先
ヅ
日
本
人
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
ニ
往
キ
、

幹
事
村
上
氏
ヲ
問
フ
。
同
氏
ハ
親
切
ニ
我
等
ヲ
迎
ヘ
タ
リ
。
鈴
木

春
氏
モ
附
近
ニ
ア
リ
ト
テ
使
者
ヲ
送
ル
。

ク
レ
メ
ン
ト
氏
ハ
先
ツ
独
リ
見
物
ニ
出
掛
ケ
、
余
等
ハ
三
人
ニ
テ

向
側
ノ
生
稲
分
店
ト
云
フ
日
本
料
理
店
ニ
往
キ
日
本
食
ヲ
喫
ス
。

吸
物
ニ
刺
身
ニ
牛
肉
ト
玉
葱
ノ
甘
煮
ナ
レ
ト
モ
風
味
ハ
最

﹇
マ
マ
﹈ヨ

リ
佳

ナ
ラ
ズ
。
只
日
本
食
ト
云
フ
迄
ノ
事
ナ
リ
。
モ
ス
カ
ウ
ノ
日
本
料

理
ニ
及
バ
ザ
ル
コ
ト
ハ
遠
シ
。

食
後
、
村
上
氏
ノ
案
内
ニ
テ
会
場
ヲ
一
見
ス
。
名
ハ
日
英
博
覧
会

ナ
レ
ト
モ
、
実
ハ
ロ
ン
ド
ン
ニ
開
カ
レ
タ
ル
日
本
ノ
小
博
覧
会
ニ

テ
、
英
国
ノ
分
ハ
申
訳
ノ
為
ノ
ミ
ト
見
受
ラ
ル
。
但
博
覧
会
ハ

中
々
好
評
ニ
テ
、
見
物
人
モ
可﹇

マ
マ
﹈之

レ
ア
ル
様
子
ナ
リ
。
乍
然
何
ヲ

申
テ
モ
相
手
ガ
銭
儲
ケ
主
義
ノ
私
立
ノ
会
社
故
、
万
事
ソ
ノ
調
子

ナ
リ
。
日
本
ノ
出
品
、
殊
ニ
陸
海
軍
省
ノ
出
品
ハ
目
立
テ
宜
シ
。

美
術
品
モ
可
ナ
リ
。
ナ
レ
ト
モ
、
之
ヲ
見
ル
人
ハ
寧
ロ
少
数
ナ
ラ

ン
。

村
上
氏
ト
共
ニ
台
湾
ノ
喫
茶
店
ニ
立
寄
リ
テ
、
茶
菓
ヲ
命
ズ
。
給

見
ヘ
タ
リ
。
中
等
社
会
ノ
人
々
ト
見
受
ケ
タ
リ
。

June 6
th, M

onday
午
前
、
シ
オ
ル
ジ
ウ
ヰ
ル
リ
ア
ム
ス
ハ
ウ
ス
ニ
往
キ
、
内
及
ビ
熊

野
氏
ヨ
リ
ノ
書
状
ヲ
落
手
ス
。
内
ニ
テ
モ
学
院
モ
無
事
ノ
赴
ニ
テ

感
謝
ス
。
但
文
部
省
ニ
於
テ
ハ
、
又
々
高
等
学
校
規
程
ニ
付
テ
狭

隘
ナ
ル
規
則
ヲ
設
ケ
テ
、
我
等
ノ
学
校
ヲ
疎
外
セ
ン
ト
企
図
ス
。

実
ニ
困
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
熊
野
氏
ノ
報
ニ
ヨ
レ
バ
、
神
戸
ノ
方

ハ
十
年
計
画
ニ
テ
千
円
募
集
云
々
。
何
タ
ル
寝
言
ナ
ル
ヤ
、
ア
キ

レ
ハ
テ
タ
ル
事
共
ナ
リ
。

ハ
ワ
ル
ド
ウ
ヰ
ル
リ
ア
ム
ス
氏
ニ
面
会
ス
。
故
ウ
ヰ
ル
リ
ア
ム
ス

氏
ノ
写
真
ヲ
贈
ラ
ル
。

ト
ク
ト
ル
ワ
イ
コ
ツ
フ
氏
ノ
書
状
ヲ
携
ヘ
テ
態
々
ジ
ヨ
ン
ジ
ヤ
ク

ソ
ン
氏
ヲ
訪
問
シ
タ
ル
ニ
、
不
在
ナ
リ
キ
。

ロ
ン
ド
ン
青
年
会
本
部
フ
ウ
パ
ル
氏
ヲ
訪
問
ス
。
彼
モ
不
在
ナ
リ

キ
。

午
後
ハ
日
本
ヘ
ノ
返
書
ヲ
認
メ
テ
後
休
息
ス
。

夕
刻
、
ク
レ
メ
ン
ト
氏
ニ
再
会
シ
、
夕
食
ヲ
共
ニ
ス
。
同
氏
ノ
話

ニ
ヨ
レ
バ
、
原
田
助
氏
ハ
エ
デ
ン
ボ
ロ
ー
大
学
ヨ
リ
エ
ル
、
エ
ル
、

デ
ー
ノ
学
位
ヲ
受
ケ
﹇
ン
﹈
ト
ス
﹇
ト
﹈
ノ
事
ナ
リ
。
氏
ノ
得
意

思
ヒ
ヤ
ラ
ル
。



June 8
th, W

ednesday

W
ent w

ith M
r. C

lem
ent to the Baptist C

hurch H
ouse and the 

Th
om

as C
ook’s offi

ce near by, to m
ake inquiries about the train 

to Edinburgh and the steam
ers to N

ew
 York.

In the afternoon w
ent to the W

estm
inster A

bbey and stayed 

through the 3 o’clock service. I did not like the service w
hich 

seem
ed very form

al and perfectional.

T
hey w

ent to the H
ouse of the Lords. Lord R

osebery w
as 

speaking but is soon adjourned then I w
ent to the H

ouse of 

C
om

m
ons but only a few

 m
em

bers w
ere present and nothing 

im
portant going on, so I did not stay m

ore than ten m
inutes or 

so. It is getting very w
arm

. I have nothing to do here. I w
ish to 

go to Edinburgh but being invited by D
r. Sim

pson to be his 

guest during the C
onference it is rather aw

kw
ard to go before 

the tim
e. I am

 tired of sightseeing. I w
ish to be doing 

som
ething.

ミ
ス
タ
ー
・
ク
レ
メ
ン
ト
と
共
に
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
・
チ
ャ
ー
チ
・
ハ
ウ
ス

に
行
っ
た
。
ま
た
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
行
き
の
列
車
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

の
汽
船
に
つ
い
て
質
問
す
る
た
め
に
、
近
く
に
あ
る
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ

ク
の
代
理
店
に
も
行
っ
た
。

午
後
に
は
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
寺
院
に
行
き
、

3
時
の
礼
拝
の
終
わ

り
ま
で
そ
こ
に
い
た
。
礼
拝
は
非
常
に
堅
苦
し
く
通
り
一
遍
な
様
子
で
、

好
き
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
貴
族
院
に
行
っ
た
。
ロ
ー
ズ
ベ
リ
ー
卿
が
演
説
し
て
い
た

626

仕
女
ハ
日
本
服
装
ノ
英
国
人
ナ
リ
。
其
服
装
、
髪
風
等
実
ニ
奇
妙

ナ
リ
。
然
カ
モ
英
国
人
中
ニ
ハ
彼
等
ヲ
日
本
人
ト
思
ヒ
、
日
本
人

ニ
モ
中
々
色
白
ノ
人
ア
リ
抔
ト
評
ス
向
モ
ア
ル
由
ナ
リ
。

見
物
ヲ
終
リ
、
村
上
氏
ニ
分
レ
、
鈴
木
氏
ノ
案
内
ニ
テ
自
働
車
ニ

乗
リ
、
ハ
イ
ド
パ
ー
ク
、
リ
ゼ
ン
ト
パ
ー
ク
、
ハ
ン
プ
ス
テ
ド
等

ヲ
乗
転
シ
テ
、
ポ﹇

ホ
﹈テ

ル
ニ
帰
ル
。
甚
タ
愉
快
ナ
リ
キ
。

其
前
ニ
鈴
木
氏
ト
共
ニ
陸
奥
伯
ヲ
訪
問
ス
。
伯
ハ
胃
潰
瘍
ノ
赴
ニ

テ
、
夫
人
面
会
セ
ラ
ル
。
中
嶋
男
爵
ノ
伝
言
ヲ
遺
シ
テ
辞
シ
去
ル
。

余
重
患
ノ
様
子
ナ
リ
。
気
ノ
毒
ナ
ル
事
ナ
リ
。
一
日
モ
早
ク
日
本

ニ
帰
リ
タ
シ
ト
夫
人
ハ
云
ハ
レ
タ
リ
。
住
居
ハ
カ
ン
プ
デ
ン
ヒ
ル

ニ
テ
、
頗
ル
好
地
位
ナ
リ
。

夜
ニ
入
リ
テ
、
フ
ヒ
シ
ヤ
ル
氏
来
訪
、
暫
時
談
話
シ
テ
去
ル
。
同

氏
ハ
明
日
フ
ツ
ク
ス
フ
オ
ル
ド
ニ
往
キ
、
ソ
レ
ヨ
リ
リ
バ
ル
プ
ー

ル
ノ
青
年
会
大
会
ニ
出
席
シ
、
ソ
レ
ヨ
リ
エ
デ
ン
ボ
ロ
ー
ニ
往
ク

赴
キ
ナ
リ
。



m
an. H

e loved the souls of young m
en and did his best to save 

them
. Th

at w
as the secret of his success.

10
時
か
ら

12
時
ま
で
の

2
時
間
、
大
英
博
物
館
で
過
ご
し
た
。
エ

ジ
プ
ト
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
古
美
術
品
等
の
素
晴
ら
し
い
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
有
名
な
文
学
者
た
ち
の
自
筆
の
原
稿

も
見
ら
れ
て
、
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
。

午
後
は
ミ
ス
・
キ
ネ
ア
ー
ド
か
ら
招
待
さ
れ
た
の
で

Y
W

C
A
の
本
部

に
行
っ
た
の
だ
が
、
彼
女
は
そ
こ
に
居
な
か
っ
た
。
演
説
者
の

1人
と
な
る
予
定
だ
と
聞
い
て
い
た
ミ
ス
・
カ
ワ
イ
も
居
な
か
っ
た
。
ロ
ン

ド
ン
は
非
常
に
暖
か
い
。
今
、
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
い
ら
れ
た
ら
良
か
っ

た
の
だ
が
。

ド
ク
タ
ー
・
シ
ン
プ
ソ
ン
か
ら
、「
月
曜
日
の
午
後
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
短
い
手
紙
が
届
い
た
。
主
事
の
ハ
ウ
氏
か
ら
も
ら
っ
た『

Th
e 

Life of Sir G
eorge W

illiam
s』
を
読
み
終
え
た
。
彼
は
真
の
キ
リ
ス

ト
教
徒
だ
っ
た
。
青
年
た
ち
の
魂
を
愛
し
、
救
う
た
め
に
最
善
を
尽

く
し
た
。
そ
れ
が
彼
の
成
功
の
秘
訣
だ
っ
た
。

June 10
th, Friday

Papers say that yesterday w
as the hottest day in the year, 79 d. 

in the shade. It w
as not only hot but very close.

W
rote to M

r. O
hori in A

m
erica. W

ent w
ith M

r. C
lem

ent to 

が
、
す
ぐ
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
次
に
庶
民
院
に
行
っ
た
が
、
数

名
の
議
員
し
か
居
ら
ず
、
特
に
何
も
起
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

10

分
程
度
し
か
滞
在
し
な
か
っ
た
。
か
な
り
暖
か
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

こ
こ
で
は
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
。
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
行
き
た
い
が
、

ド
ク
タ
ー
・
シ
ン
プ
ソ
ン
に
大
会
の
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
て
い
る
立

場
な
の
で
、
早
く
現
地
に
行
く
の
も
気
が
引
け
る
。
観
光
に
も
飽
き
て

し
ま
っ
た
。
何
か
有
意
義
な
こ
と
が
し
た
い
。

June 9
th, Th

ursday

Spent tw
o hours _10-12 in the B

ritish M
useum

. It is a 

w
onderful collection of Egyptian G

reek, R
om

an and other 

antiquities. I w
as m

uch interested in looking at the autographs 

of fam
ous literary m

en.

In the afternoon w
ent to the headquarters of Y. W

. C
. A

. 

because M
iss K

inard［
sic］ invited m

e to com
e but she w

as not 

there. N
or w

as M
iss K

aw
ai w

ho, as I w
as told, w

as to be one of 

the speakers. So I left after staying a few
 m

inute. It is very 

w
arm

 in London. I w
ish I w

ere in Edinburgh.

A
 note cam

e from
 D

r. Sim
pson saying “W

elcom
e M

onday 

afternoon.” I finished reading the life of Sir G
eorge W

illiam
s 

w
hish w

as given to m
e by Sec. H

ow
e. H

e w
as a true C

hristian 

1910（明治 43）年
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at the Japanese Y. M
. C

. A
. H

e told m
e also that H

onda had 

com
e to London.

T
his is the day for the com

m
encem

ent of the T
heological 

D
epartm

ent in M
eiji G

akuin.

特
に
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
、
再
び
日
英
博
覧
会
に
行
っ
た
。

し
か
し
、
既
に
一
度
一
通
り
見
て
い
る
た
め
そ
こ
ま
で
興
味
を
持
て
ず
、

午
後

2
時
頃
に
滞
在
先
に
戻
っ
た
。

夕
方
に
ミ
ス
タ
ー
・
Ｓ
・
ス
ズ
キ
が
訪
ね
て
き
て
、

2
時
間
ほ
ど
歓
談

し
た
。
日
本
の

YM
C

A
で
田
村
に
会
っ
た
と
教
え
て
く
れ
た
。
ま
た
、

本
多
が
ロ
ン
ド
ン
に
来
て
い
る
こ
と
も
知
ら
せ
て
く
れ
た
。

本
日
は
、
明
治
学
院
神
学
部
の
卒
業
式
の
日
で
あ
る
。

June 12
th, Sunday

In the m
orning w

ent to H
am

pstead to D
r. H

orton’s C
hurch. 

H
e expounded the latter half of the 2nd C

orinthians. I w
as 

quite disappointed in his preaching. T
here w

as nothing 

original. But he told a rather good story about the boyhood of 

R
obert M

offat.

In the afternoon w
ent to the Japanese Y. M

. C
. A

. at Sheperd’s 
Bush and spoke to about tw

enty Japanese young m
en. H

onda 

w
as there and he led the m

eeting. Tam
ura &

 C
hiba w

ere there 

the K
ing’s C

ross Station to buy ticket to Edinburgh. T
hen I 

w
ent to the Yokoham

a Specie Bank in Bishop’s gate street. It 
rained and the road w

as m
uddy.

In the afternoon it w
as again very sultry and close. B

ought 

K
ingsley’s H

ypatia.

複
数
の
新
聞
に
よ
る
と
、
昨
日
は
今
年
一
番
の
暑
さ
で
、
日
陰
で
も

華
氏

79
度
あ
っ
た
ら
し
い
。
た
だ
暑
い
だ
け
で
は
な
く
、
非
常
に
蒸

し
て
も
い
た
。
ア
メ
リ
カ
に
い
る
ミ
ス
タ
ー
・
オ
オ
ホ
リ
に
手
紙
を
書

い
た
。
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
へ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
買
う
た
め
、
ミ
ス
タ
ー
・
ク
レ

メ
ン
ト
と
共
に
キ
ン
グ
ス
・
ク
ロ
ス
駅
に
行
っ
た
。
そ
の
後
、
ビ
シ
ョ
ッ

プ
ス
ゲ
ー
ト
通
り
に
あ
る
横
浜
正
金
銀
行
に
行
っ
た
。
雨
が
降
り
、

道
が
ぬ
か
る
ん
で
い
た
。

午
後
は
ま
た
非
常
に
む
し
暑
く
息
苦
し
か
っ
た
。
キ
ン
グ
ス
レ
ー
の

『
ハ
イ
ペ
シ
ア
』
を
購
入
し
た
。

June 11
th, Saturday

H
aving nothing to do specially, w

ent again to the Exhibition. 

But having been through it once I w
as not so m

uch interested 

and returned “hom
e” about 2 p. m

.

In the evening M
r. S. Suzuki called and I had a pleasant talk 

w
ith him

 for tw
o hours or so. H

e told m
e that he m

et Tam
ura 
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A
rrived at E

dinburgh 6.20. had to w
ait som

etim
e for m

y 

luggage and a carriage. Th
e porter w

ent to get one.

D
r. Sim

pson w
elcom

ed m
e to his ow

n house at 52 Q
ueen St. 

Th
e Fishers and the Eddis of India are ［

am
ong the］ few

 guests. 

M
rs. Sim

pson is aw
ay.

A
fter supper D

r. Sim
pson took M

rs. Eddy, M
rs. Fisher and 

m
yself to the R

eception at the M
useum

 given by the Lord 

Provost and the m
agistrate of Edinburgh. T

here w
as a great 

crow
d of people. 4,000 invitations w

ere issued, I understand.

O
n m

y return hom
e I found Sim

izu and Tsuru w
aiting for m

e. 

Th
e latter w

ishes to stay here and study theology.

午
前

9
時
に
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
・
ロ
ウ
に
あ
る
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
・
ホ

テ
ル
を
出
て
、

10
時
キ
ン
グ
ス
・
ク
ロ
ス
駅
発
の
列
車
に
乗
っ
た
。

再
び
ミ
ス
タ
ー
・
ク
レ
メ
ン
ト
と
同
じ
車
室
だ
っ
た
。
本
多
や
他
の
日

本
人
の
方
々
は
、

10
分
ほ
ど
早
く
出
発
し
た
別
の
列
車
を
利
用
し
て

い
た
。

6
時

20
分
に
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
に
到
着
。
私
の
荷
物
が
手
元
に
来
る
ま

で
、
そ
し
て
馬
車
が
見
つ
か
る
ま
で
、
し
ば
ら
く
待
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
馬
車
は
ポ
ー
タ
ー
が
つ
か
ま
え
に
行
っ
て
く
れ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
シ
ン
プ
ソ
ン
が
ク
イ
ー
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト

52
番
地
に
あ
る

too. I took m
y nori and kakim

ochi. W
e had a sim

ple Japanese 

supper. Th
ey all enjoyed the nori very m

uch.

W
e took a w

alk in the H
yde Park.

午
前
中
は
ハ
ム
ス
テ
ッ
ド
に
あ
る
ド
ク
タ
ー
・
ホ
ー
ト
ン
の
教
会
に

行
っ
た
。
彼
は
コ
リ
ン
ト
の
信
徒
へ
の
手
紙
二
の
後
半
に
つ
い
て
詳

し
く
解
説
し
た
。
そ
の
説
教
内
容
に
か
な
り
落
胆
し
た
。
独
創
性
が

全
く
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
フ
ァ
ッ
ト
の
少
年
時
代
に
つ

い
て
の
話
は
結
構
良
か
っ
た
。

午
後
は
シ
ェ
パ
ー
ズ
・
ブ
ッ
シ
ュ
に
あ
る
日
本

YM
C

A
の
事
務
所
へ

行
っ
て
、

20人
く
ら
い
の
日
本
人
の
青
年
た
ち
に
向
け
て
語
っ
た
。

本
多
が
い
て
、
会
議
を
仕
切
っ
て
い
た
。
田
村
と
千
葉
も
い
た
。
私

は
海
苔
と
か
き
餅
を
持
参
し
た
。
簡
単
な
日
本
料
理
で
夕
食
会
を
し

た
。
皆
喜
ん
で
海
苔
を
食
べ
て
い
た
。

皆
で
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
を
散
歩
し
た
。

June 13
th, M

onday

Left the B
edford H

otel at Southam
pton R

ow
 at 9 a. m

. and 

took the train from
 the K

ing’s C
ross Station at 10. M

r. C
lem

ent 

and I w
ere again in the sam

e com
partm

ent. H
onda and other 

Japanese friends took another train that started about ten 

m
inutes earlier.

1910（明治 43）年
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A
t 5 p. m

. all delegates w
ere invited to the H

onorary 

G
raduation C

erem
onial of the U

niv. of Edinburgh.

M
r. C

hatterjee of India and M
r. R

. E
. Speer am

ong others 

received the degree of D
. D

. and H
arada and M

r. M
ott 

received L
. L

. D
. T

here w
as a large crow

d to w
itness the 

C
erem

ony. Evidently the honor w
as confered the signalize the 

C
onference because the recipients are all delegates of the 

C
on

ference and w
ere chosen representing different 

nationalities. T
he V

ice C
hancellor and the m

em
bers of the 

Faculties and those w
ho received the honor all w

ore gow
ns of 

different color.

In the evening the opening m
eeting of the C

onference w
as 

held. A
 M

essage from
 the K

ing w
as read by the C

hairm
an 

w
hile the w

hole C
onference listened standing and “G

od save 

the K
ing” w

as sung. T
he C

hairm
an gave an opening address 

w
hich w

as very good. H
e w

as follow
ed by the A

rchbishop of 

C
anterbury and D

r. Speer. Th
e A

rchbishop’s address w
as very 

good. Th
e m

eeting closed at 9.30.

静
か
な
夜
を
楽
し
ん
だ
。
朝
食
後
に
事
務
所
ま
で
行
き
、
参
加
費

（
10ド

ル
）
を
支
払
い
、
代
表
者
用
の
チ
ケ
ッ
ト
や
報
告
書
等
を
手

自
宅
に
招
い
て
く
れ
た
。
他
に
も
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
一
家
や
イ
ン
ド
の
エ

デ
ィ
一
家
が
招
待
さ
れ
て
い
た
。
ミ
セ
ス
・
シ
ン
プ
ソ
ン
は
留
守
だ
っ

た
。
夕
食
後
、
ド
ク
タ
ー
・
シ
ン
プ
ソ
ン
が
ミ
セ
ス
・
エ
デ
ィ
、
ミ
セ
ス・

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
、
そ
し
て
私
を
、
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
、
プ
ロ
ヴ
ォ

ス
ト
卿
と
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
治
安
判
事
が
主
催
す
る
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
大
勢
の
人
が
集
ま
っ
て
い
た
。

4000
通
の

招
待
状
が
発
行
さ
れ
た
よ
う
だ
。

滞
在
先
に
戻
る
と
、
清
水
と
都
留
が
待
っ
て
い
た
。
後
者
は
こ
こ
に

残
り
、
神
学
を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

June 14
th, Tuesday

I enjoyed a quiet night. A
fter breakfast w

ent to the offi
ce and 

paid m
y fee （

10 S） and obtained the delegates’ ticket, reports 
&

c. &
c. M

et M
r. O

ldham
. I find I w

as put on the Business 

C
om

m
ittee w

hich m
et on Saturday and M

onday, but I did not 

know
 it until yesterday.

A
t 3 p. m

. the C
onference began w

ith a business m
eeting. Lord 

Belfour［
sic］ presided. Th

e Business C
om

m
ittee appointed and 

Standing orders and rules for debate w
ere adopted, and offi

cers 

w
ere appointed.
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タ
ー
・
ス
ピ
ア
が
続
い
た
。
大
主
教
の
挨
拶
は
非
常
に
良
か
っ
た
。

会
議
は

9
時
半
に
終
了
し
た
。

June 15
th, W

ednesday

A
fter devotional session for a quarter of an hour the 

C
onference began w

ith the consideration of R
eports of 

C
om

m
ission I “C

arrying the G
ospel to all the new

-C
hristian 

w
orld.”

M
r. M

ott as the C
hairm

an of the com
m

ission m
ade a very 

pow
erful speech. H

e w
as follow

ed by a num
ber of m

en w
ho 

represented different counties. M
r. C

hiba and D
r. D

avis spoke 

for Japan. 12.35-1 p.m
. Intercession m

eeting w
hich w

as very 

im
pressive. 2.30-4.30 T

he consideration of R
eport of 

C
om

m
ission I w

as continued. A
 lady m

ade a very good 7 

m
inute speech on the Extension of C

hristianity Em
pire sizing 

the social side of it. M
r. Speer too m

ade a very good one 

em
phasizing the individual side of it.

A
s a m

em
ber of the Business C

om
m

ittee I w
as asked to sit on 

the platform
.

In the evening the H
on. Seth Low

 presided. Prof. Paterson of 

the E
dinburgh U

niversity on C
hristianity as the final and 

に
入
れ
た
。
ミ
ス
タ
ー
・
オ
ー
ル
ダ
ム
に
会
っ
た
。
昨
日
は
じ
め
て

知
っ
た
の
だ
が
、
私
は
土
曜
日
と
月
曜
日
に
集
ま
る
予
定
の
運
営
委

員
会
の
一
員
に
含
ま
れ
て
い
た
。

大
会
は
午
後

3
時
の
運
営
会
議
か
ら
始
ま
っ
た
。
バ
ル
フ
ォ
ア
卿
が

進
行
を
務
め
た
。
運
営
委
員
会
が
設
け
ら
れ
、
大
会
規
則
や
議
論

の
ル
ー
ル
が
採
用
さ
れ
、
各
役
職
が
選
任
さ
れ
た
。

午
後

5
時
に
は
、
代
表
者
一
同
が
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
の
名
誉
卒
業

式
に
招
待
さ
れ
た
。

イ
ン
ド
の
ミ
ス
タ
ー
・
チ
ャ
ッ
タ
ル
ジ
ー
や
ミ
ス
タ
ー
・
Ｒ
・
Ｅ
・
ス
ピ

ア
等
が
名
誉
神
学
博
士
号
を
、
原
田
と
ミ
ス
タ
ー
・
モ
ッ
ト
が
法
学

博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
。
式
典
の
様
子
を
見
守
る
た
め
に
大
勢
の
人

が
集
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
名
誉
学
位
の
授
与
は
、
授
与
さ
れ
た

者
が
皆
こ
の
大
会
の
代
表
者
で
あ
り
、
様
な々
国
籍
を
象
徴
す
る
よ

う
に
選
ば
れ
て
い
た
た
め
、
本
大
会
に
注
目
を
集
め
る
た
め
に
行
わ

れ
た
こ
と
は
明
白
だ
。
総
長
や
教
職
員
た
ち
、
そ
し
て
名
誉
学
位
を

授
与
さ
れ
た
者
た
ち
は
皆
、
別
の
色
の
ガ
ウ
ン
を
着
て
い
た
。

夜
に
は
大
会
の
初
回
会
議
が
行
わ
れ
た
。
議
長
は
王
か
ら
の
挨
拶

を
読
み
上
げ
、
大
会
参
加
者
一
同
は
立
っ
た
ま
ま
そ
れ
を
聞
き
、
そ

の
後
「

G
od save the K

ing」
を
歌
っ
た
。
議
長
は
素
晴
ら
し
い
開

会
の
挨
拶
も
披
露
し
た
。
そ
の
後
カ
ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
と
ド
ク

1910（明治 43）年
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う
観
点
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
語
り
、
ド
ク
タ
ー
・
コ
フ
ィ
ン
も
同
じ
主
題

を
倫
理
的
な
理
想
と
い
う
観
点
か
ら
語
っ
た
。
後
者
の
方
が
圧
倒
的

に
話
し
上
手
だ
っ
た
。
彼
の
演
説
は
キ
リ
ス
ト
教
の
倫
理
的
な
理
想

に
遠
く
及
ば
な
い
現
代
文
明
を
強
く
非
難
す
る
も
の
だ
っ
た
。

June 16
th, Th

ursday

A
fter the devotional Exercises D

r. C
am

pbell G
ibson presented 

the R
eport on C

om
m

ission II. O
n the C

hurch in the M
ission 

Field D
r. A

rthur Brow
n m

ade a very strong speech, insisting 

that the w
hole attitude of the W

estern C
hurch tow

ard the 

church in the m
ission field should now

 be changed. M
r. Pieters 

spoke but m
ade no im

pression. D
r. B

row
n carried the 

C
onference w

ith him
. D

r. M
urray also spoke on the right side 

but did not am
ount to m

uch. H
onda spoke in Japanese and 

Fisher interpreted for him
.

In the afternoon the discussion on the sam
e subject w

as 

continued. H
arada spoke on B

elief and its statem
ent. It w

as 

rather indefinite.

In the evening I did not go to the C
onference. I took rest and 

w
rote letters to hom

e and D
r. Im

brie.

祈
り
の
会
の
後
、
ド
ク
タ
ー
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
・
ギ
ブ
ソ
ン
が
第
二
委
員

universal region as R
edem

ption and D
r. C

offin on the sam
e 

subject in its Ethical Ideal. Th
e latter is by fair a better speaker. 

H
is speech w

as a very strong im
peachm

ent of m
odern 

civilization falling short of the C
hristian Ethical Ideal.

15
分
間
の
祈
り
の
会
の
後
に
大
会
が
始
ま
り
、
ま
ず
は
第
一
委
員
会

の
報
告
書
、「
非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
す
べ
て
に
福
音
を
伝
え
る
こ

と
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

委
員
会
の
議
長
で
あ
る
ミ
ス
タ
ー
・
モ
ッ
ト
が
非
常
に
力
強
い
演
説
を

し
た
。
そ
の
後
、
様
な々
国
の
代
表
者
た
ち
が
続
い
た
。
ミ
ス
タ
ー
・

千
葉
と
ド
ク
タ
ー
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
も
日
本
の
代
表
と
し
て
演
説
し
た
。

午
後

12
時

35
分
か
ら
午
後

1時
は
他
者
の
た
め
に
神
に
祈
る
執
り

成
し
の
祈
り
が
行
わ
れ
、
非
常
に
印
象
的
だ
っ
た
。

2
時
半
か
ら

4

時
半
は
引
き
続
き
第
一
委
員
会
の
報
告
書
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ

れ
た
。
と
あ
る
女
性
が
、
キ
リ
ス
ト
教
帝
国
の
拡
大
に
つ
い
て
、
そ

の
社
会
的
側
面
に
お
け
る
影
響
の
大
き
さ
を
測
る

7分
間
の
素
晴
ら

し
い
演
説
を
行
っ
た
。
ミ
ス
タ
ー
・
ス
ピ
ア
も
、
そ
の
様
な々
側
面
に

つ
い
て
強
調
し
た
非
常
に
良
い
演
説
を
行
っ
た
。

私
は
運
営
委
員
会
の
一
員
と
し
て
壇
上
に
座
る
よ
う
頼
ま
れ
た
。

夜
に
は
セ
ス
・
ロ
ウ
閣
下
が
進
行
を
務
め
た
。
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
大
学
の

パ
タ
ー
ソ
ン
教
授
が
贖
罪
と
し
て
の
究
極
か
つ
普
遍
的
な
宗
教
と
い
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college and also of having a C
hristian university w

orthy of the 

nam
e.

T
here is a consensus of opinion regarding the suprem

e 

im
portance of the educational w

ork and of strengthening and 

coordinating the present institutions. T
his certainly is an 

ind
ication of deeper in

sight into the real w
ork of 

evangelization, quite different from
 the tim

e w
hen “the 

Evangelization of the w
orld in this generation” w

as the w
atch 

w
ord.

In the evening the m
ission w

ork of G
erm

an, D
utch and French 

churches received attention. I w
ent in but I could not 

understand the G
erm

an speaker, so I cam
e hom

e and prepared 

for m
y address on Saturday night.

本
日
の
議
題
は「
国
民
生
活
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
関
す
る
教
育
」
だ
っ

た
。
ド
ク
タ
ー
・
ゴ
ア
が
同
主
題
の
報
告
書
に
つ
い
て
と
て
も
良
い

演
説
を
し
た
。

午
前
中
は
イ
ン
ド
と
ア
フ
リ
カ
に
つ
い
て
で
、
取
り
分
け
イ
ン
ド
に
関
し

て
中
心
的
に
検
討
さ
れ
た
。
午
後
は
中
国
と
日
本
の
番
だ
っ
た
。
中

国
に
対
し
て
は
、
日
本
に
対
し
て
よ
り
ず
っ
と
広
範
な
関
心
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
私
は
現
存
す
る
学
校
や
大
学
の
強
化
、
お
よ
び
名
実

会
の
報
告
書
を
発
表
し
た
。
ド
ク
タ
ー
・
ア
ー
サ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
が

宣
教
地
の
教
会
形
成
に
つ
い
て
力
強
い
演
説
を
行
い
、
宣
教
地
の

教
会
に
対
す
る
西
方
教
会
の
全
体
的
な
姿
勢
を
今
す
ぐ
変
え
る
べ
き

だ
と
主
張
し
た
。
ミ
ス
タ
ー
・
ピ
ー
タ
ー
ズ
も
演
説
し
た
が
、
印
象
に

残
ら
な
か
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
は
参
加
者
た
ち
の
心
を
掴
ん

で
い
た
。
ド
ク
タ
ー
・
マ
レ
ー
の
演
説
も
方
向
性
は
良
か
っ
た
が
、

内
容
は
平
凡
だ
っ
た
。
本
多
は
日
本
語
で
演
説
し
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

は
そ
れ
を
通
訳
し
て
い
た
。

午
後
も
同
じ
主
題
に
つ
い
て
の
議
論
が
続
い
た
。
原
田
は
信
仰
や
信

条
に
つ
い
て
演
説
し
た
。
や
や
曖
昧
な
内
容
だ
っ
た
。

夜
は
大
会
に
参
加
せ
ず
身
体
を
休
め
、
家
族
や
ド
ク
タ
ー
・
イ
ン
ブ

リ
ー
に
宛
て
て
手
紙
を
書
い
た
。

June 17
th, Friday

Th
e subject of discussion for the day w

as “Education in relation 
to the C

hristianization of N
ational life.” D

r. G
ore m

ade a very 

good speech on the R
eport.

In the m
orning India and A

frica w
as considered chiefly the 

form
er. In the afternoon C

hina and Japan had their turn. Th
ere 

is a w
ide spread interest in C

hina far m
ore than Japan. I spoke 

em
phasizing the need of strengthening the present schools and 

1910（明治 43）年
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w
ord of Testim

ony but there w
as no tim

e. Yesterday, the 

C
hairm

an said, there w
ere 42 m

en w
ho w

ished to speak, yet 

had no chance given them
.

In the evening I spoke in the “Tolbooth C
hurch” the church of 

Scotland A
ssebm

ly H
all. Th

e H
all w

as quite full, about 1000 

people w
ere present. I had to read m

y notes, that w
as a great 

draw
back, but I had to. M

r. M
iller of Sendai spoke, but his 

voice w
as so w

eak that he w
as not heard by half the audience I 

feared. G
ood m

any left w
hile he spoke. Bishop H

arris and D
r. 

Jones of K
orea spoke. Th

eir voices filled the H
all.

本
日
の
議
題
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
諸
宗
教
と
の
関
わ
り
に
お
け

る
宣
教
の
内
容
」
だ
っ
た
。

ア
ニ
ミ
ズ
ム
的
な
宗
教
、
中
国
や
日
本
の
宗
教
、
そ
し
て
イ
ス
ラ
ム
教

に
つ
い
て
、
順
番
に
議
論
さ
れ
た
。
か
な
り
興
味
深
い
内
容
だ
っ
た
。

午
後
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
宗
教
に

ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
べ
き
か
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
に
つ
い
て
は
、

大
き
な
相
違
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

ミ
ス
タ
ー
・
ス
ピ
ア
が
議
論
を
ま
と
め
た
。
私
は
一
言
、
神
を
証
言
し

よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
時
間
が
な
か
っ
た
。
昨
日
は
ス
ピ
ー
チ
を
し

た
い
と
い
う
人
が

42
名
い
た
が
、
機
会
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

伴
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
大
学
を
持
つ
こ
と
の
必
要
性
を
強
調
し
て
演
説
し

た
。
教
育
事
業
お
よ
び
現
存
す
る
機
関
の
強
化
や
調
整
が
非
常
に
重
要
で

あ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
皆
意
見
が
一
致
し
て
い
た
。
こ
れ
は
確
実

に
真
の
福
音
伝
道
へ
の
よ
り
深
い
洞
察
の
表
れ
で
あ
り
、「
今
世
代

の
う
ち
に
全
世
界
に
福
音
を
伝
え
る
」
が
標
語
に
な
っ
て
い
た
時
と

は
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

夜
は
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
教
会
に
よ
る
伝
道
の

取
り
組
み
に
関
心
が
集
ま
っ
た
。
私
も
会
場
に
入
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
人

の
演
説
者
の
言
葉
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
の
で
、
滞
在
先
に
戻
っ
て

土
曜
日
の
夜
に
予
定
さ
れ
て
い
る
自
分
の
演
説
の
準
備
を
し
た
。

June 18
th, Saturday

“Th
e m

issionary m
essage in relation to non-C

hristian religions” 
w

as the subject for the day’s discussion.
Th

e A
nim

istic religions, the R
eligions of C

hina, &
 Japan, and 

Islam
 w

ere discussed in turn. T
he discussion w

as quite 

interesting. In the afternoon H
induism

 w
as discussed. R

ather 

w
ide difference of opinion w

as discovered as to the attitude to 

be taken tow
ard it.

M
r. Speer sum

m
ed up the discussion. I intended to speak a 
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trip round the w
orld he thought so m

any m
ore thousand 

m
issionaries w

ere needed to evangelize the w
orld, the second 

tim
e he cam

e back he thought so m
any thousand m

ore native 

w
orkers w

ere needed, but the third tim
e he cam

e back his ideas 

entirely changed. H
e saw

 that is w
as not a question of 

M
athem

atics but of D
ynam

ics.

M
r. M

c som
ebody the editor of the C

hurchm
an, N

ew
 York, 

spoke but he had nothing special to say except that M
an’s 

relations w
ere fam

ily relation i. e. Sons of G
od and brothers 

&
c. I then w

ent to the A
ssem

bly H
all and heard the last half of 

H
arada’s address on the contribution of the non C

hristian races 

to the body of C
hrist. H

e m
ade the loyality the contribution of 

Japan to the fulfillm
ent of C

hristian truth.

午
前
中
は
ア
ビ
ー
教
区
教
会
で
演
説
す
る
よ
う
招
待
さ
れ
た
。
牧
師

の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
サ
ビ
ス
ト
ン
師
曰
く
、
こ
の
教
会
は
市
で

2
番
目
に

大
き
な
会
衆
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
。
恐
ら
く

30
分
間
く
ら
い
演
説

し
た
と
思
う
。
昨
晩
よ
り
少
し
慣
れ
た
気
分
だ
っ
た
。
あ
ま
り
慌
て
ず

に
済
ん
だ
。

1000人
近
く
の
、
大
き
な
会
衆
だ
っ
た
。
教
会
は
満
員

だ
っ
た
。

夕
方
に
は
シ
ノ
ド
ス
・
ホ
ー
ル
に
行
っ
た
。
会
議
の
参
加
者
は
男
性
の

た
、
と
議
長
が
言
っ
て
い
た
。

夜
に
は
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
教
会
の
集
会
場
で
あ
る「
ト
ー
ル
ブ
ー
ス・

チ
ャ
ー
チ
」
で
演
説
し
た
。
会
場
は
満
員
で
、
聴
衆
は

1000人
程

度
い
た
。
私
は
原
稿
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
決
し
て
好

ま
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
が
、
や
む
を
得
な
か
っ
た
。
仙
台
の
ミ

ス
タ
ー
・
ミ
ラ
ー
も
演
説
し
た
が
、
声
が
弱
し々
過
ぎ
て
聴
衆
の
半

分
に
は
聞
こ
え
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
し
ま
っ
た
。
彼

が
話
し
て
い
る
間
に
結
構
な
人
数
が
会
場
を
離
れ
た
。
韓
国
の
ハ
リ

ス
監
督
と
ド
ク
タ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
も
演
説
し
た
。
彼
ら
の
声
は
会
場

に
響
き
渡
っ
て
い
た
。

June 19
th, Sunday

In the m
orning I w

as invited to speak in the A
bbey Parish 

C
hurch, the second largest C

ongregation in the city, as I w
as 

told by the pastor R
ev. Jam

es Sabiston. I spoke for 30 m
inutes I 

suppose. I felt a little m
ore at hom

e than last night. I w
as not so 

harried. It w
as a large congregation, nearly one thousand. Th

e 

church w
as full.

In the evening w
ent to the Synod’s H

all. Th
e m

eeting w
as m

en 

only. It w
as crow

ded. M
r. M

otto spoke w
ith great force. H

e has 

a certain m
agnetism

 H
e said w

hen he returned from
 his first 

1910（明治 43）年
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interesting. A photograph w
as taken. A

t noon I w
as invited to a 

luncheon at the B
alm

oral H
otel by Foreign M

ission of the 

Presbyterian C
hurch. Th

ere w
ere m

ore than hundred persons 

at the table.

In the afternoon did not go to the C
onference but took a rest 

and prepared for the evening.

In the evening spoke at the A
ssem

bly H
all. Bishop R

oots of 

H
ankaw

 first spoke. I follow
ed him

. I read from
 m

y notes. I 

w
ish so m

uch I could speak. M
r. A

ziriah［
sic］ spoke last. H

e 

spoke frankly about the unchristian attitude of som
e C

hristian 

m
issionaries in India tow

ard the Indians. H
e quoted a sentence 

from
 som

e body to the effect that the English through their 

m
issionaries offered golden thrones in the w

orld to com
e but 

gave them
 no chair in this w

orld. It produced a sensation but 

he did it in a fine spirit, I thought.

午
前
中
は
本
多
と
共
に
大
西
洋
を
渡
る
た
め
の
乗
船
券
を
購
入
し
に

出
か
け
た
。
そ
の
後
、
集
会
場
に
行
っ
た
。
宣
教
と
政
治
と
の
関
係

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
な
か
な
か
興
味
深
か
っ
た
。
写
真
撮
影
も

行
わ
れ
た
。
午
後
に
は
長
老
派
教
会
の
海
外
宣
教
団
体
に
よ
る
バ

ル
モ
ラ
ル
・
ホ
テ
ル
で
の
昼
食
会
に
招
待
さ
れ
た
。

100人
以
上
が

み
だ
っ
た
。
ホ
ー
ル
は
混
ん
で
い
た
。
ミ
ス
タ
ー
・
モ
ッ
ト
が
力
強
い

演
説
を
し
た
。
彼
に
は
特
有
の
魅
力
が
あ
る
。
最
初
の
世
界
一
周
の

旅
か
ら
戻
っ
た
際
、
全
世
界
に
伝
道
す
る
に
は
さ
ら
に
何
千
人
も
の

宣
教
師
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

2
回
目
の
旅
か
ら
戻
っ
た
際
に
は

そ
の
上
何
千
人
も
の
現
地
人
の
伝
道
者
が
必
要
だ
と
思
っ
た
が
、

3

回
目
に
戻
っ
た
際
に
は
考
え
が
完
全
に
変
わ
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。

こ
れ
は
数
字
の
問
題
で
は
な
く
人
々
の
思
考
や
行
動
の
問
題
だ
と
理

解
し
た
の
だ
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の『

C
hurchm

an』
の
編
集
者
で
あ
る
ミ
ス
タ
ー
・
マ

ク
某［

M
ackichan］

が
演
説
し
た
が
、
人
間
同
士
の
関
係
と
は
家

族
の
繋
が
り
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
皆
神
の
子
で
あ
り
兄
弟
で
あ
る
等

以
外
は
、
特
筆
す
る
よ
う
な
こ
と
は
述
べ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後

集
会
所
に
行
き
、
原
田
の
、
非
キ
リ
ス
ト
教
人
種
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
の

体
な
る
教
会
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
の
演
説
の
後
半
を
聞
い
た
。
日
本

の
人
々
の
忠
誠
心
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
の
成
就
に
貢
献
す
る
と

話
し
て
い
た
。

June 20
th, M

onday

In the m
orning w

ent w
ith H

onda to buy a ticket for a passage 

cross the A
tlantic. T

hen w
ent to the A

ssem
bly H

all. T
he 

discussion w
as on the M

ission’s governm
ent. It w

as rather 
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午
前
中
は
会
議
に
行
っ
た
。
議
題
は「
協
力
と
一
致
の
促
進
」
に
つ

い
て
だ
っ
た
。

午
後
は
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
教
会
で
演
説
す
る
た
め
に
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に

行
っ
た
。
聴
衆
は

1000人
くら
い
い
て
、
満
員
だ
っ
た
。
ド
ク
タ
ー
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
ガ
ウ
デ
ィ
も
演
説
し
た
。

夜
は
再
び
会
議
に
行
っ
た
。
ミ
ス
タ
ー
・
エ
デ
ィ
と
ド
ク
タ
ー
・
デ
ニ
ー

が
演
説
し
、
ド
ク
タ
ー
・
Ｄ
は［
判
読
不
能
］
祈
祷
も
し
た
。

June 22
nd, W

ednesday

T
he discussion w

as on the preparation of m
issionaries. T

he 

subject w
as w

arm
ly but w

ith good spirit discussed.

W
as invited by the fam

ous publisher, the C
lark fam

ily to 

dinner. M
et D

r. H
asting, Prof. M

ott, and som
e other noted 

m
en. H

onda and H
arada also w

ere invited.

In the evening D
r. H

orton spoke on “the Suffi
ciency of G

od,” 
did not hear the first part of it and w

as not very m
uch 

im
pressed by it.

議
題
は
宣
教
師
の
養
成
に
つ
い
て
で
、
熱
く
前
向
き
な
話
し
合
い
が

行
わ
れ
た
。

有
名
な
出
版
社
で
あ
る
ク
ラ
ー
ク
一
家
か
ら
夕
食
に
招
待
さ
れ
た
。

ド
ク
タ
ー
・
ヘ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
や
モ
ッ
ト
教
授
な
ど
の
著
名
人
に
会
っ

参
加
し
て
い
た
。

午
後
は
会
議
に
は
参
加
せ
ず
、
身
体
を
休
め
て
夜
に
備
え
た
。

夜
に
は
集
会
所
で
演
説
を
し
た
。
先
に
漢
口
の
ル
ー
ツ
監
督
が
話
し
、

私
は
そ
の
後
に
続
い
て
原
稿
を
読
み
上
げ
た
。
自
由
に
演
説
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
強
く
思
う
。

最
後
に
ミ
ス
タ
ー
・
ア
ザ
リ
ア
が
演
説
し
た
。
彼
は
イ
ン
ド
の
一
部
の

キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
た
ち
に
よ
る
イ
ン
ド
人
に
対
す
る
非
キ
リ
ス
ト
教

徒
的
な
態
度
に
つ
い
て
あ
り
の
ま
ま
に
話
し
た
。
誰
か
の
言
葉
を
引

用
し
、
英
国
人
は
宣
教
師
た
ち
を
通
し
て
人
々
に
来
る
べ
き
世
で
の

金
の
玉
座
を
約
束
し
て
も
、
こ
の
世
で
の
立
場
は
与
え
な
か
っ
た
と

い
う
趣
旨
を
述
べ
て
い
た
。
物
議
を
か
も
す
内
容
だ
っ
た
が
、
前
向

き
に
発
言
し
て
い
た
と
思
う
。

June 21
st, Tuesday

In the m
orning w

ent to the C
onference. Th

e discussion w
as on 

the C
ooperation and the Prom

otion of U
nity.

In the afternoon I w
ent to G

lasgow
 to speak in the St. G

eorge’s 
C

hurch. T
he church w

as quite full about 1000 in num
ber. 

O
ther speakers w

ere D
r. W

ilson and G
uadie. In the evening 

w
ent to the C

onference again. In the evening M
r. Eddy and 

D
r. D

enny spoke, D
. ［
判
読
不
能
］ prayed.
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A
ll the guests entertained by Sir A

lex. Sim
pson during the 

C
onference, i. e. D

r. G
eorge A

lexander, the Eddies, the Fishers, 

and also M
r. &

 M
rs. A

lexander departed after prayer and 

singing “G
od be w

ith you till w
e m

eet again.”
I called on M

r. Severance at N
orth British H

otel. I asked to 

hold his offer open to the end of this year, and at last he 

consented to give $5,000 for a N
ew［
判
読
不
能
］ H

all, but he 

w
ill give $ 4,000 on tw

o conditions, nam
ely that I should raise 

the rest of the sum
 required “w

ithin a reasonable tim
e” and also 

that “all the Japanese teachers be C
hristian.” T

he latter 

condition w
ould be rather diffi

cult to m
eet at once for obvious 

reasons, w
e can not turn out the m

en w
ho served the school so 

faithfully during the past years. T
he better w

ay w
ould be to 

convert them
 if possible.

O
n m

y w
ay I called on Tsuru but he w

as out. I w
rote him

 a 

note giving him
 a letter of introduction to Prof. M

artin. I w
ant 

him
 to prepare for teaching the O

. T. in our school.

Left Edinburgh by 4 o’clock train from
 the W

averly Station, 

and cam
e W

averly［
sic］ Station in G

lasgow. It w
as evening. 

H
onda cam

e after 11 o’clock.

た
。
本
多
と
原
田
も
招
待
さ
れ
て
い
た
。

夜
に
は
ド
ク
タ
ー
・
ホ
ー
ト
ン
が
「
神
の
十
全
性
」
に
つ
い
て
演
説
し

た
。
最
初
の
方
は
聞
い
て
い
な
い
が
、
あ
ま
り
感
銘
を
受
け
な
か
っ
た
。

June 23
rd, Th

ursday

Th
e discussion w

as about the “H
om

e base of M
ission.” It w

as a 

fitting subject for the closing day. In the evening Sir, A
. Fraser 

m
ade a very good speech. M

ott w
as not so good. H

e w
as too 

tired I am
 afraid. But the interests w

ere w
ell sustained to the 

very last m
om

ent. Th
e devotional feeling w

as very rem
arkable. 

I felt greatly hum
bled and strengthened. I hope I m

ay carry 

and spread the w
onderful spirit of the w

onderful C
onference.

「
宣
教
の
基
盤
」
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
最
終
日
に
ふ
さ
わ
し
い
議

題
だ
っ
た
。
夜
に
、
Ａ
・
フ
レ
イ
ザ
ー
卿
が
と
て
も
良
い
ス
ピ
ー
チ
を

行
っ
た
。
モ
ッ
ト
の
ス
ピ
ー
チ
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
疲

れ
き
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
後
の
瞬
間
ま
で
皆
し
っ
か
り

関
心
を
持
っ
て
い
た
。
非
常
に
敬
虔
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。
と
て
も
謙

虚
な
気
持
ち
に
な
り
、
精
神
的
に
励
ま
さ
れ
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い

大
会
の
素
晴
ら
し
い
精
神
を
自
身
で
持
ち
つ
つ
、
広
め
て
い
き
た
い

と
思
う
。

June 24
th, Friday
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ス
ゴ
ー
の［
セ
ン
ト
ラ
ル
？
］
駅
ま
で
移
動
し
た
。
到
着
し
た
の
は
夕

方
だ
っ
た
。

11時
過
ぎ
に
本
多
が
来
た
。

June 25
th, Saturday

A
fter breakfast took a w

alk w
ith H

onda. H
e bought a grip and 

I bought half a dozen collars and handkerchiefs.

Left the H
otel at 9.30 and took a train at 10 o’clock and cam

e 

the G
reenock about 11. W

e m
et M

r. C
hiba at the station. A 

launch brought us to the Steam
er C

alifornia w
hich is a little 

over 1.000 tonage but a nice com
fortable boat. D

r. and M
rs. 

A
rthur Brow

n and several others w
ho attended the C

onference 

are on board the Steam
er.

W
rote som

e letters to be m
ailed in Ireland tonight. Th

us far the 

sea is very calm
 and the day fine.

朝
食
後
、
本
多
と
共
に
散
歩
し
た
。
彼
は
旅
行
か
ば
ん
を
、
私
は

［
交
換
用
の
］
襟
と
ハ
ン
カ
チ
を
半
ダ
ー
ス
購
入
し
た
。

9
時
半
に
ホ
テ
ル
を
出
て
、

10
時
の
列
車
に
乗
り
、

11時
頃
に
グ

リ
ー
ノ
ッ
ク
に
到
着
し
た
。
駅
で
は
ミ
ス
タ
ー
千
葉
に
会
っ
た
。
私
た

ち
は
連
絡
用
の
小
船
で
蒸
気
船
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ま
で
移
動
し
た
。

総
ト
ン
数

1000ト
ン
を
少
し
上
回
る
程
度
の
大
き
さ
だ
が
、
快
適
で

良
い
船
だ
。
ド
ク
タ
ー
・
ア
ー
サ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
そ
の
ご
夫
人
な
ど
、

祈
祷
を
し
て
、
讃
美
歌

G
od be w

ith you till w
e m

eet again
を

歌
っ
た
後
、
ド
ク
タ
ー
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
、
エ
デ
ィ
一
家
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
一
家
、
そ
し
て
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
夫
妻
な
ど
、
大
会
中

に
ア
レ
ッ
ク
ス
・
シ
ン
プ
ソ
ン
卿
に
よ
る
も
て
な
し
を
受
け
て
い
た
賓

客
は
全
員
旅
立
っ
た
。

ミ
ス
タ
ー
・
セ
ベ
レ
ン
ス
を
訪
ね
て
ノ
ー
ス
・
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ホ
テ

ル
に
行
っ
た
。
彼
の
申
し
出
を
年
末
ま
で
延
長
し
て
も
ら
え
る
よ
う
お

願
い
し
た
と
こ
ろ
、
最
終
的
に

5000ド
ル
を
新
し
い［
判
読
不
能
］

ホ
ー
ル
の
建
設
の
た
め
に
献
金
す
る
こ
と
を
承
諾
し
て
く
れ
た
が
、
そ

の
う
ち

4000ド
ル
は
、
私
が
残
り
の
必
要
額
を「
妥
当
な
期
間
内

に
」
集
め
る
こ
と
、
そ
し
て「
す
べ
て
の
日
本
人
教
員
が
キ
リ
ス
ト
教

徒
で
あ
る
こ
と
」
と
い
う

2
つ
の
条
件
を
満
た
さ
な
い
と
献
金
し
な
い

と
の
こ
と
だ
っ
た
。
後
者
の
条
件
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
何
年
も
学
院

に
誠
実
に
尽
く
し
て
く
れ
た
人
た
ち
を
追
い
出
す
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
い
う
明
確
な
理
由
か
ら
、
す
ぐ
に
満
た
す
の
は
か
な
り
難
し
い
。

可
能
で
あ
れ
ば
改
宗
し
て
も
ら
う
と
い
う
方
が
得
策
だ
ろ
う
。

途
中
で
都
留
を
訪
れ
た
が
、
外
出
し
て
い
た
の
で
、
マ
ー
テ
ィ
ン
教

授
へ
の
紹
介
状
と
メ
モ
を
残
し
て
お
い
た
。
彼
に
は
私
た
ち
の
学
院

で
旧
約
聖
書
を
教
え
る
準
備
を
し
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。

ウ
ェ
イ
ヴ
ァ
リ
ー
駅

4
時
発
の
列
車
で
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
を
離
れ
、
グ
ラ

1910（明治 43）年
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午
前
中
は
静
か
だ
っ
た
が
す
ぐ
に
天
気
が
荒
れ
、
そ
の
後
は
ず
っ
と

乗
り
心
地
が
悪
か
っ
た
。

June 28
th, Tuesday

Th
e w

eather im
proved and the sea quieter and enjoyed reading 

and eating.

天
気
が
改
善
し
て
海
も
静
か
に
な
り
、
読
書
と
食
事
を
楽
し
ん
だ
。

June 29
th, W

ednesday

Th
e w

eather unpleasant but have yet m
issed a m

eal.

い
や
な
天
気
だ
っ
た
が
食
事
を
抜
か
ず
に
済
ん
で
い
る
。

June 30
th, Th

ursday

Foggy and chilly all day. T
hey kept w

histling till late in the 

night.

一
日
中
霧
が
出
て
肌
寒
か
っ
た
。
夜
遅
く
ま
で
ず
っ
と
汽
笛
が
鳴
っ

て
い
た
。

July 1
st, Friday

Th
e w

eather m
uch better. Took a long w

alk before breakfast. 

Saw
 a num

ber of w
hales spouting.

天
気
が
か
な
り
改
善
し
た
。
朝
食
前
に
ゆ
っ
く
り
と
散
歩
し
た
。
何

頭
か
の
鯨
が
潮
を
吹
い
て
い
る
の
を
見
た
。

July 2
nd, Saturday

大
会
に
参
加
し
て
い
た
人
た
ち
数
名
が
こ
の
船
に
乗
っ
て
い
る
。

今
夜
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
発
送
さ
れ
る
予
定
の
手
紙
を
何
通
か
書
い

た
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
海
は
と
て
も
静
か
で
天
気
も
良
い
。

June 26
th, Sunday

Slept w
ell last night.

Th
e sea w

as very quiet all day but rather cold. But the sea air is 

delightful after the sm
oky air in London and Edinburgh.

T
here w

as a short divine service in the w
riting room

. D
r. 

H
um

e, a m
issionary in India preached. R

ead an article by an 

English bishop on the unrest in India, w
hich is very good.

昨
晩
は
よ
く
眠
れ
た
。

海
は
一
日
中
と
て
も
静
か
だ
っ
た
が
、
や
や
寒
か
っ
た
。
し
か
し
、

ロ
ン
ド
ン
や
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
で
の
煙
っ
た
よ
う
な
空
気
の
後
の
海
の
空

気
は
心
地
良
い
。

書
斎
で
短
い
礼
拝
が
行
わ
れ
た
。
イ
ン
ド
で
宣
教
し
て
い
る
ド
ク

タ
ー
・
ヒ
ュ
ー
ム
が
説
教
し
た
。
イ
ン
ド
に
お
け
る
混
乱
に
つ
い
て
の

イ
ギ
リ
ス
人
主
教
に
よ
る
記
事
を
読
ん
だ
。
と
て
も
良
か
っ
た
。

June 27
th, M

onday

It w
as quiet in the m

orning but it soon began to be rough and 

felt uncom
fortable all day.

640



and C
hiba w

ent to Philadelphia. O
n the w

hole it w
as a pleasant 

voyage. Th
ankful w

e arrived A
m

erica in safety.

礼
拝
で
ス
ピ
ー
チ
を
す
る
よ
う
に
頼
ま
れ
た
の
で
、
応
じ
た
。
ド
ク

タ
ー
・
ア
ー
サ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
司
式
し
、
本
多
が
聖
書
を
読
み
、

私
は
日
本
に
お
け
る
過
去

50
年
間
の
福
音
宣
教
活
動
の
成
果
に
つ

い
て
話
し
た
。
ド
ク
タ
ー
・
Ｂ
や
そ
の
他
何
名
か
が
、
私
の
ス
ピ
ー

チ
の
写
し
が
欲
し
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。

蒸
気
船
は
午
後

3
時
頃
に
埠
頭
に
到
着
し
た
。
ド
ク
タ
ー
・
ア
メ
ル

マ
ン
が
埠
頭
で
待
っ
て
い
る
の
が
見
え
た
。
ミ
ス
タ
ー
・
オ
オ
ホ
リ
は

現
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
手
紙
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
か
、
何

か
他
の
用
事
で
来
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
断
し
た
。
し
か
し
、

自
分
の
荷
物
を
待
っ
て
い
る
間
、
と
い
う
よ
り
税
関
職
員
が
荷
物
を

検
査
し
て
い
る
間
に
彼
が
や
っ
て
き
た
。
ミ
セ
ス
・
オ
オ
ホ
リ
も
一
緒

に
来
て
世
話
を
焼
い
て
く
れ
、
自
宅
に
招
待
し
て
く
れ
た
。
税
関
の

職
員
達
は
あ
ま
り
厳
し
く
な
く
、
何
も
支
払
わ
な
く
て
済
ん
だ
。
し
か

し
、
埠
頭
に
着
く
前
に
出
入
国
管
理
職
員
に
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ
る

よ
う
言
わ
れ
、
所
持
金
額
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
ん
な
こ
と
は
初
め
て
で
、

ほ
ぼ
想
定
外
の
出
来
事
だ
っ
た
が
、
特
に
問
題
な
く
対
応
で
き
た
。

ホ
ン
ダ
は
総
領
事
の
ミ
ス
タ
ー
・
ミ
ズ
ノ
の
と
こ
ろ
に
滞
在
し
に
行
き
、

千
葉
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
へ
と
向
か
っ
た
。

A little foggy but quiet.

や
や
霧
が
出
て
い
た
が
静
か
だ
っ
た
。

July 3
rd, Sunday

I w
as asked to speak at the divine service, and I did so. D

r. 

A
rthur Brow

n presided, H
onda read the scripture and I spoke 

about the result of C
hristian m

ission during the past fifty years 

in Japan. D
r. B. asked for a copy of m

y address, so did som
e 

others.

T
he steam

er arrived at the Pier about 3 p. m
. I saw

 D
r. 

A
m

erm
an w

aiting at the Pier. M
r. O

hori did not appear. So I 

concluded that m
y letter did not reach him

 in tim
e or he w

as 

prevented by som
e business. But w

hile I w
as w

aiting for m
y 

baggage or rather w
hile I w

as having m
y baggage exam

ined by 

the C
ustom

’s offi
cers he cam

e. M
rs. O

hori too cam
e and helped 

m
e and took m

e to their hom
e. Th

e C
ustom

’s offi
cers w

ere not 

very strict. I had nothing to pay. But before w
e cam

e to the Pier 

the Em
igrant offi

cers asked to see our passport and asked how
 

m
uch m

oney I had w
ith m

e. T
he is a new

 thing. I hardly 

expected that sort of thing though I had no trouble about it. 

H
onda w

ent to stay w
ith M

r. M
izuno, the C

onsul G
eneral, 
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た
。
今
日
は
私
の

56
歳
の
誕
生
日
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
、
そ
し

て
役
に
立
つ
人
生
を
送
れ
ま
す
よ
う
に
！

July 5
th, Tuesday

W
rote to M

iss Punington, M
iss Telford, and M

rs. W
adsw

orth. 

W
rote and sent a copy of m

y address to D
r. A

. J. Brow
n.

W
ent w

ith M
r. O

 to John W
anam

aker’s D
epartm

ent store and 

bought som
e under w

ear.

C
alled at the Presbyterian Boards room

 and had a good talk 

w
ith D

r. Fulton about the need of a united C
hristian university 

in Japan. H
e expressed him

self strongly in favor of the idea and 

suggested an inform
al conference betw

een the representatives 

of the Prs. &
 R

eform
ed B

oards, the m
ethodist and B

aptist 

Boards and Bishop H
onda, M

r. C
hiba and m

yself. H
e is to let 

m
e know

 w
hat can be done in the m

atter.

Th
en w

e called on D
r. A

m
erm

an at his offi
ce. H

e invited us to 

a lunch in a neighboring restaurant. I m
et D

r. C
ham

berlin too 

w
ho has succeeded D

r. C
obb in the secretary chief. H

e strikes 

m
e as a very fine m

an. I had a good talk w
ith him

 too. H
e has a 

very intelligent idea on the subject.

O
n return hom

e I found a telegram
 from

 H
onda saying cam

e 

概
し
て
快
適
な
船
旅
だ
っ
た
。
無
事
ア
メ
リ
カ
に
到
着
で
き
て
良
か
っ

た
。

July 4
th, M

onday

In the m
orning called on M

r. M
izuno and H

onda w
ho is 

staying w
ith him

. M
r. &

 M
rs. O

hori w
ent w

ith m
e. M

r. M
. 

and his w
ife received us very cordially. Th

ey live on 11th story 

of a fine apartm
ent house facing the C

entral Park. Th
e house 

com
m

ands a very fine view
 ［

tow
ards］ the east and　

northw
est. Presented the O

horis w
ith nori and tea. In the 

evening Li Enki? and M
inem

ura called and had a pleasant talk 

w
ith them

. Li invited us to a Japanese dinner tom
orrow

 

evening. T
his is m

y 56th birthday. M
ay I live a better and 

m
uch useful life in future!

午
前
中
、
ミ
ス
タ
ー
・
ミ
ズ
ノ
と
、
彼
の
家
に
滞
在
し
て
い
る
ミ
ス

タ
ー
・
ホ
ン
ダ
を
訪
ね
る
。
オ
オ
ホ
リ
夫
妻
も
同
行
し
た
。
Ｍ
夫
妻

は
我
々
を
あ
た
た
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。
彼
ら
は
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク

に
面
し
た
高
級
ア
パ
ー
ト
の

11階
に
住
ん
で
い
る
。
東
方
面
、
お
よ

び
北
西
方
面
の
眺
め
が
素
晴
ら
し
い
。
オ
オ
ホ
リ
夫
妻
ら
に
海
苔
と

お
茶
を
供
す
る
。
夜
、
リ
・
エ
ン
キ
と
ミ
ネ
ム
ラ
が
訪
ね
て
き
て
、
楽

し
く
語
り
合
う
。
リ
が
明
日
の
夜
、
日
本
食
の
夕
食
に
招
待
し
て
く
れ
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の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
昼
食
に
招
待
し
て
く
れ
た
。
そ
こ
で
事
務
局
長
の

コ
フ
博
士
の
後
を
引
き
継
い
だ
チ
ェ
ン
バ
リ
ン
博
士
に
会
う
。
非
常

に
好
人
物
と
の
印
象
。
彼
と
も
有
意
義
な
話
を
し
た
。
と
て
も
知
的

な
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
た
人
の
よ
う
だ
。

宿
に
戻
る
と
、
本
多
か
ら
オ
ー
シ
ャ
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
の
あ
る
郵
便
局
に

来
た
と
の
電
報
が
き
て
い
た
。
明
日

10
時

50
分
に
行
く
旨
返
信
す

る
。
夜
、
リ
の
招
待
で
オ
オ
ホ
リ
夫
妻
と
と
も
に
ワ
カ
マ
ツ
に
行
く
。

ミ
ヤ
タ
と
ミ
ネ
ム
ラ
も
同
席
し
た
。
非
常
に
美
味
し
い
日
本
食
だ
っ
た
。

マ
グ
ロ
の
刺
身
、
吸
い
物
、
カ
シ
ワ
と
ゴ
ボ
ウ
の
旨
煮
、
エ
ビ
の
焼

き
物
、
酢
の
物
、
鰻
飯
。
全
体
的
に
と
て
も
結
構
な
日
本
料
理
の
夕

食
だ
っ
た
。

July 6
th, W

ednesday

W
ent to O

cean G
rove taking 9 a. m

. train from
 Jersey C

ity. 

H
onda m

et m
e at the station. W

e w
aited for D

r. G
oucher at his 

hotel and w
hen he cam

e I had a very good talk w
ith him

 on the 

subject of higher C
hristian education in Japan. H

e told us that 

he w
as appointed the chairm

an on the Japan, C
hina K

orea 

section of the com
m

ittee on Educational w
ork. H

e is deeply 

interested in the m
ovem

ent, in fact he is enthusiastic over it. 

H
e has m

arked out his plan for the union college. H
e expressed 

som
e post office ［

in］ O
cean G

rove. A
nsw

ered by telegram
 

saying w
ill com

e tom
orrow

 10:50. In the evening w
ent to 

W
akam

atsu w
ith M

r.and M
rs.O

hori. Li w
as our host. T

here 

w
ere M

iyata and M
inem

ura also. W
e had a very good Japanese 

dinner. W
e had m

aguro no sashim
i, suim

ono, kashiw
a and 

gobo no um
ani, ebi no yakim

ono, sunom
ono, and unagim

eshi. 

A
ltogether it w

as a fine Japanese dinner.

ミ
ス
・
パ
ニ
ン
グ
ト
ン
、
ミ
ス
・
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
、
ミ
セ
ス
・
ワ
ズ
ワ
ー

ス
に
手
紙
を
書
く
。
Ａ
・
Ｊ
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
に
私
の
住
所
を
知
ら
せ

る
手
紙
を
書
く
。

ミ
ス
タ
ー
・
Ｏ
と
と
も
に
ジ
ョ
ン
・
ワ
ナ
メ
イ
カ
ー
ズ
百
貨
店
に
行
き
、

下
着
を
何
枚
か
買
う
。

長
老
派
教
会
の
理
事
会
室
を
訪
ね
、
日
本
で
総
合
的
な
キ
リ
ス
ト
教

大
学
を
設
立
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
、
フ
ル
ト
ン
博
士
と
じ
っ
く
り
語

り
合
っ
た
。
彼
は
こ
の
ア
イ
デ
ア
に
強
く
賛
同
し
、
長
老
派
、
改
革
派
、

メ
ソ
ジ
ス
ト
派
、
バ
プ
テ
ス
ト
派
の
代
表
者
た
ち
と
、
本
多
監
督
、

ミ
ス
タ
ー
千
葉
、
そ
し
て
私
と
で
非
公
式
の
会
議
を
行
う
こ
と
を
提

案
し
た
。
彼
自
身
が
そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
、
知
ら
せ
て
く
れ

る
と
の
こ
と
。

そ
の
後
ア
メ
ル
マ
ン
博
士
の
オ
フ
ィ
ス
を
訪
ね
た
。
彼
は
我
々
を
近
く
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の
美
し
い
町
だ
。

July 7
th, Th

ursday

W
rote several letters, one to hom

e. W
rote to D

r. Brow
n as D

r. 

G
oucher suggested. Th

en a letter cam
e from

 D
r. Fulton saying 

that he has already arranged for a conference next M
onday 

afternoon at 2.30 at the Pres. Building. So I had to w
rite to D

r. 

Brow
n again after it. W

rote to D
r. G

oucher too.

I w
as asked to speak a few

 w
ords at the m

eeting of the board of 

m
anagers of the A

m
erican Bible Society. A

nd I did so. Th
ere 

w
ere present ten m

em
bers besides the president, secretary and 

the treasurer. Th
ey w

ere all old m
en betw

een 70 and 80. Each 

m
em

ber seem
ed to be as venerable as the society itself.

Stopped at the Pres. Building on m
y w

ay back but D
r. Fulton 

w
as not there. M

et for a m
om

ent D
r. H

ouley.

In the evening Bishop H
onda and M

r. and M
rs. Sato, the 

M
ethodist preacher and his w

ife called and w
e had a rather 

enjoyable tim
e.

It w
as very close and hot this afternoon but now

 as I am
 

w
riting 11 p.m

. it began to rain. It is a good rain.

手
紙
を
何
通
か
書
く
。
自
宅
に
も
一
通
書
く
。
ガ
ウ
チ
ャ
博
士
の
提

him
self in favor of an inform

al conference som
etim

e betw
een 

July 22 and A
ug. 18. H

e also suggested that D
r. A

. J. Brow
n 

should call the conference. H
e invited us to luncheon and 

insisted also to paying m
y railw

ay fare. R
eturned to N

ew
 York 

in tim
e for supper. Th

ere w
ere crow

d of people at A
sbury Park. 

It is a pretty seaside place.

ジ
ャ
ー
ジ
ー
・
シ
テ
ィ
か
ら

9
時
の
電
車
に
乗
っ
て
オ
ー
シ
ャ
ン
・
グ

ロ
ー
ブ
へ
行
く
。
ホ
ン
ダ
が
駅
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。
ガ
ウ
チ
ャ

博
士
が
滞
在
し
て
い
る
ホ
テ
ル
で
彼
を
待
つ
。
彼
と
は
、
日
本
に
お

け
る
よ
り
高
等
キ
リ
ス
ト
教
教
育
と
い
う
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
有
意
義

な
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
は
教
育
を
管
轄
す
る
委
員

会
の
、
日
本
・
中
国
・
韓
国
地
域
の
責
任
者
に
指
名
さ
れ
た
の
だ
そ

う
だ
。
彼
は
こ
の
活
動
に
大
い
に
興
味
が
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
非
常
な

情
熱
を
抱
い
て
い
た
。
彼
は
総
合
的
な
大
学
設
立
の
た
め
に
自
身
が

描
い
て
い
る
計
画
を
示
し
て
く
れ
た
。
彼
は
、

7月
22日

か
ら

8月
18日

の
間
に
非
公
式
な
会
合
を
開
く
べ
き
だ
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、

Ａ
・
Ｊ
・
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
が
会
合
を
招
集
す
べ
き
だ
と
も
言
っ
た
。
彼

は
我
々
を
昼
食
に
招
待
し
て
く
れ
た
ば
か
り
か
、
私
の
電
車
賃
を
支

払
う
と
言
っ
て
き
か
な
か
っ
た
。
夕
食
に
間
に
合
う
時
間
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
戻
る
。
ア
ズ
ベ
リ
ー
・
パ
ー
ク
に
人
が
大
勢
い
た
。
海
辺
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taste.

非
常
に
厚
く
、
終
日
出
か
け
ず
に
過
ご
す
。
午
後
、
ミ
セ
ス
・
イ
チ
ノ

ミ
ヤ
と
ミ
セ
ス
・
カ
ワ
マ
・
ミ
サ
ヲ
が
オ
オ
ホ
リ
家
を
訪
ね
て
く
る
。
彼

女
は
と
て
も
知
的
な
女
性
だ
。
外
見
は
良
く
は
な
い
が
、
顔
は
表
情

豊
か
で
、
服
装
も
趣
味
が
良
く
き
ち
ん
と
し
て
い
る
。

July 9
th, Saturday

A
gain very hot. W

rote som
e letters. W

rote M
r. G

am
ble of 

C
incinnati and M

iss. H
elen G

ould. In the afternoon too hot to 

do anything. M
r. M

ayuzum
i called in the evening. H

e is in silk 

business. H
e once studied in M

eiji G
akuin.

今
日
も
ま
た
暑
い
。
手
紙
を
何
通
か
書
い
た
。
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
の
、

ミ
ス
タ
ー
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
ミ
ス
・
ヘ
レ
ン
・
ゴ
ウ
ル
ド
に
も
書
い
た
。

午
後
、
何
も
で
き
な
い
ほ
ど
暑
い
。
夜
、
ミ
ス
タ
ー
・
マ
ユ
ズ
ミ
が
訪

ね
て
く
る
。
絹
織
物
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
物
だ
。
か
つ
て
明

治
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。

July 10
th, Sunday

From
 day before yesterday I am

 troubled w
ith a m

ild attack of 

diarrhea. M
ay be because of this hot w

eather or “［
判
読
不
能
］” 

on Japanese diet. Too m
uch rice. It w

as so hot and I w
as not 

feeling w
ell and I did not go to church. W

hen I aw
oke in the 

案
に
従
い
、
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
に
も
書
い
た
。
す
る
と
フ
ル
ト
ン
博
士
か

ら
手
紙
が
来
て
、
す
で
に
土
曜
の
午
後

2
時

30
分
に
長
老
派
教
会

ビ
ル
で
の
会
合
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
と
言
う
。
そ
こ
で
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
に

再
び
手
紙
を
書
く
は
め
に
な
っ
た
。
ガ
ウ
チ
ャ
博
士
に
も
書
い
た
。

米
国
聖
書
協
会
の
幹
部
会
で
少
し
話
を
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
た
。

引
き
受
け
る
。
議
長
、
書
記
、
会
計
係
と
は
別
に

10
名
の
メ
ン
バ
ー

が
い
た
。
み
な

70
歳
か
ら

80
歳
の
間
の
高
齢
男
性
だ
っ
た
。
ど
の

メ
ン
バ
ー
も
、
協
会
自
体
と
同
様
、
尊
敬
す
べ
き
人
た
ち
の
よ
う
に

み
え
た
。

帰
路
、
長
老
派
教
会
ビ
ル
に
立
ち
寄
っ
た
が
フ
ル
ト
ン
博
士
は
不
在

だ
っ
た
。
ハ
ウ
リ
ー
博
士
と
短
時
間
だ
が
顔
を
合
わ
せ
た
。

夜
、
ホ
ン
ダ
監
督
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
牧
師
の
ミ
ス
タ
ー
・
サ
ト
ウ
夫
妻

が
来
訪
、
楽
し
い
時
間
を
少
々
過
ご
す
。

午
後
は
蒸
し
暑
か
っ
た
が
、
こ
れ
を
書
い
て
い
る
午
後

11時
の
今
、

雨
が
降
り
始
め
た
。
よ
き
雨
だ
。

July 8
th, Friday

It is very hot and staid all day at hom
e. In the afternoon M

rs.

Ichinom
iya, M

rs K
aw

am
a M

isaw
o called at the O

hori fam
ily. 

She is a very intelligent w
om

an. She is not handsom
e in looks 

but she has a good expressive face, and dresses neatly w
ith good 
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M
ethodist, D

r. C
ham

berlin and A
m

erm
an of the D

utch 

R
eform

ed. M
essrs. W

ood and M
cBee of the Episcopal Board, 

M
r. M

orse of the International C
om

m
ittee of the Y.M

.C
.A

. 

and a few
 others. H

onda w
as there too but C

hiba did not 

com
e. D

r. G
roucher sent a good letter. D

r. Brow
n’s letter cam

e 

too late.

I laid before them
 the present situation and the pressing needs 

of establishing a C
hristian university. I said there w

ere three 

possibilities to accom
plish this aim

.

1st w
as the denom

inational, that is, for each denom
ination to 

push undertake this task. Very unw
ise m

ethod.

2nd w
as undenom

inational, w
hich is to establish a C

hristian 

but independent institution like the R
oberts college or the ［

判
読
不
能
］ college. V

ery attractive but difficult to carry out 

unless there are som
e m

en of extraordinary w
ealth w

illing to 

undertake such w
ork.

3rd w
ay is to coordinate and cooperate, and the inter-

denom
inational plan. Th

at is, coordinate the existing schools 

and unite in establishing a university.

Th
ey asked questions about the locality and the probable cost 

m
orning I w

as perspiring profusely. Th
e heat w

as terrible in the 

afternoon. N
o breeze. Tow

ard evening w
e heard thunders but 

in distance. A
fter ten o’clock it im

proved a little.

一
昨
日
よ
り
、
軽
い
下
痢
症
状
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
暑
い
気

候
の
せ
い
か
、
そ
れ
と
も
日
本
食
の［
判
読
不
能
］
の
せ
い
だ
ろ
う
か
、

米
食
が
多
す
ぎ
る
の
か
。
あ
ま
り
の
暑
さ
に
気
分
が
優
れ
ず
、
教
会

に
も
行
か
な
か
っ
た
。
朝
目
覚
め
た
と
き
は
、
大
量
の
汗
を
か
い
て

い
た
。
午
後
の
暑
さ
は
ひ
ど
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
よ
風
ひ
と
つ
吹
か

な
い
。
夜
に
か
け
て
、
遠
く
で
雷
が
聞
こ
え
た
。

10
時
を
す
ぎ
る
と
、

暑
さ
は
少
し
や
わ
ら
い
だ
。

July 11
th, M

onday

T
he m

orning paper says yesterday w
as the hottest day in the 

year. Th
ere w

ere several deaths in the city and in other cities 

along the A
tlantic Board. Th

is m
orning it is m

uch cooler.

In the afternoon w
ent dow

n to the Presbyterian B
uilding 

assem
bly to m

eet the representatives of different m
ission boards 

and talk over w
ith them

 the pressing problem
s of the future of 

C
hristian education in Japan.

T
here w

ere present M
rs.H

elsey, W
hite and Fu

lton, 

peforsecuting? to Presbyterian B
oard. D

r. ［
Stunley?］ of the 
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ガ
ウ
チ
ャ
博
士
は
良
い
内
容
の
手
紙
を
寄
せ
て
く
れ
た
。
ブ
ラ
ウ
ン

博
士
の
手
紙
は
届
く
の
が
遅
す
ぎ
た
。

私
は
彼
ら
の
前
で
現
状
を
説
明
し
、
キ
リ
ス
ト
教
大
学
を
設
立
す
る

こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
達
成

す
る
方
策
が

3通
り
あ
る
と
言
っ
た
。

1つ
め
は
、
教
派
ご
と
に
活
動
す
る
や
り
方
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
派
が
こ
の
目
標
を
達
成
す
べ
く
別
々
に
活
動
す
る
。
非
常
に
愚
か

な
方
法
だ
。

2
つ
め
は
、
非
教
派
的
な
方
法
。
ロ
バ
ー
ツ
・
カ
レ
ッ
ジ
や［
判
読

不
能
］
カ
レ
ッ
ジ
の
よ
う
な
、
キ
リ
ス
ト
教
だ
が
独
立
し
た
教
育
機
関

を
つ
く
る
や
り
方
だ
。
非
常
に
魅
力
的
な
方
法
だ
が
、
巨
万
の
富
を

持
っ
た
誰
か
が
引
き
受
け
て
く
れ
で
も
し
な
け
れ
ば
、
実
現
は
難
し
い
。

3
つ
め
は
、
調
整
し
、
協
働
し
て
い
く
、
超
教
派
の
プ
ラ
ン
だ
。
つ

ま
り
、
既
存
の
学
校
間
で
調
整
を
行
い
、
協
力
し
て
ひ
と
つ
の
大
学

を
つ
く
り
あ
げ
る
方
法
だ
。

彼
ら
か
ら
は
、
設
立
候
補
地
や
そ
の
お
よ
そ
の
地
価
、
日
本
政
府
の

姿
勢
、
最
も
必
要
と
さ
れ
る
大
学
院
は
何
か
、
と
い
っ
た
質
問
が
出

た
。
ホ
ン
ダ
は
私
の
意
見
に
賛
同
を
示
す
の
み
で
、自
身
は
話
を
し
な
か
っ

た
。
私
の
説
明
が
終
わ
る
と
、
出
席
者
た
ち
は
私
が
示
し
た
プ
ラ
ン

of land and the attitude of the governm
ent, w

hat post graduate 

course w
ere m

ost needed there.

H
onda sim

ply endorsed w
hat I said and he did not speak. A

fter 

listening to w
hat I had to say they adopted a resolution in favor 

of such a plan as I had stated. O
f course this resolution does 

not com
m

it their Boards but only expressions of their personal 

opinions. But it m
eans m

uch com
ing from

 such body as this.

A
fter the m

eeting w
as over I distributed the printed plea for 

higher C
hristian education in Japan.

朝
刊
に
よ
れ
ば
昨
日
は
今
年
一
番
の
暑
さ
だ
っ
た
そ
う
だ
。
市
内
で

数
人
、
そ
れ
以
外
に
も
大
西
洋
沿
い
の
市
で
死
者
が
出
た
。
今
朝

は
だ
い
ぶ
涼
し
い
。

午
後
、
長
老
派
教
会
ビ
ル
の
会
合
に
出
席
し
、
異
な
る
会
派
の
代

表
者
た
ち
と
会
い
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
未
来
に
関
す
る
差

し
迫
っ
た
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

出
席
者
は
、
長
老
派
の
ミ
セ
ス
・
ヘ
ル
ジ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
、
フ
ル
ト
ン
、

メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
ス
タ
ン
リ
ー
博
士
、
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
の
チ
ェ
ン
バ

リ
ン
博
士
、
ア
メ
ル
マ
ン
。
米
国
聖
公
会
の
ミ
ス
タ
ー
・
ウ
ッ
ド
と
ミ

ス
タ
ー
・
マ
ク
ビ
ー
、

Y. M
. C

. A
. 国
際
委
員
会
の
ミ
ス
タ
ー
・
モ
ー

ス
、
他
数
名
。
本
多
は
出
席
し
て
い
た
が
、
千
葉
は
来
な
か
っ
た
。
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て
い
た
腕
時
計
を
購
入
。
さ
ら
に
ワ
ナ
メ
イ
カ
ー
ズ
で
万
年
筆
と
ベ
ッ

ド
シ
ー
ツ
。
今
日
も
非
常
に
暑
い
。

July 14
th, Th

ursday

D
iarrhea has not entirely stopped, and staid all day. A rather 

interesting m
an K

aw
aguchi by nam

e called on M
r. O

hori. H
e 

taught R
oosevelt jujitsu and told m

e som
e interesting things 

about him
. H

e has a G
erm

an w
ife I am

 told. H
e seem

s to be a 

very earnest C
hristian but a very narrow

 m
inded m

an.

下
痢
症
状
は
完
全
に
良
く
な
っ
て
は
お
ら
ず
、
終
日
部
屋
で
過
ご
す
。

カ
ワ
グ
チ
と
い
う
名
の
な
か
な
か
面
白
い
男
が
ミ
ス
タ
ー
・
オ
オ
ホ
リ

を
訪
ね
て
く
る
。
彼
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
柔
術
を
教
え
て
い
た
そ
う
で
、

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
つ
い
て
興
味
深
い
話
を
い
く
つ
か
し
て
く
れ
た
。
彼

の
妻
は
ド
イ
ツ
人
だ
そ
う
だ
。
非
常
に
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
教
信
者
の
よ

う
だ
が
、
と
て
も
了
見
の
狭
い
男
だ
っ
た
。

July 15
th, Friday

Staid in all day. In the evening called in com
pany w

ith M
r. and 

M
rs. O

hori, and M
r. and M

rs. Ichinom
iya the chief of the 

Y.S.B
. in the city. M

r. Ichinom
iya is a w

ide aw
ake young 

businessm
an som

ew
hat younger than his w

ife.

A
s I w

as going out found a letter in the box from
 D

r. K
nox 

を
後
押
し
す
る
と
い
う
結
論
を
承
認
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
各
教

派
の
正
式
な
関
与
を
約
束
す
る
も
の
で
は
な
く
、
出
席
者
た
ち
の
個

人
的
な
意
見
の
表
明
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
の
立
場
の

人
た
ち
か
ら
賛
同
を
得
ら
れ
た
こ
と
の
意
味
は
計
り
知
れ
な
い
。

会
合
終
了
後
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
高
等
教
育
機
関
設
立

の
嘆
願
書
を
配
布
し
た
。

July 12
th, Tuesday

A
nother hot day. N

ot feeling very w
ell. Th

ere w
as a funeral of a 

Japanese clerk in the consulate and I w
as asked to take part 

w
ith Sato but I excused m

yself.

ま
た
も
暑
い
一
日
。
気
分
が
優
れ
な
い
。
日
本
領
事
館
で
日
本
人
職

員
の
葬
儀
が
あ
り
、
佐
藤
と
と
も
に
出
席
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
て
い
た

が
、
辞
退
し
た
。

July 13
th, W

ednesday

W
ent to the Yokoham

a Species Bank in W
all Street to get som

e 

m
oney on the letter of credit. Stopped at M

aiden Lane to buy a 

w
atch w

hich I had been asked by m
y sister. A

nd also fountain 

pens and bed sheets at W
anam

aker’s. Very hot again.
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
の
横
浜
正
金
銀
行
へ
行
き
、
信
用
状
を
お

金
と
交
換
す
る
。
メ
イ
デ
ン
・
レ
ー
ン
に
立
ち
寄
り
、
妹
よ
り
頼
ま
れ
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ガ
ム
博
士
を
夕
食
に
招
い
て
く
れ
た
。
イ
ン
ガ
ム
博
士
は
私
が

1890-

91年
に
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
に
留
学
し
て
い
た
頃
そ
こ
の
学
生
だ
っ
た
。

食
事
が
終
ろ
う
と
す
る
頃
、
ミ
ス
タ
ー
・
ジ
ェ
イ
コ
ブ
が
息
子
モ
ル
テ

ン
を
連
れ
て
や
っ
て
き
た
。
と
て
も
楽
し
い
集
ま
り
だ
っ
た
。

July 17
th, Sunday

I spoke in the Second R
eform

ed C
hurch. Th

e pastor conducted 

this service.

In the afternoon M
rs. M

urray took m
e to D

r. M
urray’s grave in 

the cem
etery. T

he stone is a natural uncut round stone of 

brow
n color. It is rather unique tom

b stone in A
m

erica.

第
二
改
革
派
教
会
で
説
教
を
行
う
。
礼
拝
は
牧
師
が
執
り
行
っ
た
。

午
後
、
ミ
セ
ス
・
マ
レ
ー
が
墓
地
に
あ
る
マ
レ
ー
博
士
の
お
墓
に
案

内
し
て
く
れ
る
。
墓
石
は
四
角
に
削
ら
れ
て
い
な
い
、
自
然
な
丸
み

の
ま
ま
の
茶
色
の
石
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
で
は
や
や
ユ
ニ
ー
ク
な
墓
石

と
言
え
る
だ
ろ
う
。

July 18
th, M

onday

R
ained a little this m

orning in N
ew

 Brunsw
ick and it becam

e 

very cool. Left N
.B. by 9:37 train and returned to N

ew
 York.

ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
で
は
朝
に
雨
が
少
し
降
り
、
と
て
も
涼

し
く
な
っ
た
。

9
時

37分
の
電
車
で

N
. B. を

出
発
し
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

inviting m
e to com

e and stay w
ith him

 a few
 days.

一
日
家
で
過
ご
す
。
夜
、
オ
オ
ホ
リ
夫
妻
、
市
内
の

Y. S. B. の
チ
ー

フ
で
あ
る
イ
チ
ノ
ミ
ヤ
夫
妻
と
出
か
け
る
。
ミ
ス
タ
ー
・
イ
チ
ノ
ミ
ヤ
は

抜
け
目
の
な
い
若
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
で
、
夫
人
よ
り
い
く
ぶ
ん
年
下
の

よ
う
だ
。

出
か
け
る
際
、
ノ
ッ
ク
ス
博
士
か
ら
の
手
紙
が
届
い
て
い
る
こ
と
に
気

づ
く
。彼
の
家
で
何
日
か
過
ご
さ
な
い
か
と
い
う
招
待
の
手
紙
だ
っ
た
。

July 16
th, Saturday

Paid a visit to M
rs. D

avid ［
M

uller］ in N
ew

 B
runsw

ick. I 

found her quite w
ell, m

uch stronger than I anticipated. M
rs. 

M
cC

arter is staying w
ith her.

She invited D
r. and M

rs. C
ham

berlin and D
r. Ingham

, the 

pastor of the Second R
eform

ed C
hurch to dinner. D

r. Ingham
 

w
as a student in U

nion T
heo. Sem

inary w
hen I w

as there in 

1890-91. W
hen the dinner w

as alm
ost over M

r. Jacob called 

w
ith his boy M

orten. It w
as a very pleasant party.

ニ
ュ
ー
・
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
の
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ミ
ュ
ラ
ー
夫
人
を
訪
ね

る
。
予
想
し
て
い
た
よ
り
も
ず
っ
と
し
っ
か
り
し
て
い
て
元
気
そ
う
だ
っ

た
。
マ
ッ
ク
カ
ー
タ
ー
夫
人
が
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
。

彼
女
は
チ
ェ
ン
バ
リ
ン
博
士
夫
妻
、
第
二
改
革
派
教
会
の
牧
師
イ
ン

1910（明治 43）年
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の
が
最
高
級
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
学
長
た
ち
は
南
西
の
一
角

に
部
屋
を
持
っ
て
い
る
。
北
棟
に
は

10戸
の
ア
パ
ー
ト
が
あ
り
、
教

授
た
ち
が
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ノ
ッ
ク
ス
博
士
の
部
屋
は

2

フ
ロ
ア
あ
り
、
三
方
が
見
渡
せ
た
。

ブ
ラ
ウ
ン
学
長
が
ノ
ッ
ク
ス
博
士
夫
妻
、
ホ
ン
ダ
監
督
、
そ
し
て
私
を

非
公
式
の
夕
食
会
に
招
い
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
非
常
に
心
地
の
良
い

時
間
だ
っ
た
。
私
は
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
と
ノ
ッ
ク
ス
博
士
に
対
し
、
オ
ー

バ
ー
ン
で
し
た
よ
う
に
、
見
込
み
あ
る
学
生
た
ち
を
奨
学
生
に
推
薦

す
る
た
め
の
委
員
会
を
日
本
で
開
い
て
欲
し
い
と
お
願
い
し
た
。
彼

ら
は
そ
の
計
画
に
賛
同
す
る
と
言
っ
て
く
れ
た
。

July 20
th, W

ednesday

In the afternoon D
r. K

nox took m
e to the C

oney Island on the 

new
 boat. It w

as a m
ost delightful boat ride. Th

e view
 of the 

city from
 the m

ount of the pier is m
agnificent. O

n this island 

there are m
any kinds of show

s w
hich w

e hardly care to see. O
n 

the w
ay back D

r. K
nox took m

e to his club, the C
entury, and 

w
e dined there, and cam

e hom
e after 11 o’clock. It w

as a very 

pleasant afternoon.

午
後
、
ノ
ッ
ク
ス
博
士
が
最
新
の
船
で
コ
ニ
ー
・
ア
イ
ラ
ン
ド
に
案
内

し
て
く
れ
た
。
今
ま
で
乗
っ
た
中
で
最
も
快
適
な
船
だ
っ
た
。
桟
橋

ク
に
戻
っ
た
。

July 19
th, Tuesday

T
he O

horis w
ent to north field. I w

ent to D
r. K

nox’s on his 
invitation to spend a couple of days w

ith him
. H

e has an 

apartm
ent in the new

 U
nion Sem

inary Building. H
e took m

e 

through the buildings. It is splendid; the lot and the building 

cost $2,500,000 he told m
e. Everything seem

s to be about as 

fine as it could be. Th
e Presidents have it in the south w

estern 

corner. T
he north w

ing has ten apartm
ents for as m

any 

professors. D
r. K

nox has tw
o floors w

ith three sides open.

President Brow
n invited D

r. and M
rs. K

nox, Bishop H
onda 

and m
e to an inform

al dinner w
hich w

as a very pleasant affair. 

I asked D
r. Brow

n and D
r. K

nox to appoint a com
m

ittee in 

Japan as did the A
uburn for recom

m
ending w

orthy students 

for scholarship. Th
ey expressed them

selves in favor of the plan.

オ
オ
ホ
リ
夫
妻
は
ノ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
に
行
っ
た
。
私
は
ノ
ッ
ク
ス
博

士
の
招
き
に
応
じ
、
彼
の
家
で
数
日
を
過
ご
す
た
め
に
出
発
し
た
。

彼
は
新
し
く
で
き
た
ユ
ニ
オ
ン
神
学
校
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
に
ア
パ
ー
ト
を

所
有
し
て
い
る
。
彼
に
ビ
ル
の
中
を
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
素
晴
ら
し

い
。
土
地
と
建
物
で

250万
ド
ル
か
か
っ
た
そ
う
だ
。
す
べ
て
の
も
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Francisco. W
ent to John W

anam
aker’s to change m

y fountain 

pen. I have to go again on Tuesday.

午
後
、
長
老
派
教
会
の
伝
道
局
へ
出
向
き
、
フ
ル
ト
ン
博
士
と
会
う
。

ミ
ス
・
バ
ー
に
、

8月
16日

に
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
出
航
す
る
天
洋

丸
の
予
約
を
頼
む
。
ジ
ョ
ン
・
ワ
ナ
メ
イ
カ
ー
ズ
へ
行
き
、
万
年
筆
を

替
え
る
。
来
週
火
曜
日
に
も
う
一
度
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

July 23
rd, Saturday

In the afternoon took M
rs. O

hori to the M
useum

 of A
rt. She 

w
as very m

uch interested. A
fter a w

alk in the C
entral Park 

cam
e hom

e before dark.

午
後
、
ミ
セ
ス
・
オ
オ
ホ
リ
を
美
術
館
に
案
内
す
る
。
彼
女
は
興
味

深
そ
う
に
し
て
い
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を
散
歩
し
、
暗
く
な
る
前

に
帰
宅
し
た
。

July 24
th, Sunday

W
ent w

ith M
r. O

hori to a D
utch R

eform
ed C

hurch in the 

neighborhood. T
he congregation w

as sm
all alm

ost 40 in all. 

Th
e service w

as good practical one.

In the afternoon it w
as very hot. A

lm
ost the hottest day since I 

cam
e to N

ew
 York.

ミ
ス
タ
ー
・
オ
オ
ホ
リ
と
近
所
の
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教
会
に
行
く
。
信

の
頂
上
か
ら
の
眺
め
は
壮
大
だ
っ
た
。
こ
の
島
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
シ
ョ
ー
を
や
っ
て
い
る
が
、
我
々
は
ま
っ
た
く
興
味
が
な
い
。
帰

路
、
ノ
ッ
ク
ス
博
士
が
彼
の
ク
ラ
ブ
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
に
案
内
し
て
く
れ
、

そ
こ
で
食
事
を
し
、

11時
過
ぎ
に
帰
宅
し
た
。
と
て
も
快
適
な
午
後

だ
っ
た
。

July 21
st, Th

ursday

R
eturned to 103 W

est 127th Street and found the place all 

right. I found replies from
 M

r. G
am

ble and M
rs. K

eef. M
r. G

 

has consented to pay $3,000 anytim
e after 15th of A

ugust. 

M
rs. K

eef can not offer anything at present. She m
ay possibly 

do som
e thing in future.

西
127丁

目
103
番
地
の
家
に
戻
る
。
特
に
変
わ
り
な
し
。
ミ
ス

タ
ー
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
ミ
セ
ス
・
キ
ー
フ
か
ら
返
信
が
来
て
い
た
。
ミ

ス
タ
ー
・
Ｇ
は

8月
15日

以
降
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も

3千
ド
ル
を
支

払
え
る
そ
う
だ
。
ミ
セ
ス
・
キ
ー
フ
は
現
時
点
で
は
何
も
支
払
え
な
い

と
の
こ
と
。
将
来
的
に
は
何
か
し
て
く
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

July 22
nd, Friday

In the afternoon w
ent dow

n to the Pres. Board of M
issions and 

saw
 D

r. Fulton, saw
 M

iss Burr and asked her to secure a berth 

on Tenyo M
aru w

hich sails on the 16th of A
ugust from

 San 

1910（明治 43）年
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て
最
も
暑
い
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
、
最
も
暑
い
日
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。

真
夜
中
に
起
き
て
、
冷
水
で
体
を
拭
き
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
眠
れ
ず

に
窓
際
で
過
ご
し
た
。

朝
刊
に
よ
る
と
、
昨
日
は
最
高
に
暑
い
日
だ
っ
た
よ
う
だ
。
昨
夜
遅
く

ま
で
の
間
に
市
内
で

13人
が
暑
熱
の
た
め
亡
く
な
り
、
数
え
き
れ
な

い
ほ
ど
多
く
の
人
が
暑
気
で
倒
れ
た
。

July 27
th, W

ednesday

W
ent to John W

anam
aker’s about m

y fountain pen. Stopped at 

the offi
ce of the Y. M

. C
. A

. international com
m

ittee. N
either 

M
r. M

orse nor M
r. M

ott w
ere there.

万
年
筆
の
こ
と
で
ジ
ョ
ン
・
ワ
ナ
メ
イ
カ
ー
ズ
へ
行
く
。

Y. M
. C

. A
. 

国
際
委
員
会
の
事
務
局
に
立
ち
寄
る
。
ミ
ス
タ
ー
・
モ
ー
ス
も
ミ
ス

タ
ー
・
モ
ッ
ト
も
不
在
だ
っ
た
。

July 28
th, Th

ursday

Staid in all day. Very hot again.

家
か
ら
出
ず
に
過
ご
す
。
今
日
も
非
常
に
暑
か
っ
た
。

July 29
th, Friday

In the evening called w
ith M

r. and M
rs. O

hori on D
r. and 

M
rs. K

nox, at the U
nion’s sem

inary. W
e w

ent into the chapel 

and saw
 it lighted. It is a very fine chapel. R

ead Yam
aji’s 

徒
の
数
は
少
な
く
、
全
部
で

40人
ほ
ど
だ
っ
た
。
礼
拝
は
実
用
的

で
良
い
内
容
だ
っ
た
。

午
後
、
非
常
に
暑
く
な
っ
た
。
私
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来
て
以
来
い

ち
ば
ん
暑
い
と
言
っ
て
も
良
い
ほ
ど
だ
。

July 25
th, M

onday

T
he paper says yesterday w

as the hottest day in the year. 94 

degrees. T
he hum

idity 85 degrees. I felt the heat very m
uch. 

Staid up on the roof until 11 o’clock at night.
昨
日
が
今
年
最
も
暑
い
日
だ
っ
た
と
、
朝
刊
に
書
い
て
あ
っ
た
。
華

氏
94
度
。
湿
度
は

85
パ
ー
セ
ン
ト
。
暑
く
て
た
ま
ら
な
い
。
夜
も

11時
ま
で
屋
上
で
過
ご
し
た
。

July 26
th, Tuesday

Last night w
e three called on M

r.and M
rs.O

kam
i. T

he last 

night w
as one of the hottest nights if not the hottest I have had 

here. I had to get up at m
idnight and w

ipe m
yself w

ith cold 

w
ater. Th

en I sat up for som
e tim

e at the w
indow.

Th
e m

orning paper says yesterday w
as the hottest day. T

ill late 

at night thirteen persons died of heat in the city, w
hile the 

cases of prostration w
as innum

erable.

昨
夜
、

3人
で
オ
カ
ミ
夫
妻
を
訪
ね
た
。
昨
日
の
夜
は
、
こ
ち
ら
に
来
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July 31
st, Sunday

In the m
orning w

ent to the L
enox R

eform
ed C

ollegiate 

C
hurch. In the evening spoke at the Shudokw

ai in one of the 

classroom
s of D

r. W
hites Bible training institute. Th

ere w
ere 

m
ore forty Japanese young m

en and a few
 ladies. I spoke first 

and Bishop H
onda spoke also.

T
hus goes July one of the hottest m

onths I have ever past 

through. It seem
ed quite necessary for m

e to stay here and yet 

very little w
as accom

plished. Positive answ
er from

 M
r. G

am
ble, 

and the conference w
ith the representatives of M

ission Boards 

are about all the results of m
y stay. Still I ought be thankful. 

H
onda tells m

e his efforts in raising m
oney have been totally in 

vain. H
e leaves N

ew
 York tom

orrow.

朝
、
レ
ノ
ッ
ク
ス
改
革
派
大
学
教
会
に
行
く
。
夜
、
ホ
ワ
イ
ト
博
士
の

聖
書
研
究
会
の
教
室
で
、
修
道
会
メ
ン
バ
ー
を
前
に
講
話
す
る
。
日

本
人
の
若
い
男
性
が

40人
以
上
、
女
性
が
数
名
い
た
。
ま
ず
私
が

話
し
、
そ
の
後
本
多
監
督
も
話
し
た
。

こ
の

7月
は
私
が
今
ま
で
経
験
し
た
中
で
最
も
暑
い
ひ
と
月
だ
っ
た
。

私
が
こ
こ
に
い
る
必
要
性
は
か
な
り
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
一
方
で
、

達
成
で
き
た
こ
と
は
ほ
ん
の
僅
か
だ
っ
た
。
ミ
ス
タ
ー
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル

“H
istory of M

oney Pow
er in Japan”. It is a rather interesting 

reading.

夜
、
オ
オ
ホ
リ
夫
妻
と
と
も
に
ノ
ッ
ク
ス
博
士
夫
妻
を
ユ
ニ
オ
ン
神
学

校
に
訪
ね
る
。
チ
ャ
ペ
ル
に
入
る
と
灯
り
が
つ
い
て
い
た
。
素
晴
ら

し
い
チ
ャ
ペ
ル
だ
。
山
路
愛
山
の「
現
代
金
権
史
」
を
読
む
。
な
か

な
か
面
白
い
本
だ
。

July 30
th, Saturday

Staid in all day again and read. In the evening O
hori and his 

w
ife and I took a trolley car ride all the w

ay dow
n the 

B
roadw

ay and back. T
he electric lights along the w

ay are 

brilliant; som
e of them

 are w
onderful. It is like seeing firew

orks 

of very electric kind. I w
anted to show

 them
 to m

y boys at 

hom
e. W

e had a little rain in the m
orning and it m

ade the 

night considerably cooler.

今
日
も
ま
た
家
に
こ
も
り
、
本
を
読
む
。
夜
、
オ
オ
ホ
リ
夫
妻
と
と
も

に
路
面
電
車
に
乗
り
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
を
往
復
し
た
。
線
路
沿
い

は
照
明
が
明
る
く
輝
い
て
い
て
、
素
晴
ら
し
い
。
電
気
で
で
き
た
花

火
を
見
て
い
る
よ
う
だ
。
日
本
の
息
子
た
ち
に
も
見
せ
て
や
り
た
い
と

思
っ
た
。
午
前
中
少
し
雨
が
降
っ
た
た
め
、
夜
は
ぐ
っ
と
涼
し
く
な
っ

た
。
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the 96th year and can do nothing but I am
 happy”.

M
r. O

hori took m
e and his w

ife to the Japan C
lub at the W

 

85th Street and treated m
e to a Japanese supper. W

e had a very 

good m
aguro no sashim

i. W
e w

alked through the C
entral 

Park, and then cam
e hom

e by the trolley.

午
前
中
、
イ
ー
ス
ト
オ
レ
ン
ジ
に
行
き
ヘ
ボ
ン
博
士
を
訪
ね
る
。
彼
は

家
に
い
た
。

4
年
前
に
会
っ
た
と
き
か
ら
外
見
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

が
、
前
よ
り
弱
し々
く
な
っ
て
い
た
。
昔
と
同
じ
、
黒
い
服
に
身
を
包

ん
で
い
た
。
年
老
い
た
牧
師
の
よ
う
に
見
え
る
。
彼
は
私
の
こ
と
を
よ

く
覚
え
て
い
て
、
私
に
会
え
て
と
て
も
喜
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
彼

は
横
浜
時
代
の
話
や
、
彼
が
つ
く
っ
た
辞
書
、
そ
し
て
初
め
て
の
試

み
だ
っ
た
マ
ル
コ
の
福
音
書
の
翻
訳
の
話
を
し
た
。
日
本
の
古
い
友

人
た
ち
の
こ
と
は
ほ
ぼ
す
べ
て
覚
え
て
い
た
が
、
記
憶
は
少
し
ず
つ

薄
れ
て
い
て
、
耳
も
遠
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
彼
は「
ど

こ
も
痛
い
と
こ
ろ
は
な
い
し
、

1マ
イ
ル
だ
っ
て
歩
け
る
」
と
言
っ
た
。

そ
し
て
こ
う
も
言
っ
た
。「
日
本
の
友
人
た
ち
に
、
私
が
ま
だ
生
き
て

い
る
こ
と
、そ
し
て
あ
な
た
が
私
に
会
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。」

15
分
ほ
ど
話
を
し
た
後
、
彼
に
さ
よ
う
な
ら
を
言
っ
た
。
お
そ
ら
く
現

世
界
で
彼
に
会
う
こ
と
は
も
う
な
い
だ
ろ
う
。
で
も
彼
は
言
っ
て
い
た
。

「
も
っ
と
良
い
世
界
で
、
ま
た
皆
と
会
い
ま
し
ょ
う
。
私
は
今

96
歳
で

か
ら
の
前
向
き
な
回
答
、
そ
し
て
教
派
の
代
表
者
た
ち
と
の
会
合
が
、

私
が
こ
こ
に
来
た
成
果
の
ほ
ぼ
す
べ
て
だ
。
そ
れ
で
も
私
は
感
謝
す

べ
き
な
の
だ
ろ
う
。
本
多
は
、
資
金
集
め
の
た
め
の
努
力
は
ま
っ
た

く
報
わ
れ
な
か
っ
た
と
言
う
。
彼
は
明
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
出
発
す
る
。

A
ugust 1

st, M
onday

In the m
orning w

ent to East O
range to call on D

r. H
epburn. I 

found him
 at hom

e. H
e has not very m

uch changed in 

appearance since I saw
 him

 four years ago. O
nly he is w

eaker. 

H
e dresses him

self in black just as he used to. H
e looks like an 

old m
inister. H

e rem
em

bered m
e very w

ell, and seem
ed very 

glad to see m
e. H

e talked about the old days in Yokoham
a, 

about his dictionary and his first attem
pt to translate the 

G
ospel of M

ark. H
e rem

em
bered m

ost of his old friends in 

Japan but his m
em

ory is failing and he is som
ew

hat hard of 

hearing. But he said he “did not feel a pang and could w
alk a 

m
ile”. H

e said “Tell all m
y friends in Japan that I am

 still living 

and you have seen m
e”.

I staid w
ith him

 about fifteen m
inutes or so and then bade him

 

good bye. I shall probably never see him
 again in this w

orld. 

But he said “W
e w

ill all m
eet in the better w

orld. I am
 now

 in 
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午
後
、
母
へ
の
毛
布
を
買
う
た
め
メ
イ
シ
ー
ズ
へ
行
く
。
帰
る
途
中
、

他
に
こ
ま
ご
ま
と
し
た
も
の
を
い
く
つ
か
購
入
。

オ
カ
ミ
夫
人
よ
り
電
話
あ
り
、
は
な
に
宛
て
た
小
さ
な
包
み
を
持
っ
て

帰
っ
て
欲
し
い
と
の
こ
と
。

A
ugust 3

rd, W
ednesday

In the m
orning w

rote letters to D
r. H

arada, D
r. G

oucher, and 

D
r. H

aven of the Bible society.

In the afternoon w
ent to the Board’s room

 again. G
ot orders 

for R
.R

. ticket from
 C

hicago to San Francisco and steam
er 

ticket from
 there to Japan. A

lso received one hundred dollars 

for the R
.R

. from
 N

.Y. to C
hicago sleepers, m

eals, transfers, 

fees, hotel bills etc.

O
n the w

ay back bought sheetings, pillow
 cases and tow

els at 

H
earn’s.
午
前
中
、
ハ
ラ
ダ
博
士
、
ガ
ウ
チ
ャ
博
士
、
聖
書
協
会
の
ヘ
イ
ブ
ン

博
士
に
宛
て
て
手
紙
を
書
く
。

午
後
、
再
び
事
務
局
へ
行
く
。
シ
カ
ゴ
か
ら
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
へ

の
鉄
道
の
切
符
と
、
そ
こ
か
ら
日
本
へ
向
か
う
船
の
チ
ケ
ッ
ト
の
許

可
証
を
受
け
取
る
。
ま
た
、

N
. Y. か

ら
シ
カ
ゴ
へ
の
寝
台
列
車
、

道
中
の
食
事
、
乗
換
え
、
手
数
料
、
ホ
テ
ル
そ
の
他
の
費
用
と
し
て

も
う
何
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
幸
せ
に
過
ご
し
て
い
ま
す
」

ミ
ス
タ
ー
・
オ
オ
ホ
リ
が
、
彼
の
妻
と
私
を
西

85丁
目
に
あ
る
ジ
ャ

パ
ン
ク
ラ
ブ
に
連
れ
て
行
き
、
日
本
食
を
御
馳
走
し
て
く
れ
る
。
マ
グ

ロ
の
刺
身
が
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を
横
切
っ

て
歩
き
、
路
面
電
車
に
乗
っ
て
帰
宅
し
た
。

A
ugust 2

nd, Tuesday

In the m
orning w

ent dow
n to the Pres. B

oard of Foreign 

M
inisters. M

y order for R
.R

. and steam
er tickets had not com

e 

so I have to go dow
n again. But I had an interview

 w
ith D

r. 

B
row

n and D
r. Fulton, and had a good talk w

ith them
 

regarding M
eiji G

akuin.

In the afternoon w
ent dow

n to M
acy’s to buy a blanket for 

m
other, and on the w

ay back bought a few
 m

ore sm
all articles.

M
rs.［

O
kam

i］ called and asked m
e to take w

ith m
e a little 

package to H
ana.

午
前
中
、
長
老
派
教
会
の
外
国
人
牧
師
の
事
務
局
に
行
く
。
鉄
道

と
船
の
切
符
を
頼
ん
で
い
る
が
届
か
な
い
の
で
、
ま
た
出
か
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
ブ
ラ
ウ
ン
博
士
、
フ
ル
ト
ン
博
士

と
面
談
す
る
こ
と
が
で
き
、
明
治
学
院
に
つ
い
て
有
意
義
な
話
が
で

き
た
。
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な
る
余
地
が
あ
る
。「
食
道
楽
」
や
そ
の
他
日
本
の
料
理
本
を
鵜
呑

み
に
し
す
ぎ
て
い
る
。
彼
女
に
、
も
っ
と
ア
メ
リ
カ
の
野
菜
を
使
っ
て

は
ど
う
か
と
伝
え
た
。

A
ugust 5

th, Friday

Took the Em
pire State E

xpress from
 the G

rand C
entral at 

8:30am
. O

hori and his w
ife cam

e w
ith m

e to the station to see 

m
e off. I enjoyed staying w

ith them
 and they seem

ed reluctant 

to let m
e leave them

. I do not w
onder that M

rs. O
hori feels 

lonely. I adm
ired her to find friends am

ong the A
m

erican and 

Japanese ladies living in this neighborhood so that w
hen she is 

alone and lonely she could call on them
.

Th
e train reached Buffalo punctually at 5:15pm

. Leaving one of 

m
y suitcases and hat case I took the elm

w
ood car and got off at 

Birds Avenue. M
iss A

bbie Telford and her sister M
iss ［
判
読
不

能
］ w

elcom
ed m

e to their hom
e. I rem

em
ber the houses but 

this neighborhood has changed. M
any houses have gone ［

判
読

不
能
］.

午
前

8
時

30
分
グ
ラ
ン
ド
・
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
発
の
エ
ン
パ
イ
ア
・
ス

テ
ー
ト
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
乗
る
。
オ
オ
ホ
リ
と
夫
人
が
見
送
り
に
一

緒
に
駅
ま
で
来
て
く
れ
た
。
彼
ら
と
の
滞
在
は
楽
し
か
っ
た
し
、
彼
ら

百
ド
ル
を
受
け
取
っ
た
。

帰
る
途
中
、
ハ
ー
ン
ズ
で
敷
布
、
ピ
ロ
ー
ケ
ー
ス
、
タ
オ
ル
を
購
入
。

A
ugust 4

th, Th
ursday

In the afternoon w
ent to the N

.Y. C
entral ticket offi

ce at 125th 

St. and bought a single ticket to C
hicago, and checked m

y 

baggage to San Francisco. Every thing is now
 ready for leaving 

the city. I spent just about a m
onth in N

ew
 York from

 July 3 to 

A
ugust 5, the hottest part of the year.

For the supper M
rs. O

hori m
ade “G

om
okuzushi” specially for 

m
y sobetsukai. She is a fair cook, though she could im

prove 

very m
uch. She follow

s too blindly the “K
uidoraku” and other 

Japanese cooking books. I suggested to her to use m
ore of the 

A
m

erican vegetables.

午
後
、

125丁
目
の

N
. Y. セ

ン
ト
ラ
ル
駅
の
切
符
売
り
場
に
行
き
、

シ
カ
ゴ
行
き
の
片
道
切
符
を
買
い
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
行
き
の
荷
物

を
預
け
る
。
こ
れ
で
、
出
発
の
準
備
は
す
べ
て
整
っ
た
。

7月
3日

か
ら

8月
5日
ま
で
、
ほ
ぼ
一
ヵ
月
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
こ
と
に
な

る
。
一
年
で
最
も
暑
い
時
期
だ
っ
た
。

夕
食
は
、
オ
オ
ホ
リ
夫
人
が
私
の
送
別
会
と
し
て
特
別
に「
五
目
ず

し
」
を
作
っ
て
く
れ
た
。
彼
女
は
料
理
が
上
手
だ
が
、
も
っ
と
上
手
く
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houses. Th
e residential gardens are really beautiful. In fact, the 

m
ost beautiful city of the kind I have ever seen.

ア
ッ
シ
ュ
ベ
リ
ー
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
の

F. H
. コ
ー
マ
ン
牧
師

が
訪
ね
て
き
て
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
を
す
る
。
ミ
ス
・
テ
ル
フ
ォ
ー

ド
が
、
私
が
明
日
彼
の
教
会
で
講
話
を
す
る
よ
う
勧
め
て
く
れ
た
。

午
後
、
彼
に
観
光
用
の
車
に
招
待
さ
れ
た
。
私
は
招
待
を
受
け
、

素
晴
ら
し
い
市
内
観
光
ド
ラ
イ
ブ
を
経
験
し
た
。
町
に
は
い
く
つ
も
の

美
し
い
公
園
や「
遊
歩
道
」
が
あ
り
、
通
り
の
建
っ
て
い
る
家
々
も

美
し
い
。
そ
の
庭
も
ま
こ
と
に
美
し
か
っ
た
。
じ
っ
さ
い
、
私
が
見
て

き
た
こ
の
よ
う
な
町
の
中
で
は
最
も
美
し
か
っ
た
。

A
ugust 7

th, Sunday

In the m
orning I preached in the A

shbury M
ethodist C

hurch, 

and I had a large attentive audience, about 300 or m
ore. A

fter 

the service w
as over I w

as requested to speak to the Sunday 

school children and then to the m
eeting of m

en only. I did so. 

But I w
as going to leave the pastor insisted on m

y saying a few
 

w
ords to his ow

n class of young w
om

en, and I had to do so. 

W
hen w

e parted the pastor insisted on giving m
e $15.00 w

hich 

w
as entirely unexpected by ［

m
e］.

In the afternoon had a quick talk w
ith M

iss. Telford and her 

も
ま
た
私
が
去
る
の
が
名
残
惜
し
い
よ
う
だ
。
オ
オ
ホ
リ
夫
人
が
寂

し
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
私
は
彼
女
が
、
ア
メ
リ
カ

人
か
日
本
人
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
近
所
に
住
む
女
性
た
ち
と
友
だ
ち

に
な
っ
て
し
ま
う
姿
に
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
き
た
。
一
人
で
い
る
と
き

に
寂
し
く
な
っ
た
ら
、
彼
女
た
ち
に
電
話
す
れ
ば
良
い
。

列
車
は
予
定
通
り
午
後

5
時

15
分
に
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
に
到
着
し
た
。

ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
と
帽
子
箱
を
残
し
た
ま
ま
、
エ
ル
ム
ウ
ッ
ド
路
面
電
車

に
乗
り
、
バ
ー
ズ
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
で
下
車
す
る
。
ミ
ス
・
ア
ビ
ー
・
テ

ル
フ
ォ
ー
ド
と
、
姉
妹
の
ミ
ス
・［
判
読
不
能
］
が
家
に
迎
え
入
れ
て

く
れ
た
。
家
に
は
見
覚
え
が
あ
る
が
、
近
隣
の
様
子
は
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
多
く
の
家
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

A
ugust 6

th, Saturday

T
he R

ev. F. H
. C

om
an of the A

shbury M
ethodist Episcopal 

C
hurch called and had a pleasant chat w

ith him
. M

iss Telford 

arranged w
ith him

 that I should speak to his church tom
orrow

 

m
orning.

In the afternoon he invited m
e to take a ride in the sightseeing 

auto m
obile car. I accepted his invitation and I had a delightful 

ride ［
判
読
不
能
］ the city. Th

e city certainly has a num
ber of 

beautiful parks and “pathw
ays” and avenues w

ith beautiful 
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Tuesday.

W
alked to the La Salle H

otel and found only one room
 vacant, 

a $5.00 room
. I had sim

ply to take it. A
 great M

asonic 

convention is just going on, and every hotel is full. I w
as really 

very fortunate to getting a room
. A

fter m
idnight, I enjoyed a 

bath and w
ent to bed but it w

as so hot that I could hardly 

sleep.

午
前

6
時

48
分
頃
、
ミ
ス
・
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
と
彼
女
の
姉
妹
に
別
れ

を
告
げ
る
。

7
時

25
分
駅
到
着
。
レ
イ
ク
シ
ョ
ア
線
で
も
ミ
シ
ガ
ン
・

セ
ン
ト
ラ
ル
線
で
も
行
け
る
と
思
っ
た
が
、
切
符
売
り
場
に
は
大
勢
の

人
が
い
た
た
め
、
あ
ま
り
急
が
な
か
っ
た
。
じ
っ
さ
い
に
は
長
く
待

た
さ
れ
て
し
ま
い
、
自
分
の
順
番
が
来
た
と
き
に
は
レ
イ
ク
シ
ョ
ア
線

は
出
て
し
ま
っ
て
お
り
、

6
時
間
も
の
長
い
長
い
時
間
を
待
つ
こ
と
に

な
っ
た
。
午
後

1時
25
分
の
レ
イ
ク
シ
ョ
ア
線
に
乗
り
、
火
曜
日
午

前
1時

25
分
に
シ
カ
ゴ
に
到
着
し
た
。

ラ
・
サ
ル
・
ホ
テ
ル
ま
で
歩
い
て
い
く
と
、
空
い
て
い
る
部
屋
は
一
つ

し
か
な
く
、
料
金
は

5ド
ル
だ
と
い
う
。
受
け
入
れ
る
し
か
な
か
っ
た
。

フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
大
き
な
大
会
が
開
催
中
で
、
ど
の
ホ
テ
ル
も
満
室

で
あ
る
。
一
部
屋
空
い
て
い
た
の
は
誠
に
幸
運
だ
っ
た
。
夜
中
を
過

ぎ
て
か
ら
気
持
ち
よ
く
風
呂
に
入
り
、
ベ
ッ
ド
に
入
っ
た
が
、
あ
ま
り

sister.

Th
e visit to Buffalo w

as altogether a pleasant one.

午
前
中
、
ア
ッ
シ
ュ
ベ
リ
ー
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
で
説
教
を
行
う
。

聴
衆
は

300人
か
そ
れ
以
上
と
多
く
、
み
な
熱
心
に
聞
い
て
い
た
。

礼
拝
後
、
日
曜
学
校
の
子
供
た
ち
と
、
そ
の
後
男
性
の
み
の
会
合

で
も
講
話
し
て
欲
し
い
と
頼
ま
れ
た
の
で
そ
の
よ
う
に
し
た
。
終
わ
っ

て
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
牧
師
が
自
分
が
受
け
持
っ
て
い
る
若
い
女
性

の
ク
ラ
ス
で
も
一
言
話
し
て
欲
し
い
と
言
っ
た
た
め
、
そ
の
よ
う
に
し

た
。
別
れ
際
、
牧
師
は
私
に

15ド
ル
渡
す
と
言
っ
て
き
か
な
か
っ
た
。

私
に
と
っ
て
は
ま
っ
た
く
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

午
後
、
ミ
ス
・
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
と
そ
の
姉
妹
と
短
い
時
間
話
す
。

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
訪
問
は
、
総
じ
て
気
持
ち
の
良
い
も
の
だ
っ
た
。

A
ugust 8

th, M
onday

Bade good bye to M
iss. Telford and her sister about 6:48am

. 

R
eached the station 7:25. I thought I could go by the M

ichigan 

C
entral as w

ell as Lake Shore and as there w
as a crow

d of 

people w
aiting at the ticket offi

ce, I did not hurry very m
uch, 

in fact I w
as obliged to w

ait and w
hen m

y turn cam
e the Lake 

Shore train w
as gone, and I had to w

ait long long six hours. I 

took 1:25pm
 by the Lake Shore, and got to C

hicago at 1:25am
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copies of m
y address on high C

hristian education.

H
e said he w

ill gladly use his influences in prosecuting the 

course.

I asked him
 w

hether he could speak positively as to the result 

of his investigation in Japan.

H
e said I had better act as though he never visited Japan. So it 

is placed w
e can expect nothing from

 that direction.

I then asked him
 w

hether scholarships of w
hich he spoke in 

Japan should be available w
hen this union college is 

established. H
e thought it w

as possible but of course could not 

say anything definite, but he took note and prom
ised to let m

e 

know
 after consulting to the President.

W
e m

et the President as w
e w

ere going over to the club, and he 

introduced m
e to him

.

A
t the club w

e w
ere having our lunch. Prof. A

dam
s Brow

n of 

［
判
読
不
能
］ cam

e in and I w
as introduced to him

. H
e sat at 

our table and w
e had a pleasant talk. H

e is still a young m
an. 

H
e struck m

e rather as heavy. H
e w

as kind and cam
e out of his 

w
ay to show

 m
e m

y car to the hotel.

O
n m

y w
ay back to the hotel the parade of the M

asonic 

に
も
暑
く
て
ほ
と
ん
ど
眠
れ
な
か
っ
た
。

A
ugust 9

th, Tuesday

W
ent to the office of the C

hicago and N
orth W

estern R
.R

. 

C
om

pany and secured R
.W

ay ticket to San Francisco and also 

a ticket for a berth. Th
en took the elevated car to the C

hicago 

U
niversity. A

s I reached the university ground, a Japanese 

student cam
e up to m

e and introduced him
self as K

ato K
atsuji. 

H
e said he has been a student in Tokyo G

akuin and heard m
e 

speak. H
e show

ed m
e through som

e of the buildings. Th
ey are 

all good aged and substantial but som
ehow

 incom
plete or 

unfinished.

C
alled on Prof. Star’s office but he w

as out. Left m
y card. 

W
aited at Prof. Burton’s offi

ce till he finished his lecture. H
e 

took m
e to the club and I had a good talk w

ith him
 on the 

general situation of C
hristian education in Japan.

I asked his candid opinion, as an outsider, in regard to the need 

to m
eet this present crisis. H

e thought a union college of high 

standard supported by different denom
inations w

as a great ［
判

読
不
能
］. In fact his ideas agreed pretty m

uch w
ith m

y ow
n. I 

show
ed a report of a conference in N

.Y. and also gave him
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協
力
し
て
高
水
準
の
大
学
を
作
る
の
が
良
い
だ
ろ
う
と
の
意
見
だ
っ

た
。
実
は
彼
の
意
見
は
私
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
。
私
は

N
. Y. で

の
会
合
の
記
録
を
見
せ
、
さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
の
高
等
教
育
に
関
す
る

私
の
演
説
の
写
し
を
彼
に
渡
し
た
。
彼
は
、
こ
の
考
え
を
実
行
に
移

す
た
め
に
、
喜
ん
で
自
分
の
影
響
力
を
使
お
う
と
言
っ
て
く
れ
た
。

私
は
、
日
本
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
前
向
き
な
話
を
し
て
も
ら
え
る

だ
ろ
う
か
と
訊
い
た
。

彼
は
、
自
分
が
日
本
に
一
度
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い
風
に
あ
な
た
は

ふ
る
ま
っ
た
方
が
良
い
、
と
言
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
方
面
か
ら
は
何

も
期
待
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

私
は
そ
れ
か
ら
、
彼
の
言
う
日
本
に
お
け
る
奨
学
金
制
度
は
、
こ
の

ユ
ニ
オ
ン
大
学
が
設
立
さ
れ
た
際
に
は
設
置
さ
れ
る
の
か
と
訊
い
た
。

彼
は
そ
れ
は
可
能
だ
ろ
う
、
し
か
し
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

言
っ
た
が
、
学
長
に
訊
い
て
回
答
内
容
を
知
ら
せ
る
と
約
束
し
て
く
れ

た
。
学
長
と
は
ク
ラ
ブ
に
行
く
途
中
に
出
会
っ
て
お
り
、
彼
が
引
き
合
わ
せ

て
く
れ
た
。

ク
ラ
ブ
で
昼
食
を
と
っ
て
い
る
最
中
に［
判
読
不
能
］
の
ア
ダ
ム
ス・

ブ
ラ
ウ
ン
教
授
が
入
っ
て
き
て
、
引
き
合
わ
さ
れ
る
。
彼
は
我
々
の

テ
ー
ブ
ル
に
座
り
、
楽
し
く
会
話
を
し
た
。
ま
だ
若
い
男
性
だ
。
私

brotherhood in uniform
s and carrying banners, playing brass 

bands still going on, and the streets w
ere blocked and I had 

great diffi
culty com

ing through. I suppose they need such toys. 

Th
ey are crazy over them

. I struck the city at a very bad tim
e. 

A
ll these m

ade m
e feel like to get aw

ay from
 the place as 

quickly as possible.

シ
カ
ゴ
＆
ノ
ー
ス
・
ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
の
切
符
売
り
場
に
行
き
、
サ
ン

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
行
き
の
切
符
と
、
寝
台
の
切
符
も
買
っ
た
。
そ
の
後

高
架
鉄
道
に
乗
っ
て
シ
カ
ゴ
大
学
に
行
く
。
大
学
の
敷
地
に
差
し
か

か
る
と
、
一
人
の
日
本
人
学
生
が
近
づ
い
て
き
て
、
カ
ト
ウ
・
カ
ツ
ジ

と
自
己
紹
介
を
し
た
。
以
前
は
東
京
学
院
の
学
生
で
、
私
の
講
話
を

聴
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
彼
は
建
物
の
い
く
つ
か
を
案
内
し
て
く

れ
た
。
ど
れ
も
が
っ
し
り
し
た
良
い
建
物
だ
が
、
ど
こ
か
不
完
全
で

未
完
成
な
感
じ
が
あ
っ
た
。

ス
タ
ー
教
授
の
部
屋
を
訪
ね
る
が
不
在
だ
っ
た
。
名
刺
を
残
し
て
お
く
。

バ
ー
ト
ン
教
授
の
部
屋
で
、
彼
の
授
業
が
終
わ
る
ま
で
待
っ
た
。
彼

は
私
を
行
き
つ
け
の
ク
ラ
ブ
に
連
れ
て
行
き
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
教
育
の
全
般
的
な
状
況
に
つ
い
て
、
色
な々
話
を
し
た
。

私
は
彼
に
、
現
在
の
危
機
に
対
応
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
と
思

う
か
、
部
外
者
と
し
て
の
率
直
な
意
見
を
求
め
た
。
異
な
る
宗
派
が
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い
る
。

A
ugust 13

th, Saturday

A
rrived here at San Francisco on tim

e. M
r. Terasaw

a cam
e out 

to the ferry to m
eet m

e. Tw
o Japanese young m

en also w
ere at 

the station and helped m
e carry m

y suitcases. M
r. Terasaw

a 

kindly invited m
e to stay w

ith him
 instead of the M

isaw
a 

building at ［
H

aigt?］ because that w
as now

 out of the w
ay and 

very inconvenient. I accepted his invitation and cam
e to his 

house［
判
読
不
能
］ of w

hich is now
 used as their m

eeting 

place.

K
im

inum
a called in the evening. H

e is doing w
ell.

Th
ursday and Friday: there w

as nothing special to put dow
n. 

R
ather hot during the day and cold at night.

Th
is m

orning M
r. Terasaw

a took m
e to call on D

r. Stanger. H
e 

w
as out but M

rs. Stanger w
as in. Th

ey have not changed at all 

since I saw
 them

 last four years ago.

W
e w

ent w
ith them

 to the offi
ce of the Pacific M

ail Steam
ship 

C
om

pany and got m
y ticket for T

enyom
aru. W

ent to 

Em
porium

 and bought a sheet of blanket and a half dozen 

collars.

に
は
が
っ
し
り
と
し
た
体
格
に
見
え
る
。
彼
は
親
切
な
人
で
、
ホ
テ
ル

に
戻
る
車
ま
で
わ
ざ
わ
ざ
私
を
案
内
し
て
く
れ
た
。

ホ
テ
ル
に
戻
る
道
中
、
制
服
を
来
た
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
の
集
団
が
旗
を

振
っ
た
り
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
を
し
た
り
し
な
が
ら
パ
レ
ー
ド
中
で
、

道
路
が
封
鎖
さ
れ
て
い
た
た
め
、
通
り
抜
け
る
の
に
大
変
難
儀
を
し

た
。
彼
ら
に
は
こ
う
し
た
小
道
具
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
も

の
に
夢
中
な
の
だ
。
私
は
非
常
に
悪
い
時
期
に
こ
の
街
に
来
て
し

ま
っ
た
よ
う
だ
。
こ
れ
ら
す
べ
て
に
よ
っ
て
一
刻
も
早
く
こ
の
場
所
か

ら
出
た
い
と
い
う
気
分
に
な
っ
て
し
ま
う
。

A
ugust 10

th, W
ednesday

In the m
orning paper I see that M

ayor G
aynor of N

ew
 York 

has been shot and seriously w
ounded by a dism

issed em
ployer 

of the city. Feel a real sym
pathy for him

. U
pright m

en in this 

“Land of Liberty” is as m
uch in danger as in other countries, if 

indeed not m
ore so.

In the m
orning it w

as quite cool but afternoon quite w
arm

.

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ゲ
イ
ナ
ー
市
長
が
解
雇
さ
れ
た
市
の
元
職
員
に
撃

た
れ
、
重
傷
を
負
っ
た
こ
と
を
朝
刊
で
知
っ
た
。
心
か
ら
彼
に
同
情

を
覚
え
る
。
こ
の「
自
由
の
国
」
に
お
い
て
良
心
的
に
生
き
る
男
た

ち
は
、
他
国
と
同
じ
くら
い
、
い
や
そ
れ
以
上
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
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夜
は
寒
か
っ
た
。

今
日
の
午
前
中
、
テ
ラ
サ
ワ
が
ス
タ
ン
ガ
ー
博
士
の
と
こ
ろ
へ
連
れ
て

行
っ
て
く
れ
た
。
彼
は
外
出
中
だ
っ
た
が
、
ス
タ
ン
ガ
ー
夫
人
は
在

宅
だ
っ
た
。

4
年
前
、
最
後
に
会
っ
た
時
か
ら
全
く
変
わ
っ
て
い
な

か
っ
た
。

彼
ら
と
と
も
に
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
メ
ー
ル
・
ス
テ
ィ
ー
ム
シ
ッ
プ
会
社
の

切
符
売
り
場
に
行
き
、
天
洋
丸
の
切
符
を
手
に
入
れ
る
。
エ
ン
ポ
リ

ウ
ム
百
貨
店
に
行
き
、
毛
布
を
一
枚
と［
交
換
用
の
］
襟
を

6つ
購

入
し
た
。

荷
物
が
無
事
届
い
た
。
手
違
い
で
誤
っ
た
住
所
が
表
記
さ
れ
、
届
く

の
が
遅
れ
た
が
、
よ
う
や
く
届
い
た
と
い
う
わ
け
だ
。
ミ
ス
タ
ー
・
ナ

カ
ム
ラ
が
私
と
ミ
ス
タ
ー
・
テ
ラ
サ
ワ
を
中
国
料
理
の
夕
食
に
招
い
て

く
れ
た
。
店
の
中
で
夕
刊
を
手
に
取
る
と
、
東
京
で
恐
ろ
し
い
洪
水

が
あ
っ
た
と
い
う
海
底
電
信
経
由
の
記
事
が
載
っ
て
い
て
驚
い
た
。

深
川
区
や
本
所
区
は
完
全
に
浸
水
し
て
し
ま
っ
た
ら
し
い
。

400人
か

ら
500人

が
溺
死
し
、
何
千
人
も
の
人
々
が
家
を
失
っ
た
そ
う
だ
。

夜
、
日
本
に
帰
国
す
る
教
会
メ
ン
バ
ー
と
彼
の
妻
の
た
め
の
送
別
会

と
、
私
の
た
め
の
歓
迎
会
が
開
か
れ
た
。

A
ugust 14

th, Sunday

In the m
orning I preached at the Japanese Presbyterian church. 

T
he baggage cam

e all right. A
 w

rong address w
as given by 

m
istake and there w

as som
e delay in getting it. But it cam

e all 

right at last. M
r. N

akam
ura invited m

e and M
r. Terasaw

a to a 

C
hinese supper. W

hile w
e w

ere there I picked up an evening 

paper and w
as surprised to find in it a cablegram

 from
 Tokyo 

about a fearful flood in Tokyo. Fukagaw
a and H

onjo ku seem
 

to be entirely subm
erged. Four or five hundred people are said 

to be drow
ned and thousands are hom

eless.

In the evening they had sobetsukai for one of the church 

m
em

bers and his w
ife w

ho are going hom
e and a kangeikai for 

m
e.

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
は
定
刻
通
り
到
着
し
た
。
ミ
ス
タ
ー
・
テ
ラ
サ

ワ
が
船
着
き
場
ま
で
迎
え
に
来
て
く
れ
た
。

2人
の
若
い
日
本
男
性

も
駅
に
来
て
お
り
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
運
ぶ
の
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

ヘ
イ
ト
に
あ
る
ミ
サ
ワ
ビ
ル
は
今
や
人
通
り
が
な
く
と
て
も
不
便
な
た

め
、
ミ
ス
タ
ー
・
テ
ラ
サ
ワ
は
親
切
に
も
自
分
の
家
に
泊
ま
る
よ
う
勧

め
て
く
れ
た
。
私
は
彼
の
招
待
を
受
け
る
こ
と
に
し
、
現
在
は
集
会

場
所
に
も
な
っ
て
い
る［
判
読
不
能
］
彼
の
家
に
や
っ
て
き
た
。

夜
、
キ
ミ
ヌ
マ
よ
り
連
絡
あ
り
。
元
気
に
や
っ
て
い
た
。

木
曜
日
と
金
曜
日
：
特
筆
す
べ
き
こ
と
な
し
。
日
中
は
か
な
り
暑
く
、
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m
ail. T

hen w
ent to Em

porium
 to get a few

 articles. Shoes, a 

cap etc.

M
r. T. N

akam
ura took m

e to the G
olden G

ate Park and on the 

w
ay back invited m

e to a Japanese lunch. H
e has been very 

kind.

W
rote to O

hori and his w
ife, A

rakaw
a and som

e others.

Packed up m
y things.

午
前
中
、
オ
オ
ホ
リ
夫
人
に
入
手
を
依
頼
さ
れ
て
い
た
洗
い
粉
と
水

油
を
買
い
、
郵
便
で
送
っ
た
。
そ
の
後
、
エ
ン
ポ
リ
ウ
ム
百
貨
店
に

行
き
、
い
く
つ
か
の
品
を々
購
入
。
靴
、
帽
子
な
ど
。

ミ
ス
タ
ー
・T. ナ

カ
ム
ラ
が
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ゲ
ー
ト
・
パ
ー
ク
に
案
内
し

て
く
れ
、
帰
る
途
中
に
日
本
食
の
ラ
ン
チ
に
招
待
し
て
く
れ
た
。
彼
は

と
て
も
親
切
だ
っ
た
。

オ
オ
ホ
リ
夫
妻
、
ア
ラ
カ
ワ
、
そ
の
他
何
名
か
に
手
紙
を
書
い
た
。

荷
造
り
を
し
た
。

A
ugust 16

th, Tuesday

M
r. and M

rs. Terasaw
a and several young m

en cam
e to see m

e 

off. Th
e steam

er Tenyo m
aru is at the new

 pier of the W
estern 

Pacific R
.R

. C
om

pany w
ith w

hich the Y.K
.K

. is to be 

connected hereafter. It is reputed that in future the Tenyo, 

Th
ere w

ere about sixty people present.

In the afternoon I spoke in the C
ongregational church at Polk 

Street w
hich is near us. T

here w
ere present betw

een 250 and 

300 Japanese. It w
as a very good audience. Spoke about an 

hour. Th
ey listened very attentively.

A
fter the m

eeting several m
em

bers of the Japanese Y.M
.C

.A
. 

cam
e and discussed the question of im

proving this 

organization. It seem
s to have run dow

n recently.

午
前
中
、
日
本
人
の
た
め
の
長
老
派
教
会
で
説
教
を
行
っ
た
。

60

名
ほ
ど
が
出
席
し
て
い
た
。

午
後
、
我
々
の
教
会
に
も
近
い
、
ポ
ー
ク
ス
ト
リ
ー
ト
に
あ
る
会
衆

派
教
会
で
講
話
し
た
。

250
名
か
ら

300
名
ほ
ど
の
日
本
人
が
出
席

し
た
。
非
常
に
良
い
聴
衆
だ
っ
た
。

1時
間
ほ
ど
話
を
し
た
が
、
皆

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

講
話
の
後
、
日
本

Y. M
. C

. A
. の
メ
ン
バ
ー
数
名
が
や
っ
て
き
て
、

こ
の
組
織
の
改
善
問
題
に
つ
い
て
議
論
す
る
。
最
近
人
数
が
減
っ
て

き
て
い
る
よ
う
だ
。

A
ugust 15

th, M
onday

In the m
orning bought araiko and m

izuabura w
hich I w

as 

asked by M
rs.O

hori to procure in Japan and posted them
 by 
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海
は
荒
れ
て
は
い
な
か
っ
た
が
う
ね
り
が
あ
り
、
か
な
り
多
く
の
乗
客

が
船
酔
い
に
な
っ
た
た
め
、
夕
食
に
は
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。

A
ugust 17

th, W
ednesday

Th
e ship rolled all day because of the sw

ell. It is also rather cold 

to be com
fortable. Spent the m

orning reading Tokyo papers.

I w
as introduced to Baron O

ura yesterday. H
e talks little. H

ad 

a rather good talk w
ith M

r. Sakai about C
hristian education in 

Japan. A
lso w

ith M
r. Takaku of the O

kura C
om

.w
ho sits next 

to m
e at the table.

大
波
で
船
は
終
日
揺
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
快
適
と
い
う
に
は
い
さ

さ
か
寒
す
ぎ
る
。
東
京
の
新
聞
を
読
ん
で
午
前
中
を
過
ご
し
た
。

昨
日
、
大
浦
男
爵
に
紹
介
さ
れ
た
。
口
数
の
少
な
い
人
だ
。
日
本
に

お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
つ
い
て
、
ミ
ス
タ
ー
・
サ
カ
イ
と
な
か
な

か
有
意
義
な
会
話
を
す
る
。
食
事
テ
ー
ブ
ル
で
席
が
隣
の
、
大
倉
財

閥
の
ミ
ス
タ
ー
・
タ
カ
ク
と
も
話
を
し
た
。

A
ugust 18

th, Th
ursday

G
ot up early in the m

orning and enjoyed bath. It is cloudy in 

the m
orning, looks like rain. In com

ing back to the cabin I 

found three letters lying on the desk. O
ne of them

 w
as from

 

H
ana w

hich w
as forw

arded from
 N

ew
 York. A

nother w
as from

 

C
hiyo and G

enyo w
ill run directly betw

een Yokoham
a and San 

Francisco, w
hile the sm

aller N
ippon and A

m
erica w

ill stop at 

H
onolulu.

Th
ere are hundred tw

enty cabin passengers. A
m

ong them
 are 

the B
aron O

ura and his party; that is, his interpreter and 

secretary, M
r. Sakai and M

r. H
ori. T

here are several 

m
issionaries going to C

hina and Siam
, and tw

o young Japanese 

ladies w
ho studied m

edicine in Philadelphia.

T
he sea w

as not rough but there w
as a sw

ell and good m
any 

passengers w
ere sea sick and did not appear at the table.

テ
ラ
サ
ワ
夫
妻
、
若
い
男
性
数
名
の
見
送
り
を
受
け
る
。
天
洋
丸
は

ウ
ェ
ス
タ
ン
・
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・

R
. R

. 社
の
新
し
い
埠
頭
に
停
泊
し
、

こ
の
後

Y. K
. K

. に
接
続
さ
れ
る
。
将
来
的
に
は
、
天
洋
丸
、
地
洋

丸
、
玄
洋
丸
が
横
浜
―
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
間
を
直
通
で
運
航
し
、

よ
り
小
型
の
日
本
丸
、
亜
米
利
加
丸
が
ホ
ノ
ル
ル
経
由
で
運
航
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。

一
等
・
二
等
船
客
は

120
名
。
そ
の
中
に
大
浦
男
爵
と
そ
の
一
行
、

す
な
わ
ち
彼
の
通
訳
と
秘
書
の
ミ
ス
タ
ー
・
サ
カ
イ
と
ミ
ス
タ
ー
・
ホ

リ
が
い
た
。
中
国
と
シ
ャ
ム
に
向
か
う
伝
道
者
が
数
名
、
そ
し
て
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
薬
学
を
勉
強
し
た
若
い
日
本
人
女
性
が

2
名
。
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り
そ
う
だ
。
客
室
に
戻
る
と
、
デ
ス
ク
に
手
紙
が

3通
置
か
れ
て
い
た
。

そ
の
ひ
と
つ
は
花
か
ら
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
転
送
さ
れ
て
き
た
も

の
だ
っ
た
。
も
う
一
通
は
ミ
ス
タ
ー
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
か
ら
で
、
長
老
派

役
員
会
の
会
計
担
当
ミ
ス
タ
ー
・
デ
イ
宛
に

3,000ド
ル
を
支
払
う
よ

う
、
事
務
所
に
指
示
を
出
し
た
と
書
か
れ
て
い
た
。

大
浦
男
爵
よ
り
、
彼
の
個
室
で
の
日
本
食
デ
ィ
ナ
ー
に
招
待
さ
れ
る
。

そ
こ
に
は
お
付
き
の
サ
カ
イ
と
ホ
リ
と
と
も
に
、
ミ
ス
タ
ー
・
タ
カ
ク
も

招
待
さ
れ
て
い
た
。
と
て
も
素
晴
ら
し
い
日
本
食
の
夕
食
だ
っ
た
。

刺
身
、
ア
ユ
に
似
た
魚
ス
メ
ル
ト
の
塩
焼
き
。
旨
煮
に
薩
摩
汁
、
そ

し
て
美
し
い
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
果
物
類
。

彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
に
関
す
る
見
解
を
気
ま
ま
に
話
し
た
。

私
が
彼
ら
の
文
化
の
何
を
最
も
尊
敬
し
て
い
る
か
尋
ね
る
と
、
彼
は

「
道
路
」、
す
ぐ
れ
た
道
路
だ
と
答
え
た
。

船
長
、
そ
し
て
後
に
一
等
航
海
士
と
も
話
を
し
た
。

海
は
完
全
に
無
風
で
、
午
後
は
ず
っ
と
暖
か
く
な
っ
た
。

ミ
ス
タ
ー
・
ス
ギ
ム
ラ
が
私
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
て
言
う
に
は
、
教

会
の
若
い
メ
ン
バ
ー
た
ち
が
牧
師
と
う
ま
く
い
っ
て
お
ら
ず
、
両
者
の

間
で
頻
繁
に
諍
い
が
あ
る
と
の
こ
と
。
誰
か
別
の
人
物
と
交
代
さ
せ

て
ほ
し
い
と
頼
ま
れ
た
。

M
r. G

am
ble saying that he has sent order to his offi

ce to pay 

$3,000 to M
r. D

ay, the treasurer of the Presbyterian Board.

Baron O
ura invited m

e to a Japanese dinner in his state room
. 

T
here w

ere his tw
o secretaries, Sakai and H

ori, and M
r. 

Takaku also w
as invited. A

nd it w
as really a good Japanese 

dinner. W
e had sashim

i, shioyaki of sm
elts, w

hich w
as 

som
ething like ayu. U

m
ani and satsum

ajiru, and then 

beautiful C
alifornian fruits.

H
e talked freely about his observations in Europe and A

m
erica. 

W
hen I asked him

 w
hat he adm

ired m
ost in their cultures he 

replied “the roads,” the fine roads.
H

ad nice chat w
ith the captain, and afterw

ard w
ith the chief 

m
ate.

T
he sea is perfectly calm

 and it is m
uch w

arm
er in the 

afternoon.

M
r. Sugim

ura cam
e to see m

e and told m
e that the young 

m
em

bers of the church do not like their pastor, there is 

constant trouble betw
een them

. H
e asked m

e to find som
eone 

for the position.

早
起
き
し
て
風
呂
を
楽
し
ん
だ
。
朝
の
う
ち
は
雲
が
多
く
、
雨
が
降

1910（明治 43）年
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A
ugust 21

st, Sunday

Q
uite w

arm
. A divine service w

as held in the dining room
. I 

w
as asked to speak and I did so. B

ut a young E
piscopal 

m
issionary to C

hina conducted the service. H
e acted as though 

he w
ere in one of his ow

n churches and follow
ed the prayer 

book strictly and a very unfortunate thing happened. Th
at is to 

say, he prayed for the President of the U
.S. but did not have a 

w
ord of prayer for the Em

peror of Japan in spite of the fact that 

w
e w

ere sailing under the Japanese flag.

M
oreover w

hen he introduced m
e to the audience he said, M

r. 

Ibuka w
ill now

 talk. Th
at w

as evidently a snob, im
plying that I 

w
as not a m

inister. I have no patience w
ith this Episcopal 

conceits, or nonsense.

In the afternoon I spoke of the notion to M
ateer and H

arris 

tw
o Presbyterian m

issionaries w
ho had asked m

e to preach. 

Th
ey expressed sorrow, but excused the young m

issionary upon 

ground of his ignorance and inexperience. I used rather strong 

language in talking w
ith them

, perhaps m
ore so than discreet. 

But I felt it very m
uch.

A
fter the service m

any m
en and w

om
en cam

e forw
ard and 

A
ugust 19

th, Friday

B
right m

orning. It is getting w
arm

 now
, com

ing near the 

Tropics. It w
as a beautiful day, calm

 all day. Th
e night also w

as 

beautiful. It w
as full m

oon and the m
oonlight on the w

ater w
as 

beautiful. Th
e steam

er W
ilm

ina （
?） passed by us just about 10 

p.m
. It w

as about seven m
iles aw

ay from
 us to the south. 

Everybody now
 seem

s to be enjoying this voyage.

日
差
し
い
っ
ぱ
い
の
朝
だ
っ
た
。
北
回
帰
線
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
気

温
が
上
が
っ
て
き
た
。
一
日
中
穏
や
か
な
、
素
晴
ら
し
い
日
だ
っ
た
。

夜
も
ま
た
美
し
か
っ
た
。
満
月
で
、
海
面
に
映
る
月
が
美
し
か
っ
た
。

午
後

10
時
頃
、
汽
船
ウ
ィ
ル
ミ
ナ
号
と
す
れ
違
っ
た
。
我
々
の
約

7

マ
イ
ル
南
を
航
行
し
て
い
た
。
今
で
は
乗
客
の
誰
も
が
こ
の
船
旅
を

楽
し
ん
で
い
る
。

A
ugust 20

th, Saturday

A
nother calm

 delightful day. It is quite w
arm

. Th
e captain and 

other offi
cers of the ship have put on their w

hite suits.

Th
e m

oon w
as beautiful again.

今
日
も
ま
た
穏
や
か
な
明
る
い
一
日
。
か
な
り
暖
か
い
。
船
長
は
じ

め
高
級
船
員
た
ち
は
白
の
制
服
に
変
わ
っ
た
。

今
夜
も
ま
た
月
が
美
し
か
っ
た
。
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じ
た
の
だ
。

礼
拝
後
、
多
く
の
男
女
が
前
に
進
み
出
て
、
熱
心
に
私
の
説
教
へ
の

感
謝
の
意
を
述
べ
た
。
長
老
派
教
会
の
と
あ
る
高
齢
の
男
性
は
、
私

の
メ
モ
を
借
り
て
い
っ
た
。

A
ugust 22

nd, M
onday

Th
e boat arrived at the new

 pier a little before nine a.m
. M

any 

Japanese w
ere w

aiting there and am
ong them

 w
as M

r. 

M
otokaw

a. H
e w

as expecting m
e but som

ebody else. 

Fortunately for m
e the m

an w
hom

 he w
as looking for did not 

com
e and he w

as m
y host.

A
fter taking m

e to the Port O
ffi

ce, the m
arket and the barber’s 

shop I took m
e to his ow

n house in the northern suburb of the 

city. H
e lives a cosy foreign built bungalow. M

et his w
ife and 

children tw
o boys and tw

o little girls. H
ad a Japanese lunch 

giunabe and read Japanese papers. M
r. M

otokaw
a invited m

e 

to a Japanese dinner at the M
ochizuki hotel. M

essrs. K
ajino, 

O
kum

ura, H
ori, N

akam
ura and another Evangelist cam

e and 

w
e had a nice dinner and pleasant talk.

I had no intention of spending the night on shore but insisted 

on m
y doing so, and I could not very w

ell decline to accept 

w
arm

ly expressed their appreciation of m
y address. O

ne m
an, 

an elder in the Presbyterian church borrow
ed m

y notes.

か
な
り
暖
か
い
。
食
堂
で
は
敬
虔
な
礼
拝
が
行
わ
れ
た
。
私
は
頼
ま

れ
て
説
教
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
礼
拝
を
取
り
仕
切
っ
た
の
は
中
国

へ
向
か
う
若
い
米
国
聖
公
会
の
伝
道
師
だ
っ
た
。
彼
は
ま
る
で
自
分

の
教
会
に
い
る
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
い
、
祈
祷
書
を
厳
格
に
た
ど
っ

て
儀
式
を
進
め
た
挙
句
、
誠
に
不
幸
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
彼
は
米
国
の
大
統
領
の
た
め
に
祈
り
ま
し
ょ
う
と
だ
け
言
い
、

日
本
の
天
皇
陛
下
の
た
め
の
祈
り
の
言
葉
を
一
切
述
べ
な
か
っ
た
の

だ
。
我
々
が
日
本
の
国
旗
の
も
と
に
船
旅
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
彼
は
私
を
聴
衆
に
紹
介
す
る
際
、
こ
れ
か
ら
井
深
氏
が
話

し
ま
す
、
と
言
っ
た
の
だ
。
明
ら
か
に
私
が
牧
師
で
は
な
い
こ
と
を

ほ
の
め
か
す
、
高
慢
な
態
度
だ
っ
た
。
米
国
聖
公
会
の
こ
う
し
た
傲

慢
さ
、
愚
か
さ
に
は
我
慢
な
ら
な
い
。

午
後
、
私
に
説
教
を
依
頼
し
て
き
た
長
老
派
教
会
の
二
人
の
宣
教
師
、

マ
テ
ィ
ア
と
ハ
リ
ス
に
こ
の
意
見
を
伝
え
た
。
彼
ら
は
遺
憾
の
意
を
示

し
た
が
、
そ
の
若
い
伝
道
師
の
無
知
と
経
験
不
足
が
そ
う
さ
せ
た
の

だ
ろ
う
と
説
明
し
た
。
私
は
彼
ら
と
話
す
際
、
控
え
め
と
は
言
い
難

い
強
い
言
葉
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
と
思
う
。
し
か
し
、
本
当
に
そ
う
感

1910（明治 43）年
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A
ugust 23

rd, Tuesday

Left the hotel at 8a.m
. and w

hen I cam
e to the pier there w

as a 

great crow
d of people, the passengers and their friends to see 

them
 off. T

he W
aseda baseball team

 are going back on this 

steam
er. Th

ey have been very popular. Baron O
ura also is on 

board so that there w
ere unusually great crow

d of Japanese. Th
e 

brass band played the K
im

igayo and “A
m

erica”. Th
e pupils of 

the H
aw

aii m
iddle school w

ere in a body and they cried Banzai 

so that it w
as a very lively departure. Th

e Japanese seem
ed to 

have literally taken possession of the place. O
ne felt it w

ere 

Japan. A
nd it is no w

onder that the A
m

ericans are a little bit 

uneasy about the H
aw

aiian islands. Th
ere are 70,000 Japanese 

and 5,000 of them
 registered as native sons. W

hen they reach 

m
ajority they w

ill have rights to vote.

朝
8
時
に
ホ
テ
ル
を
出
た
。
埠
頭
に
は
船
客
と
彼
ら
を
見
送
る
た
く

さ
ん
の
人
々
が
い
た
。
早
稲
田
の
野
球
部
も
同
じ
船
で
帰
国
す
る
。

彼
ら
は
人
気
者
だ
っ
た
。
大
浦
男
爵
が
乗
っ
て
い
る
た
め
、
い
つ
に

な
く
大
勢
の
日
本
人
が
集
ま
っ
て
き
て
い
た
。
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
君
が

代
と「
ア
メ
リ
カ
」
を
演
奏
し
、
地
元
の
中
学
生
た
ち
が
一
団
と
な
っ

て
万
歳
と
叫
ぶ
な
ど
、
と
て
も
活
気
の
あ
る
出
発
と
な
っ
た
。
日
本

their kindness and had a very cool restful night. It w
as 

perfectly quiet. C
ertainly the M

ochizuki is a delightful spot in 

H
onolulu.

船
は

9
時
少
し
前
に
新
し
い
埠
頭
に
着
い
た
。
多
く
の
日
本
人
が
来

て
お
り
、
そ
の
中
に
ミ
ス
タ
ー
・
モ
ト
カ
ワ
が
い
た
。
彼
は
私
で
は
な

く
他
の
誰
か
を
待
っ
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
私
に
と
っ
て
は
幸
い
な
こ

と
に
彼
の
待
ち
人
は
来
ず
、
私
が
彼
の
客
に
な
っ
た
。

港
の
事
務
局
、
市
場
、
そ
し
て
床
屋
に
私
を
案
内
し
た
後
、
彼
は
市

の
北
部
郊
外
に
あ
る
彼
の
家
に
私
を
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
。
そ
こ

は
居
心
地
の
良
さ
そ
う
な
バ
ン
ガ
ロ
ー
風
の
家
だ
っ
た
。
彼
の
妻
と

子
供
た
ち
、

2人
の
男
の
子
と

2人
の
小
さ
な
女
の
子
に
も
会
っ
た
。

日
本
風
の
牛
鍋
の
昼
食
を
と
り
、
日
本
の
新
聞
を
読
ん
だ
。
ミ
ス

タ
ー
・
モ
ト
カ
ワ
が
モ
チ
ヅ
キ
ホ
テ
ル
で
の
日
本
食
の
デ
ィ
ナ
ー
に
招

待
し
て
く
れ
た
。
カ
ジ
ノ
、
オ
ク
ム
ラ
、
ホ
リ
、
ナ
カ
ム
ラ
、
そ
し
て
も

う
一
人
別
の
伝
道
者
が
来
て
、
美
味
し
い
夕
食
と
楽
し
い
会
話
を
と

も
に
し
た
。

陸
で
宿
泊
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
が
、
そ
う
強
く
勧
め
ら
れ
、
彼
ら

の
好
意
を
断
る
こ
と
が
で
き
ず
、
と
て
も
涼
し
く
て
快
適
な
一
夜
を
過

ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
と
て
も
静
か
な
夜
だ
っ
た
。
モ
チ
ヅ
キ
ホ
テ
ル

は
ホ
ノ
ル
ル
の
中
で
も
素
晴
ら
し
い
場
所
だ
。
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う
エ
ッ
セ
イ
を
読
む
。
彼
は
素
晴
ら
し
い
作
家
だ
。

A
ugust 26

th, Friday

A
nother delightful day, the calm

est day w
e have had thus far. 

T
he sea w

as like m
irror, the sunset gorgeous. O

ne of the 

passengers M
r. J. S. Vosburg lent a book called “Brain and 

Personality” by W
. H

anna Th
om

pson. I read first few
 chapters 

of it and find it extrem
ely interesting.

Th
ey had m

ore sport this afternoon; the egg and spoon race, 

the needle and cotton race and the pillow
 fight. Th

ey w
ere all 

am
using but the last w

as m
ost exciting and am

using. T
he 

W
aseda students took part in it.

今
日
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
天
気
、こ
の
航
海
中
最
も
穏
や
か
な
日
だ
っ

た
。
海
面
は
鏡
の
よ
う
で
、
夕
焼
け
は
見
事
な
眺
め
だ
っ
た
。
乗
客

の
一
人
ミ
ス
タ
ー
・
ヴ
ォ
ス
バ
ル
グ
が

W
. ハ
ナ
・
ト
ン
プ
ソ
ン
著『
脳

と
性
格
』
と
い
う
本
を
貸
し
て
く
れ
た
。
私
は
何
章
か
を
読
ん
で
み
て
、

非
常
に
引
き
込
ま
れ
た
。
午
後
に
は
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
あ
っ
た
。

エ
ッ
グ
＆
ス
プ
ー
ン
・
レ
ー
ス
、
針
の
糸
通
し
ゲ
ー
ム
、
そ
し
て
枕
投

げ
ゲ
ー
ム
だ
。
ど
れ
も
面
白
か
っ
た
が
、
最
後
の
が
い
ち
ば
ん
盛
り

上
が
っ
て
楽
し
め
た
。
早
稲
田
の
学
生
た
ち
が
参
加
し
て
い
た
。

人
が
文
字
通
り
そ
の
場
を
支
配
し
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
。

ま
る
で
こ
こ
が
日
本
で
あ
る
か
の
よ
う
だ
。
ア
メ
リ
カ
人
が
ハ
ワ
イ
諸

島
に
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
る
の
も
無
理
は
な
い
。
こ
こ
に
は

7万
人
の
日
本
人
が
お
り
、
う
ち

5,000人
が
現
地
人
と
し
て
登
録
さ
れ
て

い
る
。
過
半
数
に
達
す
れ
ば
選
挙
権
を
得
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

A
ugust 24

th, W
ednesday

A calm
 beautiful day. It w

as quite w
arm

 in the state room
 at 

night so that I slept on the sofa instead of the bed.

穏
や
か
な
素
晴
ら
し
い
一
日
。
夜
の
個
室
は
か
な
り
暖
か
く
、
ベ
ッ

ド
で
は
な
く
ソ
フ
ァ
で
眠
っ
た
。

A
ugust 25

th, Th
ursday

A
nother beautiful day, no w

ind. Th
e sea perfectly calm

. In the 

afternoon they had sport, the potato race and “cock fight”. A 
young Englishm

an w
on the form

er and one of the W
aseda 

team
 w

on the latter. R
eading A

. C
. Benson’s essays called "A

t 

Large”. H
e is a delightful w

riter.

今
日
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
一
日
。
無
風
。
海
は
静
か
だ
っ
た
。
午
後
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
た
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ
転
が
し
レ
ー
ス
と「
コ
ッ

ク
フ
ァ
イ
ト
」
だ
。
前
者
は
若
い
英
国
人
男
性
が
、
後
者
は
早
稲
田

チ
ー
ム
の
一
人
が
勝
っ
た
。

A
. C

. ベ
ン
ソ
ン
の『

A
t Large』

と
い

1910（明治 43）年
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南
西
の
風
、
時
々
に
わ
か
雨
。
風
は
湿
っ
て
生
ぬ
る
い
。

A
ugust 29

th, M
onday

A little bit chilly; had to put on heavy clothing.

M
ore sports in the afternoon and in the evening the sailors and 

firem
en had w

restling m
atches to the great am

usem
ent of the 

passengers. T
hey m

ade a dohyo on the A deck and the gyoji 

w
ore kam

ishim
o, the strongest ones had their hikim

aw
ashi and 

they w
ent through dohyoiri too very like a real sum

o.

少
し
肌
寒
い
。
た
く
さ
ん
着
込
ん
だ
。

午
後
に
は
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
そ
し
て
夜
は
船
員
や
機
関
士
た
ち

に
よ
る
相
撲
の
試
合
が
行
わ
れ
、
乗
客
は
大
い
に
楽
し
ん
だ
。
Ａ
甲

板
に
は
土
俵
が
作
ら
れ
、
行
司
役
は
裃
を
身
に
着
け
、
強
い
力
士
は

ひ
き
ま
わ
し
を
着
け
て
、
本
物
の
相
撲
の
よ
う
に
土
俵
入
り
を
行
っ
た
。

A
ugust 30

th, Tuesday

N
ew

s cam
e by the w

ireless from
 Japan to the effect that the 

annexation of K
orea w

as proclaim
ed yesterday 9a.m

. Th
e eight 

articles of the convention w
ere published in the steam

er new
s 

paper at the dinner tonight. But the Baron O
ura called M

r. 

A
be and m

yself in to his cabin this m
orning and show

ed us the 

telegram
.

A
ugust 28

th, Sunday

W
e past the 180 degree last night and so drop the Saturday.

Th
e sam

e young Episcopal m
issionary read the service. H

e read 

it so hurriedly that I could not understand ［
hal?］ w

hat he read 

but I learned from
 M

r. Sakai that this tim
e he read “the 

Em
peror of Japan” in place of the President of the U

.S.A
. W

hy 

did he leave out the President? D
r. M

yers of Shanghai gave a 

neat address on foreign m
issions answ

ering som
e of the m

ost 

popular objections against them
.

A
 south w

esterly w
ind and occasional show

ers. T
he w

ind is 

w
arm

 and dam
p.

昨
夜
、
経
度

180
度［
日
付
変
更
線
］
を
越
え
た
た
め
、
土
曜
日
を

飛
ば
し
て
日
曜
と
な
る
。

先
週
と
同
じ
米
国
聖
公
会
の
伝
道
師
が
説
教
の
言
葉
を
読
ん
だ
。
あ

ま
り
に
慌
て
た
よ
う
に
読
ん
だ
の
で
私
に
は
内
容
が
聞
き
取
れ
な

か
っ
た
が
、
ミ
ス
タ
ー
・
サ
カ
イ
に
よ
れ
ば
、
今
回
彼
は
米
国
の
大

統
領
と
言
う
代
わ
り
に「
日
本
の
天
皇
陛
下
」
と
読
み
上
げ
た
そ
う
だ
。

な
ぜ
大
統
領
を
除
外
す
る
の
だ
ろ
う？
　
上
海
の
マ
イ
ヤ
ー
ズ
博
士

が
、
外
国
で
の
伝
道
活
動
に
関
す
る
お
も
な
反
対
意
見
に
対
し
て
、

丁
寧
な
説
明
を
行
っ
た
。
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か
っ
て
進
ん
で
い
る
た
め
、
昨
日
よ
り

20マ
イ
ル
少
な
い

364マ
イ

ル
ほ
ど
し
か
進
ま
な
か
っ
た
。

午
後
に
は
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
夜
に
は
仮
装
舞
踏
会
が
催
さ
れ
た
。
舞

踏
会
に
参
加
す
る
日
本
人
は
い
な
か
っ
た
が
、
か
な
り
の
数
の
乗
客

が
工
夫
を
凝
ら
し
た
衣
装
に
身
を
包
ん
で
踊
っ
て
い
た
。
中
国
の
古

代
高
級
官
僚
の
格
好
で
現
れ
た
者
が
一
人
、
カ
ウ
ボ
ー
イ
姿
が
二
人
、

水
夫
の
い
で
立
ち
が
一
人
。
夕
食
で
席
が
隣
の
若
い
英
国
人
男
性
は
、

少
女
の
格
好
を
し
て
い
た
。

無
線
か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
。
韓
国
併
合
が
発
効
さ
れ
た
日
、
ソ
ウ
ル
は

普
段
通
り
平
穏
だ
っ
た
そ
う
だ
。

無
線
経
由
で
、
横
浜
到
着
時
刻
を
本
国
に
知
ら
せ
た
。

Septem
ber 1

st, Th
ursday

A brisk head w
ind all day. Th

e dining room
 w

as decorated w
ith 

flags and a fine dinner w
as served. Everybody w

as in good 

hum
or. A

 resolution of thanks signed by all the cabin 

passengers w
as presented to the captain and prizes for different 

sports w
ere given by the chairm

an of the com
m

ittee to the ［
判

読
不
能
］ w

inners. T
he W

aseda boys carried tw
o and a little 

Japanese boy another.

終
日
、
涼
し
い
向
か
い
風
。
ダ
イ
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
は
旗
で
飾
り
付
け
さ

日
本
か
ら
の
無
線
連
絡
に
よ
り
、
昨
日
午
前

9
時
に
韓
国
併
合
が

発
効
さ
れ
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
入
っ
た
。
夕
食
時
に
は
、
船
が
発
行

す
る
新
聞
に
条
約
の
全

8
条
が
掲
載
さ
れ
た
。
し
か
し
午
前
の
う
ち

に
ミ
ス
タ
ー
・
ア
ベ
と
私
は
大
浦
男
爵
の
個
室
に
呼
ば
れ
、
男
爵
宛

に
届
い
た
電
報
を
見
て
い
た
。

A
ugust 31

th, W
ednesday

W
e are now

 on the K
uroshio. Th

e air is w
arm

 and dam
p. W

e 

are against the current too so that w
e did not m

ake m
ore than 

364 m
iles, tw

enty m
iles less than yesterday.

M
ore sport in the afternoon and in the evening they had a 

fancy ball. N
o Japanese took part in it but quite a num

ber of 

passengers dressed them
selves in fancy style and danced. O

ne 

appeared as a C
hinese m

andarin, tw
o as cow

boys, one as a 

sailor too. Th
e young English m

an w
ho sits next to m

e at the 

table w
as dressed as a girl.

［
判
読
不
能
］ new

s by the w
ireless. Seoul w

as quiet as usual on 

the day of the proclam
ation of the annexation.

Sent hom
e m

essage by the w
ireless giving the tim

e of arrival at 

Yokoham
a.

黒
潮
の
海
域
に
入
っ
た
。
空
気
は
湿
っ
て
生
暖
か
い
。
海
流
に
向
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Sentaro and others cam
e out to m

eet.

C
am

e to Tokyo by 4:45 train, m
et K

usano and other teachers 

and friends. So returned hom
e safely after four m

onths journey 

around the w
orld. A

t the dinner returned m
ost hearty thanks 

to the H
eavenly Father w

ho has kept m
e and the fam

ily in 

safety and good health during this tim
e.

5
時
起
床
。
い
つ
も
通
り
入
浴
し
て
か
ら
、
上
陸
の
準
備
を
す
る
。

お
風
呂
番
に

3
円
、
船
室
の
給
仕
係
に

5
円
、
靴
磨
き
に

2
円
、

テ
ー
ブ
ル
の
給
仕
係
に

5円
、
デ
ッ
キ
ボ
ー
イ
た
ち
に

2
円
を
渡
す
。

10
時
頃
、
陸
が
見
え
て
き
た
。
湾
に
入
り
、
観
音
崎
を
通
過
す
る
際

の
眺
め
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
天
気
が
良
く
、
丘
は
緑
色
で
、
富
士

山
は
壮
大
だ
っ
た
。
甲
板
に
出
て
い
た
乗
客
の
誰
も
が
魅
了
さ
れ
た
。

し
か
し
、
船
が
港
に
着
く
と
、
我
々
の
気
分
は
ガ
ラ
ッ
と
変
わ
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
港
に
着
い
て
か
ら
、
上
陸
で
き
る
ま
で
に
あ

ま
り
に
も
長
く
待
た
さ
れ
た
の
だ
。
私
は
運
よ
く
大
浦
男
爵
専
用
の
特

別
な
ボ
ー
ト
で
上
陸
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
別
あ
つ
ら
え
の
サ
ン
パ

ン
で
運
ぶ
よ
う
手
配
し
て
い
た
荷
物
が
来
る
ま
で
、
た
っ
ぷ
り

1時
間

も
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
何
も
か
も
が
非
常
に
遅
い
。
税
関
で

も
相
当
待
た
さ
れ
た
挙
句
、
万
年
筆
に

3.2
円
払
う
羽
目
に
な
っ
た
。

花
、
千
代
、
健
次
、
片
山
、
仙
太
郎
そ
の
他
が
迎
え
に
来
た
。

れ
、
豪
華
な
夕
食
が
出
さ
れ
た
。
誰
も
が
上
機
嫌
だ
っ
た
。
個
室
客

全
員
の
署
名
入
り
の
感
謝
状
が
船
長
に
手
渡
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
各
種
目
の［
判
読
不
能
］
勝
者
に
は
、
委
員
長
か
ら
賞
品
が
授
与

さ
れ
た
。
早
稲
田
の
学
生
た
ち
に
は
賞
品
が

2
つ
、
小
さ
な
日
本
人

の
男
の
子
に
も

1つ
渡
さ
れ
た
。

Septem
ber 2

nd, Friday

G
ot up at 5 o’clock, took bath as usual, and got ready to land. 

G
ave ¥3 to the bath boy, 5 to the cabin boy, 2 to the shoe 

cleaning boy, five to the table boy and 2 to the deck boys.

W
e sighted land about 10 o’clock. T

he view
 of the bay as w

e 

entered it and past by the K
w

annonzaki is superb. Th
e day w

as 

fine, the hills green and the Fujisan w
as glorious. Every 

passenger on board w
as charm

ed w
ith it. But w

hen w
e cam

e to 

the harbor our feelings underw
ent a radical change. It took so 

long to land after the boat entered the harbor. I fortunately 

landed w
ith Baron O

ura in a special launch but I had to w
ait a 

full hour before m
y baggage cam

e w
hich I directed to be 

brought in a special sam
pan, but every thing seem

s so slow. I 

had to spend a considerable tim
e at the custom

s and had to pay 

￥
3.20 on fountain pens. H

ana, C
hiyo, K

enji, K
atayam

a, 
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4
時

45
分
の
鉄
道
で
東
京
に
着
く
。
ク
サ
ノ
を
は
じ
め
と
す
る
教
師

た
ち
、
友
人
ら
に
出
迎
え
ら
れ
る
。
世
界
を
ま
わ
る

4カ
月
間
の
旅

か
ら
無
事
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
。
夕
食
の
席
で
、
こ
の
間
私

と
家
族
の
皆
を
健
や
か
に
安
全
に
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
父
な
る
神
に

心
か
ら
の
感
謝
を
捧
げ
た
。
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